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は 
じ 

め 

に

　

人
は
な
ぜ
働
く
の
か
。
世
界
各
地
で
起
き
る
紛
争
に
翻
弄
さ
れ
、
困
難
な
状

況
に
あ
る
人
々
の
報
道
を
目
す
る
た
び
に
こ
の
問
い
に
あ
ら
た
め
て
思
い
を
い

た
す
。
命
か
ら
が
ら
紛
争
か
ら
逃
れ
て
、
命
の
安
全
が
確
保
さ
れ
る
と
、
言
語

や
生
活
・
文
化
の
異
な
る
異
国
で
生
活
の
基
盤
が
整
わ
な
い
状
況
で
あ
っ
て
も

人
々
は
口
々
に
「
働
き
た
い
」
と
仕
事
を
求
め
る
。
そ
の
理
由
は
、
働
く
こ
と

は
人
間
が
生
き
る
た
め
の
基
本
的
な
権
利
だ
か
ら
な
の
で
は
な
い
か
。
第
三
回

国
際
連
合
総
会
（
一
九
四
八
年
一
二
月
一
〇
日
）
で
採
択
さ
れ
た
国
連
の
人
権

規
約
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
人
権
に
関
す
る
世
界
宣
言（
世
界
人
権
宣
言
）は
、

第
二
三
条
一
項
で
「
す
べ
て
人
は
、
勤
労
し
、
職
業
を
自
由
に
選
択
し
、
公
正

か
つ
有
利
な
勤
労
条
件
を
確
保
し
、
及
び
失
業
に
対
す
る
保
護
を
受
け
る
権
利

を
有
す
る
」、第
二
項
で
「
す
べ
て
人
は
、い
か
な
る
差
別
を
も
受
け
る
こ
と
な

く
、
同
等
の
勤
労
に
対
し
、
同
等
の
報
酬
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
」
と
宣
言

し
て
い
る
。

　

日
本
国
憲
法
で
は
、
第
二
七
条
に
お
い
て
「
す
べ
て
国
民
は
、
勤
労
の
権
利

を
有
し
、
義
務
を
負
ふ
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
二
〇
一
四
年
一
月
に
日
本
は

障
害
者
の
人
権
と
基
本
的
自
由
の
確
保
と
尊
重
を
目
的
と
し
た
国
連
の
条
約
で

あ
る
障
害
者
の
権
利
に
関
す
る
条
約
（
以
下
、
障
害
者
権
利
条
約
）
を
批
准
し

た
。
障
害
者
雇
用
施
策
は
こ
う
し
た
国
内
外
の
法
制
度
の
影
響
を
受
け
る
。
そ

し
て
障
害
者
雇
用
は
こ
こ
二
〇
年
拡
大
を
続
け
て
き
た
。
そ
の
背
景
に
は
ど
の

よ
う
な
事
象
が
あ
る
の
か
。
本
特
集
で
注
目
す
る
点
の
一
つ
は
国
際
条
約
で
あ

る
障
害
者
権
利
条
約
へ
の
批
准
と
近
年
の
障
害
者
雇
用
に
関
わ
る
法
律
の
改
正

に
も
と
づ
く
障
害
者
雇
用
施
策
と
福
祉
施
策
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
厳
し
い
ビ

ジ
ネ
ス
環
境
の
な
か
に
お
い
て
も
法
制
度
の
変
化
に
確
実
に
対
応
し
、
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
（D

iversity

）、
エ
ク
イ
テ
ィ
（E

quity

）、
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン

（Inclusion

）
の
三
つ
の
視
点
（
Ｄ
Ｅ
Ｉ
）
の
価
値
観
を
実
現
し
よ
う
と
す
る

企
業
の
実
践
で
あ
る
。
本
特
集
で
は
、
障
害
者
雇
用
に
関
わ
る
こ
の
一
〇
年
前

後
の
法
制
度
改
正
に
つ
い
て
、
そ
の
背
景
と
な
っ
た
課
題
や
経
緯
を
含
め
概
説

す
る
。
そ
し
て
障
害
者
雇
用
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か
、
今
後
ど
の
よ
う

な
方
向
に
向
か
っ
て
い
く
の
か
、
展
望
し
て
い
く
。

第
一
章　

障
害
者
権
利
条
約
と
障
害
者
雇
用
促
進
法

1　

日
本
の
障
害
者
雇
用
制
度
の
特
徴

　

日
本
の
障
害
者
雇
用
の
諸
制
度
の
根
拠
法
と
な
っ
て
い
る
障
害
者
の
雇
用
の

促
進
等
に
関
す
る
法
律
（
以
下
、
障
害
者
雇
用
促
進
法
）
は
、
第
一
条
目
的
に

お
い
て
、「
…
障
害
者
が
そ
の
能
力
に
適
合
す
る
職
業
に
就
く
こ
と
等
を
通
じ
て

そ
の
職
業
生
活
に
お
い
て
自
立
す
る
こ
と
を
促
進
す
る
た
め
の
措
置
を
総
合
的

に
講
じ
、
も
つ
て
障
害
者
の
職
業
の
安
定
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」
と
さ

れ
て
い
る
。「
促
進
す
る
た
め
の
措
置
」
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、①
割
当
雇

用
制
度
（
障
害
者
法
定
雇
用
率
制
度
）、②
納
付
金
・
調
整
金
制
度
に
よ
り
企
業

間
の
経
済
的
負
担
の
調
整
を
図
る
と
と
も
に
、
納
付
金
を
用
い
て
職
業
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
諸
施
策
と
雇
用
を
支
援
す
る
各
種
の
助
成
金
を
支
給
し
て
い

る
こ
と
、
③
重
度
障
害
者
の
雇
用
促
進
制
度
の
三
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら

に
つ
い
て
概
説
す
る
。

（
1
）
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⑴　

割
当
雇
用
制
度
（
障
害
者
法
定
雇
用
率
制
度
）

　

障
害
者
雇
用
促
進
法
は
、
第
四
三
条
一
項
に
よ
り
企
業
に
常
用
雇
用
労
働
者

の
一
定
割
合
（
障
害
者
法
定
雇
用
率
）
で
、
身
体
障
害
、
知
的
障
害
、
精
神
障

害
が
あ
る
労
働
者
を
雇
用
す
る
義
務
を
課
し
て
い
る
。
な
お
、
算
定
す
る
た
め

の
労
働
者
の
人
数
な
ど
は
、「
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規

則
」
に
よ
る
（
第
1
表
、
第
2
表
参
照
）。

　

第
1
表
は
障
害
者
法
定
雇
用
率
を
設
定
す
る
式
で
あ
る
。
第
2
表
は
カ
ウ
ン

ト
の
基
準
で
あ
る
。
障
害
者
雇
用
促
進
法
一
三
年
改
正
法
に
よ
り
精
神
障
害
の

あ
る
人
（
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
所
持
者
に
限
定
）
の
雇
用
が
義
務
化
さ

れ
た
が
、「
雇
用
の
義
務
化
」
と
は
精
神
障
害
の
あ
る
人
を
個
別
企
業
が
雇
用
す

る
こ
と
を
義
務
づ
け
る
も
の
で
は
な
い
。
障
害
者
法
定
雇
用
率
を
計
算
す
る
第

1
表
の
式
に
精
神
障
害
の
あ
る
人
の
雇
用
状
況
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
算
入
す
る

こ
と
を
言
う
。
こ
れ
は
、「
算
定
基
礎
に
加
え
ら
れ
る
」
と
表
現
さ
れ
る
。
分
子

に
新
た
な
労
働
者
（
こ
の
例
で
は
精
神
障
害
の
あ
る
人
）
の
雇
用
状
況
に
関
す

る
デ
ー
タ
を
加
え
計
算
す
る
と
障
害
者
法
定
雇
用
率
は
上
昇
す
る
こ
と
に
な

る
。
こ
う
し
て
障
害
者
法
定
雇
用
率
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の

結
果
と
し
て
こ
れ
ま
で
雇
用
が
進
ん
で
こ
な
か
っ
た
労
働
者
（
こ
の
例
で
は
精

神
障
害
の
あ
る
人
）
の
雇
用
が
促
進
さ
れ
る
制
度
設
計
と
な
っ
て
い
る
。

　

障
害
者
法
定
雇
用
率
は
、障
害
者
雇
用
促
進
法
第
四
三
条
二
項
で
、「
少
な
く

と
も
五
年
ご
と
に
」
雇
用
情
勢
を
勘
案
し
て
政
令
で
定
め
る
と
さ
れ
て
い
る
。

直
近
で
は
二
三
年
に
政
令
改
正
が
な
さ
れ
、
新
た
な
障
害
者
法
定
雇
用
率
が
運

用
さ
れ
る
の
は
二
四
年
の
四
月
一
日
か
ら
と
な
り
、ま
ず
は
二
・
五
％（
四
〇
・

〇
人
に
一
人
の
雇
用
義
務
）、そ
し
て
二
六
年
七
月
一
日
か
ら
は
二
・
七
％
（
三

七
・
五
人
に
一
人
の
雇
用
義
務
）
と
二
段
階
で
の
引
き
上
げ
が
な
さ
れ
る
こ
と （

2
）

第 1表　障害者法定雇用率計算式

障害者雇用率＝

身体障害者、知的障害者及び精神障害者である常用労働者の数
＋失業している身体障害者，知的障害者及び精神障害者の数

常用労働者数＋失業者数

〔備考〕　 1） 短時間労働者は、原則、 1人を0.5人としてカウントする。
　　　　 2）  重度身体障害者、重度知的障害者は 1人を 2人としてカウントする。
　　　　　　 短時間重度身体障害者、重度知的障害者は 1人としてカウントする。
〔出所〕　 厚生労働省「障害者雇用率制度の概要」をもとに作成

第 2表　障害者法定雇用率制度における算定方法
週所定労働時間 30時間以上 20時間以上30時間未満 10時間以上20時間未満※ 2

身体障害者 1 0.5 －
（重度） 2 1 0.5

知的障害者 1 0.5 －
（重度） 2 1 0.5

精神障害者 1 　 1 ※ 1 0.5

※ 1　 2023年 4月 1日から、当分の間、精神障害者である短時間労働者については、 1人とカウン
トするように算定特例が延長されている。

※ 2　 2024年 4月から、10時間以上20時間未満で働く、重度身体障害者、重度知的障害者及び精神
障害者である特定短時間労働者は 1人をもって0.5人とカウントする。

　　　就労継続支援A型事業の利用者は除く。
〔出所〕　厚生労働省「障害者雇用率制度の概要」をもとに作成
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に
な
っ
て
い
る
。

⑵　

納
付
金
・
調
整
金
制
度

　

法
令
を
順
守
し
て
障
害
者
雇
用
を
行
っ
て
い
る
企
業
と
そ
う
で
な
い
企
業
と

で
経
済
的
な
負
担
の
公
平
性
を
担
保
す
る
た
め
の
制
度
で
あ
る
。
障
害
者
雇
用

を
始
め
る
際
に
は
、
一
時
的
に
し
て
も
設
備
を
改
善
し
た
り
、
作
業
工
程
を
見

直
し
た
り
、
障
害
の
あ
る
労
働
者
が
働
き
や
す
い
よ
う
な
雇
用
管
理
方
法
を
検

討
す
る
必
要
が
生
じ
、
そ
こ
に
一
定
の
コ
ス
ト
が
か
か
る
か
ら
で
あ
る
。
障
害

者
雇
用
促
進
法
第
五
四
条
に
納
付
金
の
額
等
の
定
め
が
さ
れ
て
い
る
。

　

常
時
雇
用
し
て
い
る
労
働
者
数
が
一
〇
〇
人
を
超
え
る
企
業
（
一
〇
〇
人
超

雇
用
企
業
）
は
、
法
定
雇
用
率
の
人
数
を
下
回
る
ご
と
に
一
人
に
つ
き
月
額
五

万
円
の
納
付
金
が
課
せ
ら
れ
る
。
逆
に
法
定
雇
用
率
を
上
回
る
企
業
に
は
、
上

回
る
ご
と
に
一
人
に
つ
き
月
額
二
万
九
〇
〇
〇
円
の
「
調
整
金
」
が
支
払
わ
れ

る
。
た
だ
し
、
二
三
年
三
月
三
一
日
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
は
二
万
七
〇
〇
〇

円
と
な
っ
て
い
る
。

　

常
用
労
働
者
一
〇
〇
人
以
下
（
一
〇
〇
人
以
下
企
業
）
の
事
業
主
で
多
数
の

障
害
者
を
雇
用
す
る
事
業
主
（
各
月
の
常
時
雇
用
し
て
い
る
障
害
者
の
四
％
の

年
度
間
合
計
数
ま
た
は
七
二
人
の
い
ず
れ
か
多
い
数
を
超
え
て
雇
用
す
る
事
業

主
）
に
は
、そ
の
超
え
る
数
一
人
に
つ
き
月
額
二
万
一
〇
〇
〇
円
の
「
報
奨
金
」

が
支
給
さ
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
二
二
年
改
正
法
で
、
二
四
年
度
か
ら
支
給
の
調
整
が
行
わ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
（
第
五
〇
条
）。
調
整
金
に
つ
い
て
は
、支
給
対
象
人
数
が
一

〇
人
を
超
え
る
場
合
に
は
、
そ
の
超
過
人
数
分
へ
の
支
給
額
が
二
万
三
〇
〇
〇

円
と
な
る
。本
来
の
額
か
ら
六
〇
〇
〇
円
が
調
整
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。ま
た
、

報
奨
金
に
つ
い
て
は
、
支
援
対
象
人
数
が
三
五
人
を
超
え
る
場
合
に
は
、
そ
の

超
過
人
数
分
へ
の
支
給
額
が
一
万
六
〇
〇
〇
円
と
な
る
。
本
来
の
額
か
ら
五
〇

〇
〇
円
を
調
整
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
雇
用
に
要
す
る
コ
ス
ト
は
一
般
に
雇
用
者

数
が
増
え
る
に
つ
れ
逓
減
す
る
こ
と
を
勘
案
し
て
の
対
応
と
さ
れ
て
い
る
。

⑶　

重
度
障
害
者
の
雇
用
促
進
制
度

　

重
度
障
害
者
の
雇
用
一
人
を
も
っ
て
二
人
雇
用
し
た
こ
と
と
み
な
す
ダ
ブ
ル

カ
ウ
ン
ト
制
度
（
障
害
者
雇
用
促
進
法
第
四
三
条
四
）
と
特
例
子
会
社
制
度
が

該
当
す
る
。
ダ
ブ
ル
カ
ウ
ン
ト
制
度
が
重
度
の
身
体
障
害
者
と
知
的
障
害
者
の

短
時
間
労
働
者
（
週
二
〇
時
間
以
上
三
〇
時
間
未
満
）
に
適
用
さ
れ
る
場
合
、

そ
の
一
人
（
〇
・
五
カ
ウ
ン
ト
）
を
も
っ
て
一
人
（
一
カ
ウ
ン
ト
）
と
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、精
神
障
害
者
に
つ
い
て
は
、制
度
上
は
「
重
度
」

と
い
う
枠
組
み
は
な
い
。
特
例
的
な
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
。

　

次
に
特
例
子
会
社
制
度
で
あ
る
が
、
特
例
子
会
社
と
は
、
身
体
障
害
者
雇
用

促
進
法
の
一
九
七
六
年
改
正
に
よ
り
、
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
と
安
定
を
図
る

目
的
で
制
度
化
さ
れ
た
。
親
会
社
が
一
定
の
要
件
の
も
と
子
会
社
を
設
立
し
、

そ
の
子
会
社
が
障
害
者
を
雇
用
し
た
場
合
、
雇
用
し
た
障
害
者
を
親
会
社
の
法

定
雇
用
率
に
算
入
で
き
る
仕
組
み
で
あ
る
。
主
な
設
立
の
要
件
は
以
下
の
五
つ

と
さ
れ
て
い
る
。

① 　

親
会
社
は
子
会
社
の
意
思
決
定
機
関
を
支
配
し
て
い
る
こ
と

② 　

親
会
社
と
特
例
子
会
社
と
の
間
に
は
人
的
関
係
が
緊
密
（
役
員
派
遣
な
ど
）
で
あ
る
こ

と
③ 　

障
害
者
を
新
規
に
五
人
以
上
雇
用
し
、
な
お
か
つ
全
従
業
員
に
占
め
る
障
害
者
の
割
合

が
二
〇
％
を
超
え
、
さ
ら
に
障
害
者
の
う
ち
三
〇
％
は
重
度
身
体
障
害
者
か
知
的
障
害
者

で
あ
る
こ
と

④ 　

障
害
特
性
に
配
慮
し
た
雇
用
管
理
を
適
切
に
行
う
こ
と

⑤ 　

そ
の
他
重
度
障
害
者
の
雇
用
促
進
や
雇
用
の
安
定
が
確
実
に
達
成
で
き
る
と
認
め
ら
れ
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る
こ
と

　

障
害
者
の
雇
用
の
促
進
お
よ
び
安
定
を
図
る
た
め
、
子
会
社
を
持
つ
親
会
社

に
つ
い
て
は
、
関
係
す
る
子
会
社
も
含
め
、
企
業
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
雇
用
率
算

定
が
で
き
る
「
グ
ル
ー
プ
適
用
」
と
い
う
制
度
と
、
親
会
社
・
子
会
社
す
べ
て

を
含
む
、
グ
ル
ー
プ
全
体
を
合
算
し
て
実
雇
用
率
を
算
定
す
る
「
企
業
グ
ル
ー

プ
算
定
特
例
」
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
企
業
に
と
っ
て
は
障
害
の
特
性
に
配

慮
し
た
仕
事
の
確
保
・
職
場
環
境
の
整
備
が
容
易
と
な
る
。
障
害
の
あ
る
人
の

能
力
を
十
分
に
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
や
、
障
害
の
あ
る
人
に
と
っ
て

は
障
害
特
性
や
個
別
に
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
職
場
環
境
の
な
か
で
、
個
々
人

の
能
力
を
発
揮
す
る
機
会
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。

　

ま
た
中
小
企
業
で
の
運
用
を
想
定
し
た
制
度
も
あ
る
。「
事
業
協
同
組
合
等
算

定
特
例
」は
、中
小
企
業
が
事
業
協
同
組
合
等
を
活
用
し
て
協
同
事
業
を
行
い
、

一
定
の
要
件
を
満
た
し
て
厚
生
労
働
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
場
合
に
、
事
業
協

同
組
合
等
（
特
定
組
合
等
）
と
そ
の
組
合
員
で
あ
る
中
小
企
業
（
特
定
事
業
主
）

で
実
雇
用
率
（
常
用
雇
用
労
働
者
に
占
め
る
、
障
害
者
で
あ
る
労
働
者
の
数
）

の
通
算
が
可
能
と
な
る
制
度
で
あ
る
。

　
「
有
限
責
任
事
業
組
合
（Lim

ited Liability Partnership

―
Ｌ
Ｌ
Ｐ
）
算
定

特
例
」
は
、
国
家
戦
略
特
区
内
で
異
業
種
の
企
業
の
参
画
が
一
層
期
待
で
き
る

点
や
、
L
L
P
自
体
の
設
立
手
続
が
簡
単
な
こ
と
が
特
徴
と
さ
れ
て
い
る
。
中

小
企
業
が
事
業
協
同
組
合
等
を
活
用
し
て
共
同
事
業
を
行
い
、
一
定
の
要
件
を

満
た
し
て
厚
生
労
働
大
臣
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
事
業
協
同
組

合
等
と
そ
の
組
合
員
で
あ
る
中
小
企
業
（
特
定
事
業
主
）
に
お
け
る
実
雇
用
率

を
通
算
す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
国
家
戦
略
特
区

内
で
認
め
ら
れ
て
い
た
制
度
だ
が
、
二
三
年
四
月
一
日
以
降
は
全
国
で
設
立
が

可
能
と
な
っ
た
。
特
例
の
対
象
と
な
る
有
限
責
任
事
業
組
合
や
そ
の
組
合
員
で

あ
る
事
業
主
は
、
国
家
戦
略
特
区
内
で
の
活
用
時
と
同
様
に
中
小
企
業
者
の
み

が
そ
の
組
合
員
と
な
っ
て
い
る
こ
と
等
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

　

な
お
特
例
子
会
社
は
二
三
年
六
月
一
日
現
在
で
五
九
八
社
、
グ
ル
ー
プ
適
用

は
三
六
二
グ
ル
ー
プ
、
企
業
グ
ル
ー
プ
算
定
特
例
は
一
一
五
グ
ル
ー
プ
、
事
業

協
同
組
合
算
定
特
例
は
七
件
（
う
ち
Ｌ
Ｌ
Ｐ
は
一
件
）
で
あ
る
。

２　

障
害
者
権
利
条
約
批
准
に
向
け
た
国
内
法
の
整
備

　

障
害
者
雇
用
に
関
わ
る
諸
制
度
の
根
拠
と
な
っ
て
い
る
障
害
者
雇
用
促
進
法

も
国
際
条
約
で
あ
る
障
害
者
権
利
条
約
を
批
准
す
る
に
あ
た
り
、
一
三
年
に
改

正
を
行
っ
て
い
る
。
本
節
で
は
障
害
者
権
利
条
約
に
つ
い
て
国
連
で
の
採
択
か

ら
日
本
が
批
准
す
る
ま
で
の
経
緯
を
概
説
す
る
。先
進
各
国
の
障
害
者
政
策
は
、

国
際
的
な
デ
フ
ァ
ク
ト
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
（de facto standard

）
の
潮
流
か
ら

影
響
を
受
け
て
お
り
、
日
本
も
例
外
で
は
な
い
。

　

一
九
八
一
年
の
国
際
障
害
者
年
、
続
く
八
二
年
か
ら
九
二
年
の
国
連
・
障
害

者
の
一
〇
年
、
そ
し
て
国
連
ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
社
会
委
員
会
（
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ

Ａ
Ｐ
）の
第
四
八
回
総
会
で
決
議
さ
れ
た
ア
ジ
ア
太
平
洋
障
害
者
の
一
〇
年（
九

三
年
か
ら
〇
二
年
）
は
障
害
者
の
完
全
参
加
と
平
等
の
実
現
に
向
け
て
一
二
の

政
策
目
標
の
達
成
の
た
め
に
そ
れ
ぞ
れ
の
施
策
に
取
り
組
む
こ
と
を
宣
言
す
る

も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
障
害
者
権
利
条
約
は
、
二
〇
〇
六
年
一
二
月
一
三

日
に
第
六
一
回
国
連
総
会
本
会
議
に
お
い
て
採
択
さ
れ
、
〇
八
年
五
月
三
日
に

発
効
し
た
。

　

障
害
者
の
政
治
的
権
利
と
教
育
・
保
健
・
労
働
・
雇
用
の
権
利
、
社
会
保
障

（
3
）
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や
余
暇
活
動
へ
の
参
加
な
ど
、
市
民
と
し
て
障
害
の
な
い
人
と
変
わ
ら
な
い
権

利
と
自
由
、
尊
厳
の
尊
重
を
促
進
す
る
こ
と
を
締
約
国
に
求
め
る
初
め
て
の
国

際
条
約
で
あ
る
。
日
本
は
〇
七
年
九
月
二
八
日
に
署
名
を
行
っ
た
。
こ
の
後
、

条
約
の
批
准
に
向
け
て
は
、
第
四
条
一
般
的
義
務
⒜
に
お
い
て
条
約
の
履
行
を

担
保
す
る
立
法
措
置
等
が
必
要
と
な
る
。
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
第
三
条
一

般
原
則
⒝
の
無
差
別
、
第
五
条
平
等
及
び
無
差
別
の
二
項
に
お
け
る
差
別
の
禁

止
、
三
項
に
お
け
る
合
理
的
配
慮
の
提
供
が
あ
る
。

　

障
害
者
権
利
条
約
は
、第
二
条
の
定
義
に
お
い
て
、差
別
に
つ
い
て
「『
障
害

に
基
づ
く
差
別
』
と
は
、
障
害
に
基
づ
く
あ
ら
ゆ
る
区
別
、
排
除
又
は
制
限
で

あ
っ
て
、
政
治
的
、
経
済
的
、
社
会
的
、
文
化
的
、
市
民
的
そ
の
他
の
あ
ら
ゆ

る
分
野
に
お
い
て
、
他
の
者
と
の
平
等
を
基
礎
と
し
て
全
て
の
人
権
及
び
基
本

的
自
由
を
認
識
し
、
享
有
し
、
又
は
行
使
す
る
こ
と
を
害
し
、
又
は
妨
げ
る
目

的
又
は
効
果
を
有
す
る
も
の
を
い
う
。
障
害
に
基
づ
く
差
別
に
は
、
あ
ら
ゆ
る

形
態
の
差
別
（
合
理
的
配
慮
の
否
定
を
含
む
。）
を
含
む
」
と
定
義
し
て
い
る
。

ま
た
合
理
的
配
慮
に
つ
い
て
「『
合
理
的
配
慮
』
と
は
、障
害
者
が
他
の
者
と
の

平
等
を
基
礎
と
し
て
全
て
の
人
権
及
び
基
本
的
自
由
を
享
有
し
、
又
は
行
使
す

る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の
必
要
か
つ
適
当
な
変
更
及
び
調
整
で
あ
っ
て
、
特

定
の
場
合
に
お
い
て
必
要
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
均
衡
を
失
し
た
又

は
過
度
の
負
担
を
課
さ
な
い
も
の
を
い
う
」
と
定
義
し
て
い
る
。

　

締
結
国
は
、
障
害
者
権
利
条
約
に
整
合
す
る
よ
う
に
立
法
や
制
度
を
国
内
に

お
い
て
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
改
正
前
の
障
害
者
基
本

法
の
三
条
三
項
に
あ
る
差
別
禁
止
規
定
の
部
分
に
こ
れ
ま
で
の
法
概
念
に
な
い

合
理
的
配
慮
に
関
す
る
規
定
を
追
記
す
る
な
ど
の
法
改
正
を
し
て
、
国
内
に
お

け
る
実
施
お
よ
び
監
視
（
障
害
者
権
利
条
約
第
三
三
条
で
締
約
国
の
義
務
と
規

定
さ
れ
て
い
る
）
に
つ
い
て
は
、
既
存
組
織
を
前
提
と
し
た
機
関
に
よ
っ
て
行

う
こ
と
と
し
て
早
期
の
批
准
が
可
能
で
あ
る
と
の
見
解
が
あ
っ
た
。
し
か
し
改

正
前
の
障
害
者
基
本
法
の
第
三
条
三
項
は
理
念
を
定
め
た
も
の
で
あ
っ
て
、
私

個
人
の
差
別
を
禁
止
す
る
も
の
と
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
障

害
当
事
者
団
体
な
ど
は
批
判
的
な
見
解
を
表
明
し
て
い
た
。

　

そ
の
後
、
〇
九
年
一
二
月
に
閣
議
決
定
に
よ
り
内
閣
府
に
設
置
さ
れ
た
「
障

が
い
者
制
度
改
革
推
進
本
部
」
が
障
害
者
権
利
条
約
の
締
結
に
向
け
て
必
要
と

な
る
国
内
法
の
整
備
を
進
め
た
。
そ
の
過
程
で
は“N

othing about us 
w

ithout us”

を
実
効
化
す
る
条
項
で
あ
る
障
害
者
権
利
条
約
第
四
条
一
般
的

義
務
三
項
に
則
っ
た
当
事
者
の
参
加
に
よ
り
議
論
を
主
導
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
そ
し
て
一
一
年
の
障
害
者
基
本
法
の
改
正
、
一
二
年
の
障
害
者
自
立
支
援

法
の
改
正
に
よ
っ
て
障
害
者
総
合
支
援
法
へ
名
称
の
変
更
が
行
わ
れ
た
。
差
別

禁
止
法
制
に
つ
い
て
は
先
進
諸
国
で
制
定
さ
れ
て
い
た
障
害
者
差
別
禁
止
法
で

は
な
く
、
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
以
下
障

害
者
差
別
解
消
法
と
い
う
）
と
し
て
一
三
年
に
制
定
さ
れ
た
。

　

雇
用
に
関
わ
る
領
域
に
つ
い
て
は
、
障
害
者
差
別
解
消
法
の
第
一
三
条
（
事

業
主
に
よ
る
措
置
に
関
す
る
特
例
）
に
お
い
て
「
行
政
機
関
等
及
び
事
業
者
が

事
業
主
と
し
て
の
立
場
で
労
働
者
に
対
し
て
行
う
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
を

解
消
す
る
た
め
の
措
置
に
つ
い
て
は
、
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法

律
（
昭
和
三
五
年
法
律
第
一
二
三
号
）
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
」
と
さ
れ
て

お
り
、
一
三
年
に
改
正
さ
れ
た
障
害
者
雇
用
促
進
法
に
反
映
さ
れ
た
。
一
連
の

国
内
法
整
備
を
経
て
一
四
年
一
月
二
〇
日
に
批
准
、
一
四
年
二
月
一
九
日
に
発

効
し
た
。

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）
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３　
�

障
害
者
権
利
条
約
批
准
と
一
三
年
の
障
害
者
雇
用
促
進
法
の
改
正

　

障
害
者
権
利
条
約
批
准
に
向
け
て
雇
用
の
領
域
で
必
要
と
な
る
対
応
は
、
厚

生
労
働
省
の
「
労
働
・
雇
用
分
野
に
お
け
る
障
害
者
権
利
条
約
へ
の
対
応
の
在

り
方
に
関
す
る
研
究
会
」
で
議
論
が
な
さ
れ
、
一
二
年
八
月
に
「
労
働
・
雇
用

分
野
に
お
け
る
障
害
者
権
利
条
約
へ
の
対
応
の
在
り
方
に
関
す
る
研
究
会
報
告

書
」
に
ま
と
め
ら
れ
た
。
報
告
書
で
は
、
と
く
に
必
要
な
こ
と
と
し
て
、
障
害

を
理
由
と
す
る
差
別
の
禁
止
に
つ
い
て
、「
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
う
ち
、

直
接
的
な
差
別
的
取
扱
い
（
障
害
で
あ
る
こ
と
を
直
接
の
理
由
と
し
て
差
別
を

受
け
る
場
合
）
は
禁
止
す
べ
き
で
あ
る
」
と
さ
れ
、
職
場
に
お
け
る
合
理
的
配

慮
に
つ
い
て
、「
合
理
的
配
慮
を
提
供
す
る
こ
と
を
事
業
主
に
義
務
付
け
る
」
こ

と
、
紛
争
解
決
の
仕
組
み
を
整
備
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

⑴　

差
別
の
禁
止
に
つ
い
て

　

障
害
者
に
対
す
る
差
別
の
禁
止
に
つ
い
て
障
害
者
雇
用
促
進
法
第
三
四
条
は

「
事
業
主
は
、
労
働
者
の
募
集
及
び
採
用
に
つ
い
て
、
障
害
者
に
対
し
て
、
障
害

者
で
な
い
者
と
均
等
な
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」、第
三
五
条
は
「
事

業
主
は
、
賃
金
の
決
定
、
教
育
訓
練
の
実
施
、
福
利
厚
生
施
設
の
利
用
そ
の
他

の
待
遇
に
つ
い
て
、
労
働
者
が
障
害
者
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
障
害
者

で
な
い
者
と
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
を
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
改
正
さ
れ
、
事

業
主
に
対
し
て
均
等
な
機
会
の
保
障
と
賃
金
を
は
じ
め
と
す
る
処
遇
に
つ
い
て

の
不
当
な
差
別
的
取
り
扱
い
を
禁
止
し
た
。
そ
し
て
第
三
六
条
に
お
い
て
障
害

者
に
対
す
る
「
差
別
の
禁
止
に
関
す
る
指
針
」（
差
別
禁
止
指
針
）
を
定
め
る
こ

と
が
明
記
さ
れ
た
。

　

差
別
禁
止
指
針
第
三
の
一
四
は
、「
法
違
反
と
な
ら
な
い
場
合
」
と
し
て
、以

下
の
四
点
を
示
し
た
。

イ 　

積
極
的
差
別
是
正
措
置
と
し
て
、
障
害
者
で
な
い
者
と
比
較
し
て
障
害
者
を
有
利
に
取

り
扱
う
こ
と
。

ロ 　

合
理
的
配
慮
を
提
供
し
、
労
働
能
力
等
を
適
正
に
評
価
し
た
結
果
と
し
て
障
害
者
で
な

い
者
と
異
な
る
取
扱
い
を
す
る
こ
と
。

ハ 　

合
理
的
配
慮
に
係
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
（
そ
の
結
果
と
し
て
、
障
害
者
で
な
い
者
と

異
な
る
取
扱
い
と
な
る
こ
と
）。

ニ 　

障
害
者
専
用
の
求
人
の
採
用
選
考
又
は
採
用
後
に
お
い
て
、
仕
事
を
す
る
上
で
の
能
力

及
び
適
性
の
判
断
、
合
理
的
配
慮
の
提
供
の
た
め
な
ど
、
雇
用
管
理
上
必
要
な
範
囲
で
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
つ
つ
、
障
害
者
に
障
害
の
状
況
等
を
確
認
す
る
こ
と
。

⑵　

合
理
的
配
慮
の
提
供
に
つ
い
て

　

合
理
的
配
慮
の
提
供
に
つ
い
て
も
差
別
の
禁
止
と
同
様
に
、
障
害
者
雇
用
促

進
法
第
三
六
条
の
二
（
募
集
・
採
用
時
）
と
第
三
六
条
の
三
（
採
用
後
）
に
条

文
を
分
け
て
い
る
。
ま
た
第
三
六
条
の
五
で
「
雇
用
の
分
野
に
お
け
る
障
害
者

と
障
害
者
で
な
い
者
と
の
均
等
な
機
会
の
確
保
等
に
関
す
る
指
針
」（
合
理
的
配

慮
提
供
指
針
）
を
定
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

　

募
集
・
採
用
時
に
つ
い
て
、
第
三
六
条
の
二
は
「
事
業
主
は
、
労
働
者
の
募

集
及
び
採
用
に
つ
い
て
、
障
害
者
と
障
害
者
で
な
い
者
と
の
均
等
な
機
会
の
確

保
の
支
障
と
な
つ
て
い
る
事
情
を
改
善
す
る
た
め
、
労
働
者
の
募
集
及
び
採
用

に
当
た
り
障
害
者
か
ら
の
申
出
に
よ
り
当
該
障
害
者
の
障
害
の
特
性
に
配
慮
し

た
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
事
業
主
に
対
し
て
過

重
な
負
担
を
及
ぼ
す
こ
と
と
な
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
」
と
定
め
た
。

第
三
六
条
の
二
で
示
さ
れ
た
要
素
は
、
①
募
集
及
び
採
用
時
の
均
等
な
機
会
の

確
保
、
②
障
害
者
か
ら
の
申
し
出
、
③
「
当
該
」
障
害
者
の
障
害
の
特
性
に
配
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慮
し
た
（
均
等
な
機
会
の
確
保
の
た
め
に
）
必
要
な
措
置
、
④
事
業
主
に
と
っ

て
「
過
重
な
負
担
」
と
な
る
場
合
は
合
理
的
配
慮
の
提
供
義
務
を
負
わ
な
い
、

で
あ
る
。

　

①
の
均
等
な
機
会
の
確
保
で
は
、
障
害
の
な
い
労
働
者
と
同
等
な
条
件
で
採

用
選
考
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
具
体
的
に
は
、
合
理
的
配
慮
提
供
指
針
の
別

表
で
障
害
種
別
ご
と
に
示
さ
れ
て
い
る
が
、
点
字
や
音
声
の
使
用
、
面
接
の
筆

談
で
の
実
施
や
試
験
時
間
の
延
長
、
就
労
支
援
機
関
の
職
員
等
の
同
席
を
認
め

る
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。
障
害
と
な
っ
て
い
る
点
を
解
消
し
、
本
来
も
っ
て
い
る

能
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
し
て
、
均
等
な
機
会
の
確
保
を
保
障
し
よ
う
と
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
②
障
害
者
か
ら
の
申
し
出
は
、
前
述
の
よ
う
な
配
慮
を
講

じ
る
た
め
に
は
、
準
備
の
時
間
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
選
考
に
先
ん
じ
て

の
申
し
出
が
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
時
点
で
で
き
る
配
慮
を
講
じ
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。
③
「
当
該
」
障
害
者
の
障
害
の
特
性
に
配
慮
し
た
必
要
な
措

置
で
注
目
す
る
の
は
、「
当
該
」
と
い
う
文
言
で
あ
る
。
こ
れ
は
採
用
試
験
に
臨

む
障
害
の
あ
る
労
働
者
そ
の
人
を
示
し
、
障
害
の
あ
る
労
働
者
の
個
別
性
に
言

及
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
合
理
的
配
慮
提
供
指
針
「
第
二　

基
本
的
な
考

え
方
」
の
一
で
は
、「
合
理
的
配
慮
は
個
々
の
事
情
を
有
す
る
障
害
者
と
事
業
主

と
の
相
互
理
解
の
中
で
提
供
さ
れ
る
べ
き
性
質
の
も
の
で
あ
る
こ
と
」
と
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
と
か
く
障
害
種
別
ご
と
に
言
及
さ
れ
る
典
型
的
例
示
を

こ
え
て
、
障
害
の
あ
る
労
働
者
個
人
の
障
害
特
性
を
勘
案
し
採
用
を
行
う
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
④
事
業
主
に
と
っ
て
「
過
重
な
負
担
」
と
な
る
場

合
は
合
理
的
配
慮
の
提
供
義
務
を
負
わ
な
い
に
つ
い
て
は
、
後
に
第
三
六
条
の

三
（
採
用
後
）
と
と
も
に
述
べ
る
。

　

次
に
採
用
後
に
つ
い
て
は
、
第
三
六
条
の
三
「
事
業
主
は
、
障
害
者
で
あ
る

労
働
者
に
つ
い
て
、
障
害
者
で
な
い
労
働
者
と
の
均
等
な
待
遇
の
確
保
又
は
障

害
者
で
あ
る
労
働
者
の
有
す
る
能
力
の
有
効
な
発
揮
の
支
障
と
な
つ
て
い
る
事

情
を
改
善
す
る
た
め
、
そ
の
雇
用
す
る
障
害
者
で
あ
る
労
働
者
の
障
害
の
特
性

に
配
慮
し
た
職
務
の
円
滑
な
遂
行
に
必
要
な
施
設
の
整
備
、
援
助
を
行
う
者
の

配
置
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
事
業
主

に
対
し
て
過
重
な
負
担
を
及
ぼ
す
こ
と
と
な
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
」

と
定
め
て
い
る
。
第
三
六
条
の
三
で
示
さ
れ
た
要
素
は
、
①
均
等
な
待
遇
の
確

保
又
は
能
力
の
有
効
な
発
揮
、
②
①
の
た
め
の
職
務
の
円
滑
な
遂
行
に
必
要
な

施
設
の
整
備
、
③
援
助
を
行
う
者
の
配
置
、
④
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
、
⑤
事

業
主
に
と
っ
て
「
過
重
な
負
担
」
と
な
る
場
合
は
合
理
的
配
慮
の
提
供
義
務
を

負
わ
な
い
、
で
あ
る
。

　

①
均
等
な
待
遇
の
確
保
又
は
能
力
の
有
効
な
発
揮
は
、
仕
事
を
遂
行
す
る
能

力
「
職
能
」
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
点
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
②
職
務

の
円
滑
な
遂
行
に
必
要
な
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
合
理
的
配
慮
提
供
指
針

の
別
表
で
障
害
種
別
ご
と
に
示
さ
れ
て
い
る
が
、例
え
ば
、車
イ
ス
用
の
ス
ロ
ー

プ
や
移
動
の
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
、
多
様
な
障
害
に
配
慮
し
た
ト
イ
レ
の
設
置
、

音
声
ソ
フ
ト
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
③
援
助
を
行
う
者
の
配
置
も
、
合
理
的

配
慮
提
供
指
針
の
別
表
で
障
害
種
別
ご
と
に
示
さ
れ
て
い
る
が
、
例
え
ば
、
手

話
通
訳
や
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
の
配
置
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
④
そ
の
他
の
必
要
な
措

置
に
つ
い
て
は
、
短
時
間
勤
務
の
導
入
や
休
憩
時
間
や
出
勤
時
間
の
配
慮
、
通

院
の
た
め
に
必
要
な
配
慮
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

で
は
第
三
六
条
の
二
、
第
三
六
条
の
三
の
「
過
重
な
負
担
」
は
、
ど
の
よ
う

に
考
え
れ
ば
よ
い
か
。
合
理
的
配
慮
指
針
「
第
五　

過
重
な
負
担
」
の
一
は
、

過
重
な
負
担
の
考
慮
要
素
と
し
て
、
①
事
業
活
動
へ
の
影
響
の
程
度
、
②
実
現

困
難
度
、
③
費
用
・
負
担
の
程
度
、
④
企
業
の
規
模
、
⑤
企
業
の
財
務
状
況
、

⑥
公
的
支
援
の
有
無
を
提
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、「
第
五　

過
重
な
負
担
」
の
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二
は
「
過
重
な
負
担
」
と
判
断
し
た
場
合
の
考
え
方
と
し
て
、
理
由
を
説
明
す

る
こ
と
と
、
話
し
合
い
の
下
で
そ
の
意
向
を
十
分
に
尊
重
し
て
、
過
重
な
負
担

と
な
ら
な
い
範
囲
で
配
慮
を
提
供
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

　

一
三
年
の
障
害
者
雇
用
促
進
法
で
法
定
化
さ
れ
た
「
合
理
的
配
慮
」
の
概
念

は
、
こ
れ
ま
で
の
雇
用
政
策
に
な
い
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
が
、
前
述
し
た
よ
う

に
一
つ
一
つ
の
要
素
を
見
る
と
障
害
者
を
こ
れ
ま
で
雇
用
し
た
経
験
が
あ
る
企

業
で
は
す
で
に
こ
れ
ら
配
慮
を
行
っ
て
い
る
と
の
指
摘
も
あ
っ
た
。
実
際
に
、

法
改
正
以
前
に
お
い
て
も
障
害
者
を
雇
用
す
る
企
業
に
お
い
て
は
、
安
定
継
続

的
な
雇
用
の
た
め
の
配
慮
が
行
わ
れ
て
き
た
こ
と
を
示
す
調
査
結
果
も
あ
る
。

一
三
年
の
「
障
害
者
雇
用
実
態
調
査
」
に
よ
れ
ば
、
雇
用
し
て
い
る
障
害
者
に

対
し
雇
用
上
の
配
慮
を
行
っ
て
い
る
事
業
主
は
、
身
体
障
害
者
七
三
・
八
％
、

知
的
障
害
者
六
八
・
四
％
、
精
神
障
害
者
六
六
・
〇
％
と
な
っ
て
お
り
、
七
割

程
度
の
事
業
主
が
配
慮
を
行
っ
て
い
る
実
態
が
示
さ
れ
て
い
る
。
最
も
多
く
な

さ
れ
て
い
る
配
慮
を
障
害
種
別
ご
と
に
み
る
と
、身
体
障
害
者
は
、「
配
置
転
換

等
人
事
管
理
面
に
つ
い
て
の
配
慮
」が
四
七
・
九
％
と
最
も
多
く
な
っ
て
い
る
。

知
的
障
害
者
は
「
工
程
の
単
純
化
等
職
務
内
容
の
配
慮
」
が
六
〇
・
七
％
と
最

も
多
く
、
精
神
障
害
者
で
は
「
通
院
・
服
薬
管
理
等
雇
用
管
理
上
の
配
慮
」
が

四
八
・
〇
％
と
最
も
多
く
な
っ
て
い
る
。

　

筆
者
（
眞
保
）
の
こ
れ
ま
で
の
調
査
に
お
い
て
も
、
身
体
障
害
で
は
営
業
部

門
で
担
当
顧
客
を
も
っ
て
セ
ー
ル
ス
と
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
を
し
て
い
た
社
員

に
人
工
透
析
が
必
要
と
な
る
等
の
場
合
に
、
通
院
時
間
を
確
保
す
る
た
め
に
内

勤
の
営
業
企
画
担
当
に
異
動
し
た
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
。
知
的
障
害
で
は
、
例
え

ば
、ラ
ッ
ピ
ン
グ
の
た
め
の
袋
に
リ
ボ
ン
シ
ー
ル
を
貼
付
す
る
仕
事
の
た
め
に
、

「
型
紙
」を
作
成
し
て
誰
も
が
同
じ
場
所
に
同
じ
形
状
で
貼
れ
る
よ
う
に
工
程
を

単
純
化
す
る
等
の
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
対
応
は
、
ジ
ョ
ブ
コ
ー

チ
や
社
内
で
の
同
僚
の
フ
ォ
ロ
ー
で
な
さ
れ
て
い
た
。ま
た
、精
神
障
害
で
は
、

短
時
間
勤
務
制
度
を
導
入
す
る
、
通
院
休
暇
制
度
を
新
設
す
る
等
の
配
慮
を
多

く
の
企
業
で
行
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
工
夫
や
配
慮
は
合
理
的
配
慮
で
あ
る
と

考
え
る
。

　

一
方
で
、
障
害
の
あ
る
労
働
者
、
社
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
す
な

わ
ち
障
害
の
あ
る
労
働
者
、
社
員
の
意
向
の
聴
取
が
十
分
に
な
さ
れ
て
き
た
だ

ろ
う
か
。
支
援
者
の
視
点
で
検
討
さ
れ
た
内
容
が
雇
用
管
理
施
策
と
し
て
実
施

さ
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
企
業
に
お
い
て
労

働
者
、社
員
と
の
個
別
の
対
話
を
通
じ
て
の
働
き
方
に
関
わ
る
個
別
の
調
整
は
、

障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
の
雇
用
管
理
に
お
い
て
必
ず
し
も
主

流
を
な
し
て
こ
な
か
っ
た
。
採
用
方
法
を
だ
け
を
み
て
も
、
新
規
学
卒
一
括
採

用
の
も
と
で
、
卒
年
や
学
歴
で
集
団
管
理
が
重
き
を
な
し
て
き
た
。

　

改
正
さ
れ
た
第
三
六
条
の
四
に
お
い
て
「
事
業
主
は
、
前
二
条
に
規
定
す
る

措
置
を
講
ず
る
に
当
た
つ
て
は
、
障
害
者
の
意
向
を
十
分
に
尊
重
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」、第
三
六
条
の
四
の
二
で
「
事
業
主
は
、前
条
に
規
定
す
る
措
置
に

関
し
、
そ
の
雇
用
す
る
障
害
者
で
あ
る
労
働
者
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、
適
切
に

対
応
す
る
た
め
に
必
要
な
体
制
の
整
備
そ
の
他
の
雇
用
管
理
上
必
要
な
措
置
を

講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
定
め
て
い
る
。
ま
た
合
理
的
配
慮
指
針
「
第
三

　

合
理
的
配
慮
の
手
続
き
」
に
お
い
て
は
、
事
業
主
は
障
害
の
あ
る
労
働
者
、

社
員
と
の
建
設
的
な
対
話
を
求
め
て
い
る
。

　

現
在
、
企
業
で
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に
関
わ
る
諸
制
度
が
普
及
す

る
に
つ
れ
、
少
な
か
ら
ぬ
組
織
に
お
い
て
、
個
別
に
必
要
な
調
整
が
行
わ
れ
て

き
て
い
る
。
企
業
、
組
織
と
し
て
育
児
休
業
制
度
を
取
得
で
き
る
原
則
の
期
間

を
定
め
て
い
る
が
、
申
請
に
よ
り
期
間
の
延
長
を
認
め
る
、
子
ど
も
の
急
な
発

病
に
際
し
て
の
有
給
休
暇
制
度
を
設
け
、
当
日
急
な
仕
事
の
変
更
を
と
も
な
う
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休
暇
を
認
め
る
組
織
も
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
、
企
業
、
組
織
内
で
制
度
化
さ
れ
て

い
て
も
制
度
を
使
用
す
る
場
合
は
、
職
場
の
上
司
や
同
僚
と
の
個
別
の
調
整
が

必
要
と
な
る
。
家
庭
責
任
を
考
慮
し
な
く
て
よ
い
男
性
の
正
規
従
業
員
を
中
心

に
制
度
が
構
築
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
社
員
の
個
別
の
事

情
を
考
慮
す
る
こ
と
へ
の
理
解
は
進
ん
で
き
て
お
り
、
企
業
の
そ
う
し
た
経
験

は
、
障
害
者
雇
用
に
お
い
て
も
生
か
さ
れ
て
い
る
。

⑶　

紛
争
解
決
の
仕
組
み

　

障
害
者
で
な
い
者
と
の
均
等
な
待
遇
の
確
保
、
障
害
者
で
あ
る
労
働
者
の
有

す
る
能
力
の
有
効
な
発
揮
の
た
め
の
合
理
的
配
慮
の
提
供
に
関
す
る
苦
情
の
申

出
な
ど
紛
争
の
解
決
は
、
第
七
四
条
の
四
が
定
め
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

「
事
業
主
は
、第
三
五
条
及
び
第
三
六
条
の
三
に
定
め
る
事
項
に
関
し
、障
害
者

で
あ
る
労
働
者
か
ら
苦
情
の
申
出
を
受
け
た
と
き
は
、
苦
情
処
理
機
関
（
事
業

主
を
代
表
す
る
者
及
び
当
該
事
業
所
の
労
働
者
を
代
表
す
る
者
を
構
成
員
と
す

る
当
該
事
業
所
の
労
働
者
の
苦
情
を
処
理
す
る
た
め
の
機
関
を
い
う
。）に
対
し

当
該
苦
情
の
処
理
を
委
ね
る
等
そ
の
自
主
的
な
解
決
を
図
る
よ
う
に
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
、
自
主
的
な
解
決
が
努
力
義
務
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
し
て
差
別
禁
止
、
合
理
的
配
慮
提
供
に
関
わ
る
障
害
者
で
あ
る
労
働
者
と

事
業
主
と
の
間
の
紛
争
に
つ
い
て
は
、
個
別
労
働
関
係
紛
争
の
解
決
の
促
進
に

関
す
る
法
律
（
個
別
労
働
紛
争
解
決
促
進
法
）
の
第
四
条
、
第
五
条
、
第
一
二

条
か
ら
第
一
九
条
ま
で
の
規
定
は
適
用
せ
ず
に
、
一
三
年
改
正
法
で
整
備
さ
れ

た
都
道
府
県
労
働
局
長
に
よ
る
紛
争
解
決
援
助
（
第
七
四
条
の
六
）、紛
争
調
整

委
員
会
に
よ
る
調
整
（
第
七
四
条
の
七
、
第
七
四
条
の
八
）
が
行
わ
れ
る
こ
と

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
障
害
者
で
あ
る
労
働
者
と
事
業
主
と
の
間
の

紛
争
は
個
別
労
働
紛
争
解
決
促
進
法
の
特
例
と
さ
れ
て
い
る
。

　

紛
争
解
決
の
仕
組
み
が
改
正
法
に
よ
り
示
さ
れ
て
い
る
が
、
紛
争
の
発
生
自

体
を
予
防
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
り
、そ
の
た
め
に
第
三
六
条
の
四
の
二
で
は
、

相
談
体
制
の
整
備
と
有
効
に
機
能
す
る
た
め
の
周
知
や
研
修
、
雇
用
し
て
い
る

障
害
の
あ
る
労
働
者
、
社
員
の
状
況
に
合
致
し
た
雇
用
管
理
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。⑷　

精
神
障
害
者
の
雇
用
の
義
務
化

　

精
神
障
害
者
の
雇
用
の
義
務
化
に
つ
い
て
は
、
九
七
年
の
知
的
障
害
者
の
雇

用
の
義
務
化
以
降
長
ら
く
議
論
が
な
さ
れ
、
と
く
に
二
〇
〇
〇
年
代
初
頭
か
ら

具
体
的
な
進
展
を
見
た
。
〇
二
年
一
月
の
労
働
政
策
審
議
会
障
害
者
雇
用
分
科

会
の
「
今
後
の
障
害
者
雇
用
施
策
の
充
実
強
化
に
つ
い
て
（
意
見
書
）」
に
お
い

て
、
精
神
障
害
者
の
雇
用
義
務
に
つ
い
て
「
今
後
雇
用
義
務
制
度
の
対
象
と
す

る
方
向
で
取
り
組
む
こ
と
が
適
当
と
考
え
ら
れ
る
」
と
さ
れ
、
障
害
特
性
の
把

握
と
と
も
に
雇
用
現
場
に
お
け
る
実
態
の
把
握
、
当
事
者
、
関
係
者
の
十
分
な

理
解
醸
成
、
関
係
機
関
が
連
携
し
て
、
課
題
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
整
理
さ
れ
た
。

　

〇
四
年
の
第
一
六
回
労
働
政
策
審
議
会
障
害
者
雇
用
分
科
会
で
公
表
さ
れ
た

労
働
政
策
審
議
会
障
害
者
雇
用
分
科
会
意
見
書（
案
）「
今
後
の
障
害
者
雇
用
施

策
の
充
実
強
化
に
つ
い
て
―
就
業
機
会
の
拡
大
に
よ
る
職
業
的
自
立
を
目
指
し

て
―
」
に
お
い
て
、
精
神
障
害
者
に
対
す
る
雇
用
対
策
の
強
化
に
つ
い
て
「
精

神
障
害
者
の
雇
用
に
つ
い
て
、
従
来
か
ら
の
各
般
の
施
策
に
加
え
、
さ
ら
に
雇

用
率
制
度
の
適
用
を
行
う
と
と
も
に
、
雇
用
支
援
策
の
充
実
を
図
る
必
要
が
あ

る
」
と
さ
れ
、
障
害
者
雇
用
率
制
度
の
適
用
に
つ
い
て
「
雇
用
義
務
制
度
は
、

障
害
ゆ
え
に
職
業
生
活
上
の
制
約
を
有
す
る
障
害
者
の
雇
用
は
企
業
の
社
会
的

責
任
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
か
ら
成
り
立
っ
て
お
り
、
精
神
障
害
者
に
つ
い
て
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も
障
害
者
雇
用
促
進
法
上
に
定
義
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
将
来
的
に
は
こ
れ
を

雇
用
義
務
制
度
の
対
象
と
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
」
と
明
記
さ
れ
た
。

　

雇
用
の
義
務
化
に
つ
い
て
は
右
記
の
と
お
り
将
来
的
な
検
討
と
い
う
こ
と
で

は
あ
っ
た
が
、
〇
五
年
の
第
一
七
回
労
働
政
策
審
議
会
障
害
者
雇
用
分
科
会
に

お
い
て
「
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案
要
綱
」
が
示
さ
れ
、
企
業
が
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
所
持
し
て
い
る

精
神
障
害
者
を
雇
用
し
た
場
合
、
自
社
の
実
雇
用
率
に
算
定
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
そ
し
て
第
一
六
二
回
通
常
国
会
に
お
い
て
可
決
成

立
し
た
障
害
者
雇
用
促
進
法
〇
五
年
改
正
法
に
よ
り
、
〇
六
年
四
月
一
日
か
ら

企
業
が
実
雇
用
率
を
算
定
す
る
際
に
精
神
障
害
者
（
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
所
持
者
）
を
算
入
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

〇
八
年
の
第
一
七
〇
回
国
会
閣
法
第
六
九
号
「
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に

関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」
に
対
す
る
附
帯
決
議
（
衆
議
院
）

で
は
、「
精
神
障
害
者
を
雇
用
義
務
の
対
象
に
加
え
る
こ
と
に
つ
い
て
、可
能
な

限
り
早
期
に
検
討
を
行
う
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
際
、
障
害
者
手
帳
の
な
い
発
達

障
害
者
や
難
病
等
の
あ
る
者
の
取
扱
い
に
つ
い
て
も
検
討
を
行
う
こ
と
」
と
さ

れ
た
。

　

障
害
者
権
利
条
約
の
前
文
で
は
⒥
「
全
て
の
障
害
者
（
よ
り
多
く
の
支
援
を

必
要
と
す
る
障
害
者
を
含
む
。）
の
人
権
を
促
進
し
、及
び
保
護
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
こ
と
を
認
め
」、⒦
「
こ
れ
ら
の
種
々
の
文
書
及
び
約
束
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
障
害
者
が
、
世
界
の
全
て
の
地
域
に
お
い
て
、
社
会
の
平
等
な
構
成
員

と
し
て
の
参
加
を
妨
げ
る
障
壁
及
び
人
権
侵
害
に
依
然
と
し
て
直
面
し
て
い
る

こ
と
を
憂
慮
」
し
て
い
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
国
内
で
は
、
障
害
者
権
利
条
約

批
准
を
見
据
え
、
症
状
が
安
定
し
、
就
労
が
可
能
な
状
態
に
あ
る
精
神
障
害
者

の
憲
法
で
規
定
さ
れ
て
い
る
勤
労
権
を
雇
用
の
場
に
お
い
て
促
進
し
て
い
く
こ

と
に
対
す
る
機
運
が
高
ま
っ
て
い
た
。
内
閣
府
に
設
置
さ
れ
た
「
障
が
い
者
制

度
改
革
推
進
会
議
」
の
「
障
害
者
制
度
改
革
の
推
進
の
た
め
の
基
本
的
な
方
向

（
第
一
次
意
見
）」
を
受
け
て
、
一
〇
年
六
月
二
二
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
障

害
者
制
度
改
革
の
推
進
の
た
め
の
基
本
的
な
方
向
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
、「
精

神
障
害
者
の
雇
用
義
務
化
を
図
る
こ
と
を
含
め
、
積
極
的
差
別
是
正
措
置
と
し

て
よ
り
実
効
性
の
あ
る
具
体
的
方
策
を
検
討
し
、
平
成
二
四
年
度
内
を
目
途
に

そ
の
結
論
を
得
る
」
と
さ
れ
、
精
神
障
害
者
の
雇
用
の
義
務
化
に
関
す
る
議
論

に
期
限
が
示
さ
れ
た
。

　

厚
生
労
働
省
に
お
い
て
「
障
害
者
雇
用
促
進
制
度
に
お
け
る
障
害
者
の
範
囲

等
の
在
り
方
に
関
す
る
研
究
会
」
が
設
置
さ
れ
、
一
二
年
八
月
に
「
障
害
者
雇

用
促
進
制
度
に
お
け
る
障
害
者
の
範
囲
等
の
在
り
方
に
関
す
る
研
究
会
報
告

書
」
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
。
報
告
書
は
、「
精
神
障
害
者
に
対
す
る
企
業
の
理

解
の
進
展
や
雇
用
促
進
の
た
め
の
助
成
金
や
就
労
支
援
機
関
に
お
け
る
支
援
体

制
の
強
化
等
の
支
援
策
の
充
実
な
ど
、精
神
障
害
者
の
雇
用
環
境
は
改
善
さ
れ
、

義
務
化
に
向
け
た
条
件
整
備
は
着
実
に
進
展
し
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、精
神
障
害
者
を
雇
用
義
務
の
対
象
と
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
」と
し
た
。

　

報
告
書
を
受
け
て
一
三
年
二
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
第
五
六
回
、
五
七
回
、

五
八
回
の
労
働
政
策
審
議
会
障
害
者
雇
用
分
科
会
に
お
い
て
熱
の
入
っ
た
議
論

が
行
わ
れ
た
。
二
〇
〇
〇
年
初
頭
か
ら
一
〇
年
来
の
議
論
の
蓄
積
と
、
〇
六
年

四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
精
神
障
害
者
（
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
所
持

者
）
を
雇
用
し
た
場
合
に
は
企
業
は
自
社
の
雇
用
率
の
算
定
時
に
算
入
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
雇
用
の
実
績
状
況
と
支
援
体
制
の
一
定
の
整
備
の

状
況
、
障
害
者
権
利
条
約
批
准
を
見
据
え
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
る
こ
と
な
ど
か

ら
精
神
障
害
者
の
雇
用
の
義
務
化
に
つ
い
て
関
係
者
間
の
理
解
は
深
ま
っ
て
き

て
い
た
。
一
方
で
使
用
者
側
委
員
か
ら
は
義
務
化
に
舵
を
切
る
論
拠
と
さ
れ
た
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「
雇
用
で
き
る
一
定
の
環
境
が
整
っ
て
い
る
」状
況
認
識
の
根
拠
に
つ
い
て
意
見

が
表
明
さ
れ
、
義
務
化
に
つ
い
て
一
貫
し
た
強
い
懸
念
が
示
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
第
五
九
回
労
働
政
策
審
議
会
障
害
者
雇
用
分
科
会
が
取
り
ま
と
め

た
意
見
書
「
今
後
の
障
害
者
雇
用
施
策
の
充
実
強
化
に
つ
い
て
」
は
、「
十
分
な

準
備
期
間
を
設
け
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
う
え
で
、
企
業
に
対
す
る
大
幅
な
支

援
策
の
充
実
を
進
め
つ
つ
、
実
施
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。
意

見
書
を
反
映
し
た
「
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
案
要
綱
」
に
お
い
て
、「
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
五
年

を
経
過
す
る
ま
で
」
と
義
務
化
ま
で
の
期
間
が
示
さ
れ
た
。
こ
の
法
案
は
第
一

八
三
回
通
常
国
会
に
提
出
さ
れ
、
一
三
年
六
月
に
衆
議
院
本
会
議
で
可
決
・
成

立
し
た
。
精
神
障
害
者
の
雇
用
の
状
況
に
関
わ
る
デ
ー
タ
は
、
障
害
者
法
定
雇

用
率
の
算
定
式
に
加
え
ら
れ
（
算
定
基
礎
に
加
え
る
）
こ
と
と
な
り
、
一
八
年

四
月
一
日
か
ら
精
神
障
害
者
の
雇
用
の
義
務
化
が
な
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
急
激

な
法
定
雇
用
率
の
上
昇
を
緩
和
す
る
た
め
に
二
三
年
ま
で
は
精
神
障
害
者
を
算

定
基
礎
と
し
な
い
計
算
式
と
算
定
基
礎
と
し
た
計
算
式
で
算
出
し
た
率
の
間

で
、
政
令
で
定
め
る
率
と
で
き
る
激
変
緩
和
が
な
さ
れ
て
い
る
。

第
二
章　

障
害
者
雇
用
の
動
向

１　

障
害
者
雇
用
の
推
移

　

障
害
者
雇
用
促
進
法
（
第
四
三
条
第
七
項
）
に
も
と
づ
き
毎
年
六
月
一
日
現

在
の
状
況
を
障
害
者
雇
用
状
況
報
告
書
（
本
社
所
在
地
管
轄
の
公
共
職
業
安
定

所
を
経
由
し
て
厚
生
労
働
大
臣
に
報
告
す
る
通
称「
ロ
ク
イ
チ
調
査
」）の
集
計

結
果
と
、
公
共
職
業
安
定
所
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）
の
職
業
紹
介
状
況
か
ら
近
年

の
障
害
者
雇
用
の
状
況
に
つ
い
て
概
観
す
る
。
二
三
年
六
月
一
日
現
在
の
民
間

企
業
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
障
害
者
の
数
は
六
四
万
二
一
七
八
・
〇
人
で
、
前
年

よ
り
二
万
八
二
二
〇
・
〇
人
増
加
し
（
前
年
比
四
・
六
％
増
）、二
〇
年
連
続
で

過
去
最
高
で
あ
っ
た
。ま
た
雇
用
者
の
う
ち
、身
体
障
害
者
は
三
六
万
一
五
七
・

五
人
（
対
前
年
比
〇
・
七
％
増
）、
知
的
障
害
者
は
一
五
万
一
七
二
二
・
五
人

（
同
三
・
六
％
増
）、
精
神
障
害
者
は
一
三
万
二
九
八
・
〇
人
（
同
一
八
・
七
％

増
）
と
な
っ
た
。
身
体
障
害
者
、
知
的
障
害
者
、
精
神
障
害
者
す
べ
て
で
前
年

よ
り
増
加
し
て
お
り
、
と
く
に
精
神
障
害
者
は
二
〇
％
に
近
づ
く
増
加
率
で
あ

る
。

　

二
三
年
の
実
雇
用
率
は
、
一
二
年
連
続
で
過
去
最
高
の
二
・
三
三
％
（
前
年

は
二
・
二
五
％
）で
あ
っ
た
。
初
め
て
実
雇
用
率
が
法
定
雇
用
率（
二
・
三
％
）

を
超
え
た
こ
と
に
な
る
。ま
た
、法
定
雇
用
率
達
成
企
業
の
割
合
は
五
〇
・
一
％

（
同
四
八
・
三
％
）
と
五
割
を
超
え
た
（
巻
頭
色
刷
り
第
1
図
「
雇
用
者
数
と
実

雇
用
率
の
推
移
」
を
参
照
）。

　

法
定
雇
用
率
達
成
企
業
の
割
合
は
、
一
七
年
に
は
五
〇
・
〇
％
と
初
め
て
半

数
を
超
え
た
も
の
の
、
翌
一
八
年
か
ら
法
定
雇
用
率
が
〇
・
二
ポ
イ
ン
ト
引
き

上
が
り
二
・
二
％
と
な
り
、
二
一
年
三
月
一
日
か
ら
は
二
・
三
％
に
引
き
上
げ

が
行
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
一
八
年
か
ら
二
二
年
ま
で
再
び
五
割
を
割
っ
て
い

た
。
今
後
二
六
年
に
向
け
て
障
害
者
法
定
雇
用
率
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
企
業
が
計
画
的
に
採
用
活
動
を
進
め
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
結
果

で
あ
っ
た
。

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
お
け
る
職
業
紹
介
状
況
を
確
認
し
よ
う
（
巻
頭
色
刷
り
第

2
図
「
職
業
紹
介
状
況
」
を
参
照
）。
毎
年
五
〜
六
月
に
、障
害
者
の
職
業
紹
介
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状
況
等
と
し
て
、
前
年
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
の
職
業
紹
介
状
況
が
厚
生

労
働
省
か
ら
公
表
さ
れ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
か
ら
二

〇
年
度
の
障
害
者
の
新
規
求
職
申
込
件
数
は
二
一
万
一
九
二
三
件
で
、
対
前
年

度
比
五
・
一
％
減
と
な
り
、九
九
年
度
以
来
、二
一
年
ぶ
り
の
減
少
と
な
っ
た
。

ま
た
、就
職
件
数
は
八
万
九
八
四
〇
件
で
、一
九
年
度
と
比
べ
る
と
一
二
・
九
％

減
少
し
、〇
八
年
度
以
来
一
二
年
ぶ
り
の
減
少
と
な
っ
た
。「
製
造
業
」、「
宿
泊

業
・
食
サ
ー
ビ
ス
業
」、「
卸
売
業
・
小
売
業
」
な
ど
の
障
害
の
あ
る
人
が
応
募

し
や
す
い
業
種
の
求
人
数
が
減
少
し
た
こ
と
、
緊
急
事
態
宣
言
期
間
中
な
ど
に

求
職
者
の
就
職
活
動
が
抑
制
さ
れ
た
こ
と
が
就
職
件
数
の
減
少
に
つ
な
が
っ
た

と
厚
生
労
働
省
は
指
摘
し
て
い
る
。
巻
頭
色
刷
り
第
2
図「
職
業
紹
状
況
」は
、

障
害
者
新
規
求
職
者
申
込
件
数
と
就
職
件
数
の
推
移
を
表
し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
巻
頭
色
刷
り
第
3
図
は
、
精
神
障
害
者
新
規
求
職
者
申
込
件
数
と
就
職

件
数
の
推
移
を
表
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

巻
頭
色
刷
り
第
2
図
に
よ
る
と
、
二
二
年
度
の
障
害
者
の
新
規
求
職
申
込
件

数
は
二
三
万
三
四
二
九
件
で
、
対
前
年
度
比
四
・
二
％
増
、
就
職
件
数
は
一
〇

万
二
五
三
七
件
対
前
年
度
比
六
・
六
％
増
と
な
っ
た
。
コ
ロ
ナ
災
禍
以
前
の
一

九
年
度
と
の
比
較
で
は
、
新
規
求
職
申
込
件
数
は
、
一
九
年
度
の
二
二
万
三
二

二
三
件
を
上
回
っ
て
い
る
。
一
九
年
度
の
就
職
件
数
が
一
〇
万
三
一
六
三
件
で

あ
っ
た
の
で
、
二
二
年
度
は
六
〇
〇
人
程
度
下
回
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
巻

頭
色
刷
り
第
3
図
で
み
る
よ
う
に
、
精
神
障
害
者
に
つ
い
て
コ
ロ
ナ
災
禍
の
二

〇
年
、
二
一
年
度
は
就
職
件
数
が
一
九
年
度
を
下
回
っ
た
が
、
二
二
年
度
に
は

一
九
年
度
を
上
回
る
就
職
件
数
（
前
年
度
比
八
一
八
九
件
増
）
と
な
っ
た
。
巻

頭
色
刷
り
第
4
図
「
障
害
種
別
就
職
件
数
比
較
」
は
、
障
害
種
別
の
就
職
件
数

と
そ
の
割
合
の
一
二
年
度
と
二
二
年
度
の
比
較
で
あ
る
。
一
〇
年
前
（
一
二
年

度
）
と
比
べ
て
精
神
障
害
者
と
そ
の
他
に
分
類
さ
れ
て
い
る
発
達
障
害
者
、
高

次
脳
機
能
障
害
、
難
病
の
就
職
者
が
増
大
し
て
い
る
。

２　

障
害
者
雇
用
の
課
題

　

本
節
で
は
障
害
者
雇
用
が
量
的
拡
大
を
遂
げ
る
な
か
で
生
じ
て
い
る
障
害
者

雇
用
の
課
題
に
つ
い
て
、
三
つ
の
視
点
か
ら
検
討
を
行
う
。

⑴　

障
害
者
雇
用
進
展
の
規
模
間
格
差
に
つ
い
て

　

企
業
規
模
に
よ
る
格
差
は
課
題
で
あ
る
。
前
述
し
た
通
称「
ロ
ク
イ
チ
調
査
」

の
集
計
結
果
で
実
雇
用
率
を
企
業
規
模
別
に
み
る
と
、
四
三
・
五
〜
一
〇
〇
人

未
満
で
一
・
九
五
％
（
前
年
は
一
・
八
四
％
）、
一
〇
〇
〜
三
〇
〇
人
未
満
で

二
・
一
五
％
（
同
二
・
〇
八
％
）、
三
〇
〇
〜
五
〇
〇
人
未
満
で
二
・
一
八
％

（
同
二
・
一
一
％
）、
五
〇
〇
〜
一
〇
〇
〇
人
未
満
で
二
・
三
六
％
（
同
二
・
二

六
％
）、一
〇
〇
〇
人
以
上
で
二
・
五
五
％
（
同
二
・
四
八
％
）
で
あ
っ
た
。
そ

れ
ぞ
れ
前
年
に
比
べ
て
上
昇
し
た
が
、
と
く
に
五
〇
〇
〜
一
〇
〇
〇
人
未
満
お

よ
び
一
〇
〇
〇
人
以
上
の
規
模
の
企
業
が
民
間
企
業
全
体
の
実
雇
用
率
二
・
三

三
％
を
上
回
っ
て
お
り
、
障
害
者
法
定
雇
用
率
も
達
成
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
法
定
雇
用
率
達
成
企
業
の
割
合
は
四
三
・
五
〜
一
〇
〇
人
未
満
が
四

七
・
二
％
（
前
年
は
四
五
・
八
％
）、一
〇
〇
〜
三
〇
〇
人
未
満
が
五
三
・
三
％

（
同
五
一
・
七
％
）、
三
〇
〇
〜
五
〇
〇
人
未
満
が
四
六
・
九
％
（
同
四
三
・

九
％
）、
五
〇
〇
〜
一
〇
〇
〇
人
未
満
が
五
二
・
四
％
（
同
四
七
・
二
％
）、
一

〇
〇
〇
人
以
上
が
六
七
・
五
％
（
同
六
二
・
一
％
）
で
あ
り
、
半
数
以
上
の
企

業
が
達
成
し
て
い
な
い
の
は
、
四
三
・
五
〜
一
〇
〇
人
未
満
の
企
業
と
三
〇
〇

〜
五
〇
〇
人
未
満
の
企
業
で
あ
っ
た
（
第
3
表
参
照
）。

　

雇
用
者
数
は
前
述
の
と
お
り
二
〇
年
連
続
で
過
去
最
高
を
更
新
し
て
お
り
、
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第 3表　障害者雇用状況の規模間格差
〈障害者雇用状況：2023年 6月 1日現在〉　　障害者法定雇用率：2.3％

企業規模 1,000人以上 500～1000人
未満

300～500人
未満

100～300人
未満

43.5～100人
未満

企業数 3,497 4,825 7,025 36,926 55,929

当該規模企業数／
全体企業数
（108,202社）％

3.2% 4.5% 6.5% 34.3% 51.9%

法定雇用障害者数
の算定の基礎とな
る労働者数

12,634,420.0 3,110,460.0 2,481,809.5 5,685,618.5 3,611,353.0

実雇用率 2.55% 2.36% 2.18% 2.15% 1.95%

法定雇用率達成企
業の数 2,361 2,527 3,295 19,684 26,372

法定雇用率達成企
業の割合 67.5% 52.4% 46.9% 53.3% 47.2%

〈障害者雇用状況：2015年 6月 1日現在〉　　障害者法定雇用率：2.0％

企業規模 1,000人以上 500～1000人
未満

300～500人
未満

100～300人
未満

43.5～100人
未満

企業数　：社 3,163 4,495 6,556 34,155 39,566

当該規模企業数／
全体企業数
（87,935社）：％

3.6% 5.1% 7.5% 38.8% 45.0%

法定雇用障害者の
算定の基礎となる
労働者数　：人

10,867,508.5 2,898,895.0 2,321,444.0 5,273,257.0 2,761,818.5 

実雇用率　：％ 2.09% 1.89% 1.79% 1.68% 1.49%

法定雇用率達成企
業の数　：社 1,741 2,007 2,886 17,154 17,697

法定雇用率達成企
業の割合　：％ 55.0% 44.6% 44.0% 50.2% 44.7%

〔出所〕　 厚生労働省（2015）（2022）「障害者雇用状況の集計結果」をもとに作成
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そ
の
視
点
か
ら
は
障
害
者
雇
用
は
進
展
し
て
い
る
と
言
え
る
。
第
3
表
は
企
業

規
模
ご
と
に
障
害
者
雇
用
の
状
況
を
示
し
て
い
る
。
上
段
の
表
は
二
三
年
の
厚

生
労
働
省
の
障
害
者
雇
用
の
状
況
か
ら
ま
と
め
た
も
の
、
下
段
の
表
は
一
五
年

の
も
の
で
、
当
時
は
障
害
者
法
定
雇
用
率
が
二
・
〇
％
で
あ
っ
た
。
二
三
年
の

デ
ー
タ
で
障
害
者
法
定
雇
用
率
を
上
回
る
実
雇
用
率
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
一

〇
〇
〇
人
以
上
規
模
と
五
〇
〇
〜
一
〇
〇
〇
人
未
満
規
模
と
な
っ
て
い
る
。
一

五
年
の
デ
ー
タ
で
は
、
一
〇
〇
〇
人
以
上
規
模
だ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
、
一
〇

〇
〇
人
以
上
規
模
の
企
業
は
企
業
全
体
の
わ
ず
か
三
％
程
度
で
あ
る
。

　

ま
た
、
法
定
雇
用
率
を
達
成
し
て
い
る
企
業
割
合
が
五
割
を
超
え
て
い
る
の

は
、
一
五
年
の
デ
ー
タ
で
は
、
一
〇
〇
〇
人
以
上
規
模
と
一
〇
〇
〜
三
〇
〇
人

未
満
規
模
の
企
業
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
二
三
年
の
デ
ー
タ
で
は
五
〇
〇
〜
一
〇

〇
〇
人
未
満
規
模
も
五
割
を
超
え
た
。
し
か
し
、
三
〇
〇
〜
五
〇
〇
人
未
満
規

模
、
四
三
・
五
〜
一
〇
〇
人
未
満
規
模
に
お
い
て
、
法
定
雇
用
率
を
達
成
し
て

い
る
企
業
は
五
割
に
満
た
な
い
状
況
で
、
障
害
者
雇
用
の
進
展
状
況
に
は
企
業

規
模
間
の
格
差
が
あ
る
。

　

第
一
章
第
1
節
⑵
で
ふ
れ
た
障
害
者
雇
用
納
付
金
制
度
の
目
的
は
、
障
害
者

の
雇
用
に
と
も
な
う
事
業
主
間
の
経
済
的
負
担
を
調
整
し
て
、
雇
用
を
促
進
す

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
現
行
の
運
用
で
は
、
納
付
金
か
ら
の
支
出
の
大
半
が

障
害
者
雇
用
の
数
を
評
価
す
る
調
整
金
や
報
奨
金
と
な
っ
て
お
り
、
雇
用
の
質

の
向
上
に
取
り
組
む
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
振
り
向
け
る
仕
組
み
や
、
障
害
の
あ

る
労
働
者
を
一
人
も
雇
用
し
た
経
験
が
な
い
、
い
わ
ゆ
る
「
ゼ
ロ
企
業
」
が
雇

用
に
取
り
組
む
際
の
支
援
は
必
ず
し
も
十
分
で
は
な
か
っ
た
。
前
述
の
と
お
り

障
害
者
雇
用
促
進
法
の
二
二
年
改
正
法
で
障
害
者
雇
用
調
整
金
及
び
報
奨
金

は
、
事
業
主
が
一
定
数
を
超
え
て
障
害
者
を
雇
用
す
る
場
合
、
そ
の
超
過
人
数

分
の
支
給
額
の
調
整
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
（
第
五
〇
条
）。

　

二
六
年
に
向
け
て
障
害
者
雇
用
率
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
と
も
な
い
、

法
定
雇
用
率
の
対
象
と
な
る
事
業
主
の
範
囲
が
拡
大
す
る
。
よ
り
従
業
員
数
の

少
な
い
企
業
が
障
害
者
雇
用
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
こ
う
し
た

企
業
や
「
ゼ
ロ
企
業
」
が
障
害
者
を
雇
入
れ
る
時
や
雇
用
の
継
続
に
関
す
る
相

談
支
援
を
行
う
た
め
の
助
成
金
が
新
設
さ
れ
た
。
こ
の
障
害
者
雇
用
相
談
援
助

事
業
は
、
障
害
者
雇
用
に
関
す
る
豊
富
な
経
験
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
有
し
た
事
業
者

が
都
道
府
県
労
働
局
長
の
認
定
を
受
け
て
、
初
め
て
障
害
者
雇
用
を
行
う
企
業

や
雇
用
の
継
続
の
た
め
に
伴
走
型
の
相
談
支
援
を
行
う
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

初
め
て
障
害
者
雇
用
に
挑
戦
す
る
企
業
に
と
っ
て
、
こ
う
し
た
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
は
有
効
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
最
初
の
一
人
の
雇
入
れ
に
対
す
る
企
業
の
不

安
に
寄
り
添
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
企
業
で
み
ず
か
ら
障
害
者
の
採
用
や

雇
用
管
理
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し
た
人
材
に
よ
る
伴
走
型
の
取
り
組
み
を
行
え

る
体
制
の
強
化
が
鍵
と
な
る
。

⑵　

課
題
と
な
る
精
神
障
害
者
の
職
場
定
着

　

第
二
章
第
1
節
で
述
べ
た
よ
う
に
精
神
障
害
者
の
雇
用
の
義
務
化
を
契
機
と

し
て
精
神
障
害
者
の
雇
用
は
拡
大
し
、
求
職
者
も
右
肩
上
が
り
で
増
加
し
て
お

り
、
マ
ッ
チ
ン
グ
も
増
え
て
い
る
一
方
で
課
題
も
表
出
し
て
い
る
。
厚
生
労
働

省
が
五
年
に
一
度
実
施
し
て
い
る
障
害
者
雇
用
実
態
調
査
で
は
、
障
害
種
別
ご

と
に
勤
続
年
数
を
調
査
し
て
お
り
、
第
4
表
は
各
年
調
査
の
結
果
と
ま
と
め
た

も
の
で
あ
る
。
精
神
障
害
の
あ
る
人
の
勤
続
年
数
が
、
身
体
障
害
の
あ
る
人
、

知
的
障
害
の
あ
る
人
と
比
べ
て
短
い
傾
向
を
確
認
で
き
る
。

　

厚
生
労
働
省
の
職
業
安
定
業
務
統
計
を
用
い
て
障
害
種
別
ご
と
に
離
職
率
を

算
出
し
た
福
井
ら
の
研
究
に
お
い
て
も
、
精
神
障
害
の
あ
る
人
の
離
職
率
が
高

い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
な
お
発
達
障
害
に
つ
い
て
は
、
集
計
が
始
ま
っ

（
9
）

（
10
）

（
11
）
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た
ば
か
り
で
あ
り
、
今
後
の
結
果
に
注
目
し
た
い
。
雇
用
に
つ
い
て
は
、
一
三

年
の
障
害
者
雇
用
促
進
法
の
改
正
を
契
機
と
し
て
精
神
障
害
の
あ
る
人
の
雇
用

は
広
が
り
、
障
害
の
あ
る
人
の
労
働
市
場
に
お
け
る
マ
ッ
チ
ン
グ
の
五
割
は
精

神
障
害
の
あ
る
人
で
あ
る
。
し
か
し
、
前
述
の
勤
続
年
数
の
デ
ー
タ
か
ら
、
巻

頭
色
刷
り
第
3
図
の
右
肩
上
が
り
の
新
規
求
職
者
申
込
件
数
は
短
期
離
職
に
よ

る
同
一
者
の
求
職
申
込
を
反
映
し
て
い
る
可
能
性
が
懸
念
さ
れ
る
。
職
場
に
お

け
る
個
人
の
希
望
と
適
性
に
合
致
し
た
仕
事
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
と
、
同
僚
・
上

司
と
の
人
間
関
係
を
含
め
た
職
場
環
境
の
調
整
や
安
定
し
て
働
く
た
め
の
雇
用

管
理
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

⑶　

新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
障
害
者
雇
用
と
表
出
し
た
課
題

　

C
O

V
ID

-19

に
よ
り
企
業
収
益
の
悪
化
や
景
気
の
先
行
き
不
透
明
感
が
高
ま

る
な
か
で
、二
〇
年
の
労
働
政
策
審
議
会
障
害
者
雇
用
分
科
会
で
は
、「
二
〇
二

一
（
令
和
三
）
年
四
月
一
日
よ
り
も
前
ま
で
に
」
と
さ
れ
た
障
害
者
法
定
雇
用

率
の
引
き
上
げ
時
期
に
つ
い
て
議
論
が
な
さ
れ
て
い
た
。
一
三
年
の
法
改
正
に

よ
り
精
神
障
害
者
の
雇
用
の
義
務
化
が
な
さ
れ
、
法
定
雇
用
率
が
相
次
い
で
引

き
上
げ
と
な
る
こ
と
か
ら
一
八
年
の
改
正
法
施
行
後
五
年
間
つ
ま
り
二
三
年
ま

で
は
激
変
緩
和
の
措
置
が
と
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
二
段

階
で
の
引
き
上
げ
が
決
ま
っ
て
い
た
。
二
〇
年
八
月
二
一
日
の
第
九
八
回
分
科

会
で
の
審
議
を
経
て
、
法
定
雇
用
率
の
〇
・
一
％
の
引
き
上
げ
時
期
は
、
当
初

の
予
定
（
二
一
年
一
月
一
日
）
は
後
ろ
倒
し
と
な
り
、
二
一
年
三
月
一
日
実
施

と
発
表
さ
れ
た
。

　

こ
の
法
定
雇
用
率
の
引
き
上
げ
時
期
の
議
論
の
な
か
で
、
現
在
の
障
害
者
雇

用
の
状
況
が
把
握
で
き
る
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
業
務
統
計
デ
ー
タ
が
第
九
七
回
分

科
会
（
二
〇
年
七
月
三
一
日
）
の
資
料
で
公
表
さ
れ
た
。
障
害
者
雇
用
促
進
法

第 4表　障害種別勤続年数
身体障害者（児） 知的障害者（児） 発達障害者 精神障害者

1998年 12年 0 ヶ月 6年10ヶ月 ― ―
2003年 10年 0 ヶ月 9年 3ヶ月 ― 3年 9ヶ月
2008年 9年 2ヶ月 9年 2ヶ月 ― 6年 4ヶ月
2013年 10年 0 ヶ月 7年 9ヶ月 ― 4年 3ヶ月
2018年 10年 2ヶ月 7年 5ヶ月 3年 4ヶ月 3年 2ヶ月
〔備考〕　 勤続年数：事業所に採用されてから調査時点（各年11月 1日　2018年は 6月 1日）までの

勤続年数をいう。
　　　　 ただし、採用後に身体障害者、精神障害者又は発達障害者であることが明らかとなった者

の勤続年数は、身体障害者手帳、精神障害者保健福祉手帳又は精神科医の診断書により企
業が把握した年月（ただし、身体障害者、精神障害者又は発達障害者であることを把握し
た年月が明らかでないときは、手帳等の交付日（診断日））を起点とした。

〔出所〕　障害者雇用実態調査結果報告書（平成10、15、20、25、30年度）をもとに作成



91

特集 2　障害者雇用の現状と課題

の
第
四
章
雑
則
の
八
一
条
に
も
と
づ
き
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
の
解
雇
の
届
出
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
障
害
者
の
解
雇
届
が
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
受
理
さ
れ
て
い

る
。
二
〇
年
二
月
か
ら
六
月
の
解
雇
者
数
は
一
一
〇
四
人
で
前
年
に
比
べ
て
一

六
・
〇
％
増
加
し
て
い
た
。
求
人
数
、
新
規
求
職
申
込
件
数
、
就
職
件
数
、
就

職
率
は
、
い
ず
れ
も
、
悪
化
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
一
般
労
働
者
と
比
較
す
る

と
、
障
害
者
の
就
職
件
数
や
就
職
率
の
減
少
程
度
は
、
小
幅
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
前
述
資
料
で
公
表
さ
れ
た
中
小
事
業
者
を
中
心
に
組
織
さ
れ
て
い
る
公

益
社
団
法
人
全
国
障
害
者
雇
用
事
業
所
協
会
（
以
下
全
障
協
）
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
（
回
答
数
一
〇
四
社
）
に
よ
れ
ば
、
障
害
者
の
雇
用
数
（
二
〇
年
六
月
頃

ま
で
）
に
関
す
る
回
答
は
、「
増
や
し
た
」
が
二
二
・
二
％
（
一
八
社
）、「
維
持

し
た
」
が
七
七
・
八
％
（
六
三
社
）、「
減
ら
し
た
」
が
〇
％
（
〇
社
）
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
今
後
の
見
通
し
に
関
す
る
回
答
は
、「
増
や
す
」
が
三
六
・
〇
％

（
三
一
社
）、「
維
持
す
る
」
が
六
四
・
〇
％
（
五
五
社
）、「
減
ら
す
」
が
〇
％

（
〇
社
）
で
あ
っ
た
。
多
く
の
中
小
企
業
に
お
い
て
障
害
者
は
、人
手
不
足
を
背

景
に
誰
も
が
「
戦
力
」
と
し
て
雇
用
さ
れ
て
お
り
、
上
記
全
障
協
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
結
果
は
、
そ
れ
を
裏
づ
け
て
い
る
。

　

首
都
圏
で
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
店
舗
を
展
開
し
て
い
る
、
あ
る
中
小
企
業
の

人
事
担
当
者
に
筆
者
が
聞
き
取
り
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
二
ヵ
月
に
及
ん
だ
店
舗

休
業
中
は
自
宅
待
機
と
し
、休
業
手
当
を
支
払
い
、雇
用
を
維
持
し
た
と
い
う
。

精
神
障
害
者
を
多
く
雇
用
す
る
そ
の
企
業
で
は
、
障
害
の
あ
る
社
員
が
店
舗
担

当
者
と
し
て
活
躍
し
て
お
り
、
休
業
手
当
は
賃
金
の
六
〇
％
と
し
た
。
障
害
者

雇
用
率
達
成
と
人
員
確
保
の
た
め
に
休
業
期
間
の
先
行
き
を
見
通
す
こ
と
が
で

き
、
比
較
的
短
期
間
で
済
む
の
で
あ
れ
ば
、
一
〇
〇
％
支
払
っ
て
も
よ
い
と
考

え
て
い
た
と
い
う
。
だ
が
ウ
イ
ル
ス
リ
ス
ク
特
有
の
先
行
き
の
不
透
明
さ
か
ら

六
〇
％
と
な
っ
た
。

　

前
述
し
た
よ
う
に
解
雇
の
届
出
義
務
の
あ
る
障
害
者
雇
用
で
は
、
解
雇
は
他

の
助
成
金
の
支
給
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
た
め
企
業
は
解
雇
に
は
慎
重
で
あ
っ

た
。
障
害
者
雇
用
促
進
法
の
目
的
で
あ
る
職
業
の
安
定
が
果
た
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
、
こ
のC

O
V

ID
-19

の
影
響
下
に
お
い
て
確
認
で
き
た
こ
と
に
な
る
。

　

C
O

V
ID

-19

に
よ
る
緊
急
事
態
宣
言
期
間
中
の
働
き
方
は
ど
の
よ
う
な
も
の

で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
筆
者
が
理
事
を
務
め
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
障
が
い
者
ダ

イ
バ
ー
シ
テ
ィ
研
究
会
の
会
員
企
業
を
対
象
と
し
た
二
〇
年
三
月
一
五
日
時
点

の
ア
ン
ケ
ー
ト
（
回
答
企
業
二
二
社
）
で
は
、
時
差
勤
務
を
含
む
出
社
し
て
仕

事
を
行
っ
て
い
る
企
業
が
一
六
社
あ
り
、「
テ
レ
ワ
ー
ク
／
交
代
勤
務
」、「
自
宅

待
機
／
交
代
勤
務
」
の
組
み
合
わ
せ
の
企
業
も
入
れ
る
と
多
く
の
企
業
で
仕
事

場
に
出
社
し
て
勤
務
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
同
年
五
月
三
一
日
時
点
で
の
ア
ン

ケ
ー
ト
（
回
答
企
業
二
七
社
）
で
は
、
テ
レ
ワ
ー
ク
を
含
む
在
宅
勤
務
が
一
五

社
と
状
況
が
逆
転
し
た
。

　

い
わ
ゆ
る
「
三
密
」
を
避
け
る
た
め
の
交
代
勤
務
は
広
く
行
わ
れ
、
企
業
の

事
業
内
容
と
雇
用
し
て
い
る
障
害
者
の
障
害
特
性
な
ど
に
応
じ
て
「
出
勤
／
自

宅
待
機
」
と
「
出
勤
／
在
宅
勤
務
」
の
二
つ
の
パ
タ
ー
ン
で
運
用
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
観
察
さ
れ
た
。
ま
た
、
視
覚
障
害
の
あ
る
人
が
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
企
業

内
で
ヘ
ル
ス
キ
ー
プ
事
業
に
携
わ
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
で
は
、
す
べ
て
「
自
宅
待

機
」
と
な
っ
て
い
た
。
回
答
企
業
二
七
社
す
べ
て
で
、
い
ず
れ
の
働
き
方
に
お

い
て
も
賃
金
は
全
額
支
払
わ
れ
て
お
り
、こ
こ
で
も
大
企
業
が
中
心
で
あ
る
が
、

企
業
が
障
害
の
あ
る
人
の
雇
用
の
維
持
に
努
め
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

　

C
O

V
ID

-19

下
の
仕
事
内
容
は
、
精
神
障
害
者
を
中
心
に
エ
ク
セ
ル
で
の
入

力
作
業
や
デ
ー
タ
集
計
な
ど
従
来
人
間
が
行
っ
て
い
た
作
業
を
自
動
化
す
る

R
P
A
（R

obotic Process A
utom

ation

）
の
開
発
業
務
や
伝
票
処
理
な
ど

の
事
務
作
業
を
在
宅
勤
務
で
行
っ
て
い
た
。
一
方
で
清
掃
、
物
流
、
印
刷
、
カ
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フ
ェ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
業
務
に
従
事
し
て
い
る
知
的
障
害
者
は
、「
自
宅
待
機
」、

「
出
勤
／
自
宅
待
機
」
の
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
。
ま
た
、「
出
勤
／
在
宅
勤
務
」

の
場
合
で
も
仕
事
内
容
は
、「
業
務
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
」
や
「
社
内
資
格
取
得
の

た
め
の
訓
練
・
学
習
」な
ど
の
他
、障
害
特
性
と
個
別
の
課
題
が
勘
案
さ
れ
た
、

出
勤
し
て
行
う
業
務
と
は
直
接
関
係
し
な
い
、「
手
製
マ
ス
ク
作
成
」、「
家
事
・

料
理
と
レ
シ
ピ
作
成
」、「
ぬ
り
え
」、「
漢
字
・
文
字
練
習
」「
計
算
ド
リ
ル
」
と

電
話
で
の
定
時
連
絡
や
生
活
日
誌
な
ど
に
よ
る
状
況
報
告
を
業
務
と
し
て
設
定

す
る
ケ
ー
ス
が
広
く
行
わ
れ
て
い
た
。

　

こ
れ
ら
は
職
場
復
帰
後
の
生
活
リ
ズ
ム
調
整
と
仕
事
能
力
維
持
が
意
図
さ
れ

て
い
る
。
法
定
雇
用
率
の
達
成
と
社
会
的
企
業
と
し
て
の
雇
用
の
維
持
の
た
め

合
理
的
な
方
法
と
考
え
ら
れ
る
。
一
般
の
消
費
者
を
対
象
と
し
た
サ
ー
ビ
ス
を

展
開
す
る
企
業
や
工
場
が
稼
働
し
て
い
る
製
造
業
で
は
、
感
染
予
防
対
策
に
万

全
を
尽
く
し
て
通
常
の
出
勤
と
す
る
企
業
も
ご
く
少
数
で
は
あ
る
が
あ
り
、
ま

た
顧
客
の
機
密
情
報
を
扱
う
業
種
で
は
、
在
宅
勤
務
は
不
可
能
と
回
答
し
た
企

業
も
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
にC

O
V

ID
-19

の
影
響
に
よ
り
障
害
者
雇
用
の
現
場
に
お
い
て

も
、
働
く
場
所
と
時
間
に
柔
軟
性
を
持
た
せ
た
働
き
方
を
経
験
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
通
勤
や
人
間
関
係
な
ど
に
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
や
す
い

特
性
の
あ
る
一
部
の
精
神
障
害
者
に
と
っ
て
、
こ
れ
ま
で
と
同
等
か
こ
れ
ま
で

以
上
に
仕
事
能
力
を
発
揮
し
や
す
い
働
き
方
へ
の
可
能
性
を
感
じ
る
一
方
で
、

感
染
リ
ス
ク
が
あ
る
な
か
で
、
清
掃
、
物
流
、
印
刷
、
小
売
、
飲
食
、
サ
ー
ビ

ス
業
な
ど
職
場
に
出
勤
す
る
こ
と
な
し
に
は
仕
事
に
従
事
で
き
な
い
業
務
に
携

わ
っ
て
い
る
知
的
障
害
や
視
覚
障
害
者
の
安
定
的
な
仕
事
の
確
保
に
課
題
が
あ

る
こ
と
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
感
染
リ
ス
ク
に
よ
る
就
労
移
行
支

援
事
業
や
知
的
障
害
の
あ
る
人
の
特
別
支
援
学
校
で
の
企
業
実
習
の
調
整
困
難

は
、
長
期
化
す
れ
ば
人
と
仕
事
の
マ
ッ
チ
ン
グ
不
全
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が

あ
る
。筆
者
は
、仕
事
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
障
害
者
雇
用
の
根
幹
と
考
え
て
お
り
、

こ
の
よ
う
な
状
態
が
今
後
、
他
の
感
染
症
の
拡
大
時
に
再
燃
す
る
こ
と
が
懸
念

さ
れ
る
。

⑷　

�

法
改
正
の
契
機
と
な
っ
た
国
と
地
方
自
治
体
の�

�

障
害
者
雇
用
計
上
の
問
題

　

市
町
村
の
機
関
や
地
方
公
共
団
体
は
、「
昭
和
」
の
時
代
、事
務
職
を
志
望
す

る
身
体
障
害
の
あ
る
人
た
ち
に
と
っ
て
主
要
な
就
職
先
で
あ
っ
た
。
昭
和
の
最

後
の
こ
ろ
ま
で
障
害
者
雇
用
促
進
法
の
対
象
は
身
体
障
害
者
だ
け
で
あ
っ
た
。

一
九
八
七
年
の
改
正
に
よ
り
身
体
障
害
者
雇
用
促
進
法
か
ら
法
律
の
名
称
が
現

在
の
障
害
者
雇
用
促
進
法
と
な
り
、知
的
障
害
者
が
企
業
に
雇
用
さ
れ
た
際
に
、

企
業
な
ど
が
実
雇
用
率
を
計
算
す
る
際
に
身
体
障
害
者
と
同
様
に
カ
ウ
ン
ト
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。し
か
し
雇
用
の
義
務
化
は
九
七
年
で
あ
り
、

平
成
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
だ
。

　

昭
和
の
末
か
ら
平
成
の
最
終
盤
に
か
け
て
、
と
く
に
大
企
業
に
お
い
て
雇
用

が
進
ん
で
こ
な
か
っ
た
知
的
障
害
者
を
ど
の
よ
う
な
仕
事
で
、
ど
の
よ
う
に
雇

用
管
理
を
行
え
ば
、
雇
用
と
い
う
形
態
で
組
織
の
中
で
共
に
働
い
て
い
く
こ
と

が
で
き
る
の
か
。
障
害
者
雇
用
の
実
践
に
お
い
て
、
こ
の
点
に
多
く
の
関
心
が

寄
せ
ら
れ
、
こ
れ
ら
を
支
援
す
る
法
制
度
や
施
策
が
実
施
さ
れ
、
多
く
の
企
業

に
お
い
て
雇
用
を
通
じ
て
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
が
な
さ
れ
て
い
っ
た
。
民
間
部
門

で
の
取
り
組
み
の
陰
で
、
身
体
障
害
者
を
中
心
に
雇
用
が
進
ん
で
い
た
公
務
部

門
に
お
い
て
知
的
障
害
者
の
雇
用
を
進
め
る
た
め
の
支
援
が
届
き
に
く
い
側
面

も
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
な
か
で
一
八
年
に
公
務
部
門
に
お
け
る
障
害
者
雇
用
率
の
不
適
切
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な
計
上
が
公
に
な
っ
た
。
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
公
務
部
門
の
障
害
者
雇
用
に
つ
い

て
目
を
転
じ
る
と
、
同
部
門
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
は
民
間
部
門
よ
り
む
し
ろ

障
害
者
雇
用
が
困
難
で
あ
っ
た
実
態
が
観
察
さ
れ
た
。

　

身
近
な
地
域
に
お
け
る
公
務
部
門
の
就
業
先
で
あ
る
地
方
公
務
員
の
現
状
を

み
る
と
、
総
務
省
「
令
和
四
年
地
方
公
共
団
体
定
員
管
理
調
査
結
果
」
に
よ
れ

ば
、
地
方
公
共
団
体
の
総
職
員
数
は
、
一
九
九
四
年
を
ピ
ー
ク
と
し
て
、
一
六

年
ま
で
一
貫
し
て
減
少
し
、
一
七
年
か
ら
一
九
年
ま
で
横
ば
い
の
状
況
で
あ
っ

た
。
二
〇
年
か
ら
微
増
に
転
じ
て
い
る
が
、
一
般
行
政
部
門
で
は
、
デ
ジ
タ
ル

化
へ
の
対
応
や
、
防
災
・
減
災
対
策
の
ほ
か
、
地
方
創
生
へ
の
対
応
な
ど
の
た

め
増
員
が
図
ら
れ
た
一
方
で
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
終

了
や
組
織
お
よ
び
職
員
配
置
の
見
直
し
、
事
務
・
事
業
の
統
廃
合
縮
小
や
、
民

間
委
託
等
に
よ
り
、
減
員
が
図
ら
れ
、
全
体
と
し
て
は
減
少
し
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
災
害
へ
の
備
え
や
市
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
・
複
雑
化
に
対
応

す
る
た
め
に
求
め
ら
れ
る
業
務
は
ま
す
ま
す
拡
大
す
る
傾
向
に
あ
る
。
だ
が
公

務
部
門
は
民
間
部
門
の
よ
う
に
事
業
拡
大
に
応
じ
て
人
員
を
増
や
す
こ
と
は
簡

単
で
は
な
い
。
ま
た
、
同
調
査
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
業
務
の
外
部
委
託
、

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
に
よ
り
現
業
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
業
務
は
減
少
し
て
お

り
、
事
務
系
の
仕
事
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
民
間
部
門
が
知
的
障
害
の

あ
る
人
の
雇
用
を
拡
大
し
て
い
く
な
か
で
遅
れ
を
と
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
等
も

原
因
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
民
間
部
門
が
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
雇
用
保
険
財

源
の
就
労
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
ず
、
そ
こ
で
蓄
積
さ
れ
て
い
る
就
労
支

援
ノ
ウ
ハ
ウ
を
十
分
に
活
用
で
き
な
い
と
い
う
制
約
も
あ
る
。

　

も
と
よ
り
公
務
部
門
は
障
害
者
雇
用
促
進
法
に
お
い
て
第
三
八
条
一
項
や
第

四
三
条
六
項
で
民
間
部
門
以
上
の
法
定
雇
用
率
を
定
め
る
こ
と
と
な
っ
て
お

り
、
公
務
部
門
は
障
害
者
雇
用
を
「
率
先
垂
範
」
す
る
こ
と
が
意
図
さ
れ
て
い

る
。
一
四
年
に
批
准
し
た
障
害
者
権
利
条
約
で
は
第
二
七
条
に
お
い
て
「
⒢
公

務
部
門
に
お
い
て
障
害
者
を
雇
用
す
る
こ
と
」
と
規
定
し
、「
⒣
適
当
な
政
策
及

び
措
置
（
積
極
的
差
別
是
正
措
置
、
奨
励
措
置
、
そ
の
他
の
措
置
を
含
め
る
こ

と
が
で
き
る
）
を
通
じ
て
、
民
間
部
門
に
お
け
る
障
害
者
の
雇
用
を
促
進
す
る

こ
と
」
と
さ
れ
て
い
る
。
公
務
部
門
に
お
い
て
は
、
障
害
者
を
雇
用
し
、
雇
用

の
促
進
に
資
す
る
措
置
を
講
じ
て
民
間
部
門
の
障
害
者
雇
用
を
促
進
す
る
役
割

が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

障
害
者
雇
用
率
の
不
適
切
な
計
上
の
問
題
は
、
一
九
年
の
障
害
者
雇
用
促
進

法
の
改
正
に
つ
な
が
り
、
次
の
二
つ
の
観
点
か
ら
法
定
化
が
な
さ
れ
た
。

　

第
一
に
障
害
の
あ
る
人
の
活
躍
の
拡
大
の
た
め
に
、
①
国
お
よ
び
地
方
公
共

団
体
等
が
率
先
し
て
障
害
者
雇
用
す
る
責
務
の
明
確
化
、
②
「
障
害
者
活
躍
推

進
計
画
」
の
作
成
・
公
表
の
義
務
化
、
③
障
害
者
雇
用
推
進
・
障
害
者
職
業
生

活
相
談
員
の
選
任
の
義
務
化
、
④
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
厚
生
労
働
大
臣

に
通
報
し
た
障
害
者
の
任
免
状
況
を
公
表
す
る
、
⑤
障
害
者
で
あ
る
職
員
を
免

職
す
る
場
合
に
は
、
公
共
職
業
安
定
に
届
け
出
る
こ
と
、
が
定
め
ら
れ
た
。
第

二
に
、
障
害
者
の
雇
用
状
況
に
つ
い
て
的
確
な
把
握
の
た
め
に
、
①
報
告
徴
収

の
規
定
の
新
設
、
②
関
係
す
る
書
類
保
存
の
義
務
化
、
③
対
象
障
害
者
の
確
認

方
法
の
明
確
化
、
④
適
正
実
施
勧
告
の
規
定
の
新
設
、
が
定
め
ら
れ
た
。
こ
れ

ら
の
法
改
正
に
よ
っ
て
国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
等
の
障
害
者
雇
用
の
実
態
が

見
え
る
化
さ
れ
た
点
と
、
量
的
な
雇
用
の
達
成
だ
け
で
な
く
活
躍
し
て
働
い
て

い
け
る
よ
う
な
方
策
を
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
て
検
討
し
、
そ
の
実
現
が
求
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
え
る
。「
障
害
者
活
躍
推
進
計
画
」を
絵
に
描
い
た

餅
と
し
な
い
よ
う
に
、
当
事
者
、
支
援
者
、
研
究
者
な
ど
障
害
者
雇
用
の
関
係

者
だ
け
で
な
く
広
く
市
民
が
継
続
し
て
関
心
を
寄
せ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
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第
三
章　

精
神
障
害
お
よ
び
発
達
障
害
の
あ
る
人
の
雇
用

１　

�

募
集
・
採
用
に
際
し
て
の
合
理
的
配
慮
を
考
え
る�

�

―
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
重
要
性

　

一
三
年
改
正
の
障
害
者
雇
用
促
進
法
で
は
、
第
一
章
第
3
節
⑵
で
ふ
れ
た
よ

う
に
、
募
集
・
採
用
時
に
つ
い
て
、
第
三
六
条
の
二
に
お
い
て
、「
障
害
者
か
ら

の
申
出
に
よ
り
当
該
障
害
者
の
障
害
の
特
性
に
配
慮
し
た
必
要
な
措
置
を
講
じ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
障
害
特
性
に
よ
り
ど
の

よ
う
な
配
慮
を
「
申
出
」
る
必
要
が
あ
る
の
か
、
障
害
の
あ
る
求
職
者
自
身
が

み
ず
か
ら
の
障
害
や
そ
の
特
性
に
つ
い
て
理
解
で
き
て
い
な
い
場
合
も
あ
る
。

精
神
障
害
の
場
合
、
思
春
期
や
青
年
期
に
疾
病
を
発
症
し
た
場
合
、
職
業
的
な

自
己
理
解
や
社
会
常
識
的
な
マ
ナ
ー
や
ル
ー
ル
を
身
に
付
け
る
機
会
を
得
ら
れ

ず
社
会
性
の
発
達
が
十
分
で
な
い
場
合
も
あ
る
。

　

ま
た
発
達
障
害
で
は
障
害
の
自
己
理
解
や
働
く
こ
と
へ
の
理
解
、
み
ず
か
ら

の
能
力
と
適
性
へ
の
理
解
に
課
題
が
あ
り
、
自
身
の
適
性
、
課
題
認
識
や
職
業

希
望
と
雇
用
の
場
で
求
め
ら
れ
る
内
容
に
乖
離
が
生
じ
る
場
合
が
あ
る
こ
と
な

ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
就
職
先
と
し
て
関
心
が
あ
る
企
業
で
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
を
行
う
な
か
で
、
障
害
の
あ
る
求
職
者
、
企
業
双
方
で
情
報
の
非
対
称

性
を
埋
め
る
こ
と
で
、
障
害
の
あ
る
求
職
者
は
配
慮
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
申

出
を
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
企
業
は
求
職
者
の
個
性
や
適
性
と
障
害
特
性
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
る
こ
と
で
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
防
ぐ
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

　

新
規
学
卒
一
括
採
用
を
経
た
大
卒
就
職
者
の
三
年
以
内
の
離
職
率
が
約
三
割

で
あ
る
と
い
わ
れ
て
久
し
い
が
、
小
杉
（
二
〇
〇
七
）
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

を
経
験
し
た
者
の
企
業
へ
の
定
着
志
向
へ
の
影
響
を
示
唆
し
て
い
る
。
ま
た
独

立
行
政
法
人
高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用
支
援
機
構
障
害
者
職
業
総
合
セ
ン

タ
ー
（
二
〇
一
六
）
で
は
自
己
理
解
の
促
進
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
職
場
実

習
）
が
有
効
で
あ
り
自
己
理
解
を
進
め
る
こ
と
が
定
着
を
高
め
る
と
指
摘
し
て

い
る
。

　

で
は
、
障
害
の
あ
る
求
職
者
と
企
業
は
実
際
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
通
じ

て
ど
の
よ
う
な
切
り
口
で
理
解
を
深
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
次

の
六
点
に
つ
い
て
障
害
の
あ
る
求
職
者
と
企
業
と
が
実
際
に
仕
事
を
経
験
す
る

な
か
で
認
識
を
深
め
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。

　

①
働
く
こ
と
の
目
的
と
意
義
の
理
解
―
な
ぜ
働
く
の
か
、
働
く
こ
と
に
よ
り

得
ら
れ
る
も
の
と
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
理

解
で
あ
る
。
②
働
く
こ
と
の
価
値
観
―
働
く
こ
と
を
通
じ
て
大
切
に
考
え
る
こ

と
は
何
か
、
例
え
ば
、
週
末
に
最
も
繁
忙
す
る
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
で
仕
事
を
し
た

い
、
と
い
う
希
望
と
土
日
は
休
み
た
い
と
い
う
希
望
は
両
立
が
可
能
な
の
か
、

と
い
っ
た
こ
と
へ
の
考
え
を
深
め
る
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
③
自
己
理
解

―
実
際
に
仕
事
を
し
な
が
ら
、
自
分
の
得
意
な
こ
と
と
不
得
意
な
こ
と
を
理
解

す
る
、
仕
事
の
イ
メ
ー
ジ
を
つ
か
む
、
働
く
場
で
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
自
ら
の

状
況
を
把
握
す
る
こ
と
な
ど
が
あ
る
。
④
自
己
管
理
の
状
況
・
現
在
の
安
定
度

―
み
ず
か
ら
の
障
害
に
つ
い
て
の
理
解
と
障
害
特
性
の
た
め
に
み
ず
か
ら
が
で

き
る
セ
ル
フ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
や
そ
の
結
果
と
し
て
の
日
常
や
職
業
生
活
と
感
情

の
安
定
の
程
度
に
つ
い
て
で
あ
る
。
⑤
ス
ト
レ
ス
対
応
―
ど
の
よ
う
な
状
況
で

ス
ト
レ
ス
が
生
じ
る
の
か
、
日
常
生
活
や
職
業
生
活
に
影
響
す
る
の
か
、
ス
ト

レ
ス
を
緩
和
す
る
た
め
に
自
分
な
り
の
方
法
を
体
得
し
て
い
る
の
か
、
問
題
が
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あ
っ
た
場
合
に
相
談
で
き
る
か
、
な
ど
で
あ
る
。
⑥
仕
事
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
ー

集
中
力
や
一
定
の
責
任
感
、
協
調
性
や
仕
事
遂
行
上
必
要
と
な
る
ス
キ
ル
な
ど

に
つ
い
て
で
あ
る
。

　

障
害
の
あ
る
求
職
者
は
、
実
際
に
仕
事
を
経
験
す
る
な
か
で
、
前
述
①
か
ら

⑥
に
つ
い
て
、
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
や
就
労
移
行
支
援
、
就
労

継
続
支
援
Ａ
型
事
業
所
や
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
の
支
援
者
や
企
業
の
担

当
者
か
ら
、
具
体
的
な
課
題
が
生
じ
る
場
面
で
成
果
物
や
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
な

ど
を
確
認
し
、
状
況
が
目
で
見
え
る
な
か
で
助
言
を
得
な
が
ら
、
自
己
理
解
と

職
場
や
仕
事
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
、
仕
事
を
遂
行
す
る
う
え
で
み

ず
か
ら
に
必
要
な
合
理
的
配
慮
に
つ
い
て
具
体
的
な
申
出
を
す
る
力
を
身
に
付

け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
に
な
る
。

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
終
了
時
に
は
、
第
5
表
の
よ
う
な
振
り
返
り
の
た
め
の

シ
ー
ト
を
用
い
て
障
害
の
あ
る
求
職
者
と
支
援
者
、企
業
の
担
当
者
で
、フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
を
行
う
こ
と
で
、
採
用
面
接
や
テ
ス
ト
へ
の
準
備
に
役
立
て
る
。
課

題
と
な
る
点
に
つ
い
て
、
就
労
移
行
支
援
な
ど
支
援
機
関
で
の
訓
練
に
組
み
入

れ
る
こ
と
な
ど
を
通
じ
て
、
障
害
の
あ
る
求
職
者
に
今
後
の
キ
ャ
リ
ア
選
択
の

た
め
有
益
な
材
料
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

独
立
行
政
法
人
高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用
支
援
機
構
障
害
者
職
業
総
合
セ

ン
タ
ー
（
二
〇
一
二
）
は
、「
新
規
雇
用
を
め
ざ
す
精
神
障
害
者
の
場
合
、就
職

時
点
ま
で
に
、①
医
療
管
理
（
健
康
管
理
）、②
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
職
業

準
備
性
の
向
上
も
含
む
）、③
職
業
に
関
連
し
た
自
己
理
解
の
促
進
、④
職
場
と

の
マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
が
適
切
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
」
と
指
摘
し
て
い

る
。
企
業
は
、情
報
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、厚
生
労
働
省
の
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

に
配
慮
し
た
障
害
者
の
把
握
・
確
認
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
従
い
、
取
り
扱
い
を

慎
重
に
行
う
こ
と
、
本
人
の
同
意
を
得
る
こ
と
な
ど
に
留
意
し
な
が
ら
、
主
治

医
を
中
心
と
し
た
医
療
と
の
連
携
の
可
能
性
や
支
援
者
お
よ
び
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
状
況
、
家
族
の
状
況
や
理
解
の
程
度
、
友
人
関
係
な
ど
障
害
の
あ
る

求
職
者
を
中
心
と
し
た
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
状
況
を
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

を
通
じ
て
把
握
で
き
る
場
合
も
多
い
。
こ
の
よ
う
な
情
報
を
得
る
こ
と
は
、
仕

事
の
マ
ッ
チ
ン
グ
と
環
境
の
調
整
に
役
立
ち
、
求
職
者
に
と
っ
て
も
企
業
に

と
っ
て
も
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
メ
リ
ッ
ト
と
な
る
。

２　

採
用
後
の
合
理
的
配
慮
を
考
え
る

⑴　

�

事
例
で
考
え
る
精
神
障
害
の
あ
る
労
働
者
の
戦
力
化�

�

―
A
損
害
保
険
会
社
の
取
り
組
み

　

障
害
者
雇
用
促
進
法
一
三
年
改
正
法
は
、
第
一
章
第
三
節
⑵
で
述
べ
た
と
お

り
採
用
後
に
つ
い
て
第
三
六
条
の
三
に
お
い
て
均
等
な
待
遇
の
確
保
ま
た
は
能

力
の
有
効
な
発
揮
の
支
障
と
な
っ
て
い
る
事
情
を
改
善
す
る
た
め
、
障
害
の
特

性
に
配
慮
し
た
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
。
一
八
年
の
精
神

障
害
者
の
雇
用
の
義
務
化
以
降
、
雇
用
に
際
し
て
精
神
障
害
の
あ
る
労
働
者
の

円
滑
な
業
務
遂
行
と
安
定
し
た
就
業
生
活
の
継
続
の
た
め
に
、
個
別
性
に
留
意

し
、
勤
務
時
間
や
休
憩
時
間
を
設
定
す
る
、
安
心
し
て
相
談
が
で
き
る
相
談
体

制
を
整
え
る
、
日
々
の
仕
事
の
課
題
を
す
ぐ
に
把
握
で
き
る
よ
う
に
日
報
と

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
行
う
等
の
配
慮
の
提
供
お
よ
び
雇
用
管
理
が
行
わ
れ
て
い

る
。

　

し
か
し
、
精
神
障
害
の
あ
る
人
の
雇
用
継
続
に
は
、
合
理
的
配
慮
の
提
供
や

適
切
な
雇
用
管
理
だ
け
で
は
な
い
要
素
が
必
要
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

精
神
障
害
の
あ
る
労
働
者
に
お
い
て
、
配
慮
が
あ
り
働
き
や
す
い
職
場
で
あ
る

（
12
）

（
13
）

（
14
）

（
15
）

（
16
）



 96

 

第 5表　インターンシップ評価・コメントシート

インターンシップ体験者名　　　　　　　　　　

項目 ポイント コメント
働く目的の理解 7 勤怠に信頼性が持てました。
働くことに関する価値観 8 働くことに関する考えを表明されていました。
自己理解 7 得意なこと、苦手なことについて整理されていました。
セルフコントロール 8 生活のリズムに留意されていました。
ストレス対応 7 不安の解消や週末にゆっくり休むなどご自身の工夫がみられました。

規則遵守 8
インターンシップ中に規則を守れなかったことはほとんどありませんで
した。

挨拶・身だしなみ 8
初対面の挨拶は多少ぎこちないこともあります。髪・爪・髭剃り／化
粧・服装・においが気になることはありませんでした。

準備・後かたずけ 5
準備は自ら行うようになりました。後かたずけはタイミングをはかるのが
難しかったり、自分の行動を優先してしまうことがあります。

報告・連絡・相談の適切さ 6
報告・相談ができていました。連絡も指示されればできますが、他者を
気遣っての連絡はまだ難しいです。

積極性／熱意 7
意欲高く取り組まれました。一方で真面目さ（ご自身の価値観）を他者
に求めすぎるきらいがあります。

協調性／引率力 7 自己を強く主張することはありません。
説明のわかりやすさ 4 説明は、声が小さく聞き取りにくいこと、言いよどむことがあります。
指示や質問に対する適切な対応 6 指示されたことや聞かれたことには素直に取り組む姿勢があります。
作業手順の正確さ／出来栄え 7 正確にこなすことができますが、時間はまだかかります。
改善や工夫提案 2 現在は改善や工夫を考える余裕はありませんが、期待できます。

〔出所〕　筆者作成
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と
認
識
し
な
が
ら
も
自
身
が
望
ん
で
い
る
仕
事
内
容
で
な
い
場
合
、
転
職
希
望

が
生
じ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
精
神
障
害
の
あ
る
人
に
職
業

生
活
の
希
望
を
尋
ね
た
調
査
で
も「
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
仕
事
を
し
て
み
た
い
」

「
仕
事
に
関
す
る
教
育
や
訓
練
の
機
会
が
も
っ
と
ほ
し
い
」「
も
っ
と
難
し
い
仕

事
や
高
度
な
仕
事
に
挑
戦
し
て
み
た
い
」
と
す
る
項
目
を
四
割
以
上
が
選
択
し

て
お
り
、
精
神
障
害
の
あ
る
人
の
能
力
開
発
や
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
対
す
る
希
望

が
確
認
で
き
る
。
こ
う
し
た
精
神
障
害
の
あ
る
労
働
者
の
希
望
と
適
性
に
配
慮

し
た
雇
用
を
進
め
て
い
る
Ａ
損
害
保
険
会
社
の
取
り
組
み
を
見
て
い
こ
う
。

①　

採
用
プ
ロ
セ
ス

　

採
用
に
先
立
ち
社
内
向
け
説
明
会
を
開
催
し
、
本
社
内
各
部
門
に
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
、
業
務
の
洗
い
出
し
を
行
っ
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
も
と

づ
き
各
部
門
に
業
務
内
容
や
業
務
頻
度
、
量
、
納
期
な
ど
必
要
な
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
実
施
し
た
。
次
に
支
援
機
関
と
応
募
者
に
向
け
て
、
企
業
実
習
・
採
用
説
明

会
を
実
施
し
た
。
そ
の
後
就
労
移
行
支
援
機
関
利
用
者
を
対
象
と
し
た
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
経
て
入
社
を
希
望
す
る

応
募
者
が
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
紹
介
を
受
け
応
募
書
類
を
提
出
し
、
採
用
面
接

と
テ
ス
ト
を
受
け
て
、
内
定
す
る
プ
ロ
セ
ス
を
と
っ
た
。

②　

入
社
後
研
修
に
つ
い
て

　

企
業
理
念
と
ミ
ッ
シ
ョ
ン
理
解
、
社
業
理
解
、
ビ
ジ
ネ
ス
実
務
と
マ
ナ
ー
、

業
務
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
な
ど
の
研
修
を
行
う
と
と
も
に
職
業
生
活
の
リ
ズ
ム

を
つ
く
る
た
め
に
日
誌
を
活
用
し
、
面
談
を
通
じ
て
体
調
管
理
や
不
安
の
低
減

を
図
っ
た
。

③　

業
務
内
容

　

一
〇
の
部
門
か
ら
二
〇
の
業
務
を
第
6
表
の
と
お
り
受
託
し
て
い
る
。

④　

定
着
の
た
め
の
取
り
組
み

　

業
務
日
誌
を
通
じ
て
管
理
者
と
の
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
視
し

て
い
る
。
業
務
日
誌
に
は
業
務
内
容
の
振
り
返
り
、
引
継
ぎ
や
留
意
点
と
と
も

に
、
体
調
や
メ
ン
タ
ル
の
状
況
を
五
点
法
で
自
己
評
価
を
行
い
、
困
り
ご
と
や

悩
み
事
が
あ
れ
ば
記
入
す
る
。
業
務
日
誌
に
は
管
理
者
が
必
ず
一
言
コ
メ
ン
ト

す
る
。
さ
ら
に
月
に
一
度
、
心
理
的
安
全
性
を
担
保
し
た
寄
り
添
う
視
点
で
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る
。
季
節
ご
と
に
近
隣
に
見
学
や
散
策
に
出
か
け
る

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
て
い
る
。

⑤　

キ
ャ
リ
ア
形
成

　

損
害
保
険
一
般
試
験
や
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
、
エ
キ
ス

パ
ー
ト
資
格
な
ど
を
取
得
し
た
人
材
が
ス
キ
ル
を
い
か
し
、
業
務
の
量
と
質
を

高
め
る
こ
と
で
、
発
注
部
署
か
ら
高
い
評
価
を
獲
得
し
て
い
る
。
オ
フ
ィ
ス
サ

（
17
）

第 6表　 A損害保険会社での精神障害の
ある社員の担当業務（一部）

点検業務 代理店ホームページ点検

集計業務 全社エネルギーの使用量進捗集計
（紙　ガソリン　電力）

発送業務 口座振替依頼書の発送
自賠責解約書類の発送

電子化業務 PDF作業後クラウドにアップ
〔出所〕 　インタビューと提供資料をもとに作成
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ポ
ー
ト
業
務
の
ス
タ
ッ
フ
職
か
ら
二
人
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
職
に
登
用
し
て
い
る
。

⑥　

今
後
に
向
け
て

　

キ
ャ
リ
ア
形
成
に
よ
る
戦
力
化
に
合
致
し
た
長
期
的
な
キ
ャ
リ
ア
ビ
ジ
ョ
ン

が
描
け
る
人
事
制
度
と
運
用
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

Ａ
損
害
保
険
会
社
の
精
神
障
害
者
の
雇
用
の
取
り
組
み
を
概
観
し
た
。
こ
れ

ま
で
損
害
保
険
会
社
は
法
人
向
け
保
険
を
中
心
に
寡
占
市
場
で
あ
り
業
績
も
安

定
し
て
い
る
と
言
わ
れ
た
き
た
が
、
気
候
変
動
に
よ
る
大
規
模
な
災
害
が
世
界

的
な
規
模
で
多
発
し
て
い
る
こ
と
や
国
内
の
少
子
化
に
よ
る
市
場
規
模
の
縮
小

な
ど
事
業
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
Ａ
社
で

は
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
経
た
採
用
プ
ロ
セ
ス
と
働
き
や
す
い
環
境
を
整
え

る
こ
と
で
、
障
害
者
雇
用
に
お
い
て
、
よ
り
本
業
に
近
い
業
務
を
担
い
戦
力
化

で
き
る
体
制
を
構
築
し
て
い
る
。

⑵　

�

事
例
で
考
え
る
発
達
障
害
の
あ
る
労
働
者
へ
の
合
理
的
配
慮�

�

―
Ｂ
生
命
保
険
会
社
の
取
り
組
み

　
「
発
達
障
害
」
と
は
、発
達
障
害
者
支
援
法
に
お
け
る
定
義
で
は
、「
自
閉
症
、

ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
そ
の
他
の
広
汎
性
発
達
障
害
、
学
習
障
害
、
注
意
欠
陥

多
動
性
障
害
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
脳
機
能
の
障
害
で
あ
っ
て
そ
の
症
状
が
通

常
低
年
齢
に
お
い
て
発
現
す
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
」
と
な
っ
て

い
る
。
医
学
の
診
断
で
は
、
知
的
障
害
や
脳
性
ま
ひ
等
も
含
め
、
発
達
期
に
お

こ
る
多
様
な
障
害
を
包
含
す
る
と
さ
れ
る
。た
だ
し
発
達
障
害
者
支
援
法
で
は
、

知
的
障
害
者
福
祉
法
や
身
体
障
害
者
福
祉
法
で
は
対
応
で
き
な
い
障
害
が
法
の

対
象
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
発
達
障
害
者
支
援
法
が
定
義
す
る
「
発
達
障

害
」
で
あ
っ
て
知
的
障
害
を
と
も
な
う
場
合
は
、
発
達
障
害
者
支
援
法
の
み
な

ら
ず
知
的
障
害
者
福
祉
法
の
対
象
と
も
な
る
。

　

知
的
障
害
は
知
的
機
能
や
発
達
の
「
全
般
的
な
遅
れ
」
が
と
く
に
重
度
に
な

れ
ば
顕
著
で
あ
る
が
、
発
達
障
害
は
知
的
機
能
や
発
達
の
「
偏
り
」
が
あ
る
と

さ
れ
る
。
こ
の
偏
り
は
全
般
的
な
遅
れ
と
は
異
な
り
、
認
知
や
行
動
面
の
一
部

の
領
域
に
発
達
の
遅
れ
が
あ
る
、
得
意
な
こ
と
と
苦
手
な
こ
と
の
差
が
極
端
に

大
き
い
、
情
報
処
理
の
仕
方
や
物
事
の
感
じ
方
、
理
解
の
仕
方
が
正
常
発
達
の

場
合
と
質
的
に
異
な
る
状
態
を
示
す
と
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト

ラ
ム
障
害
（A

SD
 : A

utism
 Spectrum

 D
isorder

）
は
「
社
会
性
―
他
者
へ

の
関
心
や
関
わ
り
方
な
ど
、
社
会
的
関
係
や
対
人
関
係
を
築
き
維
持
す
る
こ
と

に
困
難
が
あ
る
」、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
―
独
語
や
オ
ウ
ム
返
し
な
ど
独
特

な
言
語
表
現
や
、
言
語
の
理
解
や
使
用
に
お
い
て
不
自
然
さ
や
不
適
切
さ
が
見

ら
れ
る
な
ど
」、「
想
像
力
―
行
動
や
興
味
、
思
考
の
偏
狭
さ
、
類
似
事
象
へ
の

応
用
や
抽
象
的
で
曖
昧
な
事
象
の
理
解
の
困
難
性
」
の
三
つ
の
領
域
に
つ
い
て

発
達
の
偏
り
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

学
習
障
害
（LD

 : Learning D
isorders

、Learning D
isabilities

）
は
、

全
般
的
な
知
的
発
達
の
遅
れ
は
み
ら
れ
な
い
が
、
読
み
書
き
能
力
や
計
算
能

力
な
ど
の
学
習
能
力
に
限
局
的
な
障
害
や
偏
り
が
見
ら
れ
る
発
達
障
害
で
あ

る
。
注
意
欠
陥
多
動
性
障
害
（A

D
H

D
 : A

ttention D
e�cit/H

yperactivity 
D

isorder

）
は
、ケ
ア
レ
ス
ミ
ス
が
多
い
、注
意
散
漫
と
い
っ
た
「
不
注
意
」、

落
ち
着
き
が
な
く
動
き
回
る
、
じ
っ
と
し
て
い
ら
れ
な
い
と
い
っ
た
「
多
動

性
」、周
囲
の
状
況
に
配
慮
せ
ず
突
然
そ
の
場
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
行
動
を
と
る

と
い
っ
た
「
衝
動
性
」
が
主
な
特
徴
と
さ
れ
る
発
達
障
害
で
あ
る
。
不
注
意
の

特
性
が
強
い
「
不
注
意
優
勢
型
」、多
動
や
衝
動
性
の
特
性
が
強
い
「
多
動
性
─

衝
動
性
優
勢
型
」、両
方
の
特
性
が
混
合
し
た
「
混
合
型
」
の
三
つ
の
タ
イ
プ
の

分
類
が
あ
る
。

（
18
）（
19
）
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こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
「
発
達
障
害
」
と
い
う
一
つ
の
疾
病
や
障
害
が

あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
障
害
名
（
診
断
名
）
や
そ
れ
ぞ
れ
の
症
状
・
特
性
の
違

い
、
そ
の
組
み
合
せ
や
程
度
、
現
れ
方
、
知
的
障
害
の
有
無
と
程
度
、
二
次
障

害
の
有
無
と
程
度
、
社
会
的
な
状
況
な
ど
の
環
境
と
の
相
互
作
用
か
ら
、
一
人

ひ
と
り
の
障
害
特
性
や
そ
こ
か
ら
生
じ
る
困
難
性
は
き
わ
め
て
多
様
で
あ
り
個

別
性
が
あ
る
。
そ
し
て
、
発
達
障
害
の
あ
る
人
が
社
会
の
中
で
直
面
す
る
困
難

は
、
そ
の
時
の
環
境
条
件
に
よ
り
課
題
の
大
き
さ
や
深
刻
さ
が
異
な
る
こ
と
か

ら
障
害
に
よ
る
課
題
と
当
事
者
も
周
囲
も
気
づ
か
な
い
ケ
ー
ス
も
多
く
、
結
果

と
し
て
発
達
障
害
と
と
ら
え
ら
れ
ず
、
支
援
に
つ
な
が
ら
な
い
こ
と
も
少
な
く

な
い
。

　

発
達
障
害
者
を
雇
用
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
に
は
、
本
章
第
1
節
で
述
べ
た

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
実
際
の
雇
用
の
場
と
い
う
環
境
と
の
関
係
性
に
お
い
て

認
知
の
側
面
と
行
動
の
側
面
で
生
じ
た
課
題
を
可
視
化
し
、
当
事
者
の
自
己
認

識
を
高
め
る
と
と
も
に
具
体
的
に
調
整
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
る
。
こ
う

し
た
発
達
障
害
者
の
障
害
特
性
を
ふ
ま
え
て
雇
用
に
取
り
組
ん
で
い
る
Ｂ
生
命

保
険
会
社
の
事
例
を
見
て
い
こ
う
。

①　

採
用
プ
ロ
セ
ス

　

入
社
希
望
者
に
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
し
て
い
る
。
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
を
通
じ
て
就
労
支
援
機
関
や
家
族
、
主
治
医
と
産
業
医
（
精
神
科
医
）

と
の
連
携
を
大
事
に
し
て
い
る
。
採
用
試
験
で
不
合
格
に
な
っ
た
場
合
も
支
援

者
に
課
題
を
伝
え
、
支
援
機
関
で
の
訓
練
の
中
で
課
題
に
向
き
合
っ
て
、
再
度

応
募
す
る
こ
と
も
可
と
し
て
い
る
。
Ｂ
生
命
保
険
会
社
の
採
用
の
ポ
イ
ン
ト
は

「
自
分
の
で
き
る
範
囲
で
真
面
目
に
一
生
懸
命
頑
張
れ
る
人
」、「
障
害
に
つ
い
て

自
己
理
解
が
で
き
、
受
容
し
て
い
る
か
」、「
困
難
を
解
決
す
る
た
め
に
ど
の
よ

う
な
配
慮
が
必
要
か
説
明
で
き
る
」、「
職
務
遂
行
能
力
よ
り
も
む
し
ろ
仲
間
と

と
も
に
働
け
る
か
を
重
視
す
る
」
で
あ
る
。

②　

入
社
後
研
修
に
つ
い
て

　

仕
事
ス
キ
ル
の
向
上
だ
け
で
な
く
相
手
の
気
持
ち
を
考
え
ら
れ
る
「
人
と
し

て
の
成
長
」
を
重
視
し
て
い
る
。
積
極
的
な
役
職
任
命
や
委
員
会
等
で
の
役
割

の
割
り
当
て
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
（
と
く
に
労
務
管
理
面
）
の
向
上
の
た
め
の

研
修
・
研
鑽
の
場
を
提
供
し
、「
考
え
る
」「
勉
強
す
る
」こ
と
を
求
め
て
お
り
、

成
長
に
期
待
し
て
限
界
を
つ
く
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。

③　

業
務
内
容

　

生
命
保
険
の
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
業
務
、
生
命
保
険
契
約
の
保
全
・
管
理
業

務
（
受
付
か
ら
契
約
内
容
を
デ
ー
タ
化
し
管
理
す
る
）、公
的
機
関
か
ら
の
契
約

内
容
照
会
に
対
す
る
対
応
な
ど
生
命
保
険
事
務
の
一
部
を
担
っ
て
い
る
。

④　

定
着
の
た
め
の
取
り
組
み

　

ハ
ー
ド
面
の
環
境
の
整
備
と
し
て
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
（
駐
車
場
な
ど
）、障
害

者
用
ト
イ
レ
（
使
用
状
況
を
ラ
ン
プ
表
示
）、手
話
通
訳
、Ｕ
Ｄ
ト
ー
ク
（
情
報

保
障
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
で
の
運
用
）、
パ
ト
ラ
イ
ト
（
聴
覚
障
害
者
の
た
め
の
緊
急
連

絡
）、
各
種
事
務
機
器
（
昇
降
デ
ス
ク
な
ど
）、
広
い
通
路
（
主
に
車
い
す
ユ
ー

ザ
ー
の
た
め
の
配
慮
で
あ
る
が
、
だ
れ
に
と
っ
て
も
通
行
し
や
す
く
な
る
）
を

用
意
し
て
い
る
。
直
接
的
に
発
達
障
害
者
を
対
象
と
し
た
も
の
で
は
な
く
て
も

多
様
な
人
材
に
配
慮
す
る
環
境
で
あ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

ソ
フ
ト
な
環
境
整
備
と
し
て
、
専
門
支
援
員
に
よ
る
支
援
体
制
、
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
ル
ー
ム
の
設
置
、産
業
医
面
談
の
体
制
、レ
ス
ト
ル
ー
ム
（
談
話
室
）、

障
害
特
性
に
合
っ
た
食
事
ル
ー
ム
、
集
中
力
を
保
つ
な
ど
の
特
性
に
配
慮
し
た

パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
の
設
置
、
柔
軟
な
時
間
勤
務
、
サ
ポ
ー
ト
役
（
世
話
役
）
の

選
定
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
、
耳
栓
の
用
意
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
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⑤　

キ
ャ
リ
ア
形
成

　

評
価
は
職
務
遂
行
面
と
し
て
担
当
職
務
の
「
役
割
」「
難
易
度
」「
遂
行
状
況
」

に
つ
い
て
Ｓ
・
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
の
五
ラ
ン
ク
で
行
う
。
執
務
態
度
等
定
性
面

と
し
て
「
執
務
態
度
・
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
」
等
職
場
環
境
の
維
持
・
向
上
へ
の

貢
献
度
に
よ
り
決
定
し
て
Ｓ
・
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
の
五
ラ
ン
ク
で
評
価
し
て
い

る
。
グ
ル
ー
プ
長
が
一
次
評
価
す
る
こ
と
で
定
性
的
な
面
も
重
視
し
て
い
る
。

　

管
理
職
の
階
層
と
し
て
、
ト
レ
ー
ナ
・
エ
キ
ス
パ
ー
ト
、
グ
ル
ー
プ
長
・
グ

ル
ー
プ
長
補
佐
、
課
長
・
担
当
課
長
・
課
長
代
理
、
障
害
特
性
よ
り
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
が
苦
手
な
社
員
に
は
専
任
プ
レ
ー
ヤ
ー
一
級
〜
五
級
と
い
う
専
門
職
リ
ー

ダ
ー
の
階
層
も
制
度
化
し
て
い
る
。

⑥　

今
後
に
向
け
て

　

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
整
備
す
る
な
ど
、
地
域
の
企
業
や
自
治
体
と
連
携

し
、
地
方
都
市
で
の
雇
用
を
推
進
す
る
。
社
員
の
高
齢
化
に
と
も
な
う
障
害
の

重
度
化
等
に
よ
り
通
勤
が
困
難
に
な
る
人
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
。
通
勤
が
困

難
な
環
境
・
障
害
特
性
が
あ
る
人
の
雇
用
が
可
能
に
な
る
よ
う
な
体
制
を
構
築

す
る
た
め
に
可
能
な
限
り
テ
レ
ワ
ー
ク
が
可
能
な
業
務
を
増
や
す
こ
と
を
検
討

し
て
い
る
。

　

Ａ
損
害
保
険
会
社
、
Ｂ
生
命
保
険
会
社
と
も
に
、
本
業
に
直
接
関
係
す
る
業

務
を
業
務
発
注
部
門
と
密
接
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら
遂
行

し
、障
害
の
あ
る
社
員
の
ス
キ
ル
を
高
め
業
務
の
量
と
質
を
向
上
さ
せ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
発
注
部
門
か
ら
髙
評
価
を
受
け
て
い
る
。
障
害
特
性

に
応
じ
た
配
慮
を
行
い
、
障
害
の
あ
る
労
働
者
の
仕
事
の
能
力
を
引
き
出
し
戦

力
化
し
て
い
る
。
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
「
多
様
な
人
材
を
組
織

に
組
み
込
み
、
パ
ワ
ー
バ
ラ
ン
ス
を
変
革
し
、
戦
略
的
に
組
織
変
革
を
行
う
こ

と
で
あ
る
」
と
定
義
す
る
と
、
Ａ
損
害
保
険
会
社
、
Ｂ
生
命
保
険
会
社
は
、
精

神
障
害
と
発
達
障
害
と
い
う
こ
れ
ま
で
雇
用
が
進
ん
で
い
な
か
っ
た
障
害
特
性

を
も
つ
人
材
を
合
理
的
配
慮
に
よ
り
組
織
の
一
員
と
し
て
そ
の
力
を
引
き
出
し

て
い
る
点
や
、
新
た
な
部
門
を
立
ち
上
げ
、
テ
レ
ワ
ー
ク
を
進
め
る
変
革
の
実

行
に
よ
り
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
実
践
し
て
い
る
と
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

近
年
は
こ
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
、
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
、
そ
し
て
エ
ク
イ
テ
ィ
と
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
の
三
つ
の
視
点
（
Ｄ
Ｅ
Ｉ

―D
iversity, E

quity, Inclusion

）
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。

　

と
く
に
エ
ク
イ
テ
ィ
（E

quity

）
は
、
誰
に
で
も
同
量
の
リ
ソ
ー
ス
を
配
分

す
る
平
等
の
意
味
で
あ
る
エ
ク
オ
リ
テ
ィ
（E

quality

）
と
は
異
な
る
。
ダ

イ
バ
ー
シ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
い
て
エ
ク
イ
テ
ィ
（E

quity

）
は
、
多

様
な
背
景
が
あ
る
個
人
や
集
団
の
公
平
性
を
担
保
す
る
た
め
に
必
要
な
調
整

を
行
い
、
個
人
や
グ
ル
ー
プ
の
状
況
に
合
致
し
た
環
境
を
整
え
る
こ
と
で
、

そ
れ
ぞ
れ
が
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発
揮
で
き
る
と
す
る
考
え
方
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
考
え
方
は
、
障
害
者
雇
用
に
お
け
る
合
理
的
配
慮
（R

easonable 
accom

m
odation

）
に
も
繋
が
る
視
点
で
あ
る
。
そ
し
て
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン

（Inclusion

）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
多
様
性
が
尊
重
さ
れ
た
う
え
で
、
多
様
な
背

景
が
あ
る
メ
ン
バ
ー
が
組
織
に
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
所
属
す
る
組
織
に
貢
献

で
き
る
状
況
に
あ
る
こ
と
を
意
味
し
、
障
害
者
雇
用
に
お
い
て
も
め
ざ
す
姿
で

あ
る
。
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第
四
章　

障
害
者
雇
用
の
今
後
に
向
け
て

１　

�

障
害
者
雇
用
促
進
法
二
二
年
改
正
法�

�

―
雇
用
施
策
と
福
祉
施
策
の
さ
ら
な
る
連
携
強
化
を
め
ざ
し
て

⑴　

背
景
と
法
改
正
に
向
け
て
の
経
緯

　

雇
用
と
福
祉
施
策
の
連
携
が
な
ぜ
障
害
者
雇
用
に
お
い
て
あ
ら
た
め
て
問
わ

れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
や
Ｉ
Ｔ
バ
ブ
ル
と
そ
の
崩
壊
を
経

な
が
ら
も
一
時
は
戦
後
最
大
と
も
言
わ
れ
た
長
期
の
景
気
拡
大
を
反
映
し
て
二

〇
〇
〇
年
代
以
降
、
障
害
者
雇
用
も
一
貫
し
て
拡
大
し
て
き
た
。
そ
の
背
景
と

し
て
今
日
の
福
祉
施
策
と
雇
用
施
策
に
近
年
の
立
法
が
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与

え
た
。
福
祉
領
域
に
お
い
て
は
、
〇
五
年
の
障
害
者
自
立
支
援
法
の
制
定
で
あ

る
。
こ
れ
に
よ
り
身
体
障
害
者
・
知
的
障
害
者
・
精
神
障
害
者
と
障
害
種
別
ご

と
に
異
な
る
法
律
で
規
定
さ
れ
て
き
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
公
費
で
賄
わ
れ
て
き

た
医
療
費
な
ど
が
共
通
の
制
度
と
し
て
再
構
築
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の

後
、
障
害
者
総
合
支
援
法
に
お
い
て
も
就
労
に
関
わ
る
施
策
に
つ
い
て
障
害
種

別
ご
と
で
は
な
く
共
通
し
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
が
構
築
さ
れ
、「
就
労
継
続
支

援
A
型
事
業
」、「
就
労
継
続
支
援
B
型
支
援
事
業
」
お
よ
び
「
就
労
移
行
支
援

事
業
」
と
し
て
提
供
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
障
害
者
自
立
支
援
法
の
立
法
趣

旨
に
照
ら
し
て
、
こ
の
頃
か
ら
雇
用
施
策
と
福
祉
施
策
の
連
携
を
進
め
、
よ
り

就
労
を
意
識
し
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
と
さ
ら
に
そ
の
先
の
雇
用
へ
の
移
行
が

政
策
目
標
と
し
て
表
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

雇
用
領
域
に
お
い
て
は
、
一
三
年
の
障
害
者
雇
用
促
進
法
の
改
正
で
あ
る
。

改
正
法
に
よ
っ
て
、
障
害
者
基
本
法
の
障
害
者
の
定
義
と
整
合
す
る
よ
う
に
障

害
者
雇
用
促
進
法
の
障
害
者
の
定
義
も
「
発
達
障
害
」
と
「
そ
の
他
の
心
身
の

機
能
の
障
害
」
と
記
さ
れ
た
。
ま
た
、
法
律
の
名
称
が
障
害
者
雇
用
促
進
法
と

な
っ
た
一
九
八
七
年
改
正
法
の
頃
か
ら
長
ら
く
懸
案
と
さ
れ
て
き
た
精
神
障
害

者
の
雇
用
の
義
務
化
が
な
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
身
体
障
害
者
、
知
的
障
害

者
お
よ
び
精
神
障
害
者
が
雇
用
施
策
と
福
祉
施
策
に
お
い
て
原
則
と
し
て
同
一

の
制
度
の
対
象
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
発
達
障
害
者
、
難
病
患
者
等
が
一
部
の

雇
用
施
策
の
対
象
と
な
り
、
障
害
の
範
囲
の
拡
大
も
な
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
差

別
禁
止
・
合
理
的
配
慮
提
供
義
務
が
事
業
主
等
に
課
さ
れ
た
こ
と
は
、
こ
れ
ま

で
企
業
等
の
経
営
活
動
に
お
い
て
雇
用
管
理
の
一
部
と
し
て
な
さ
れ
て
き
た
障

害
特
性
を
勘
案
し
た
環
境
調
整
や
仕
事
へ
の
配
置
な
ど
の
障
害
者
雇
用
の
実
務

に
お
い
て
、
あ
ら
た
め
て
障
害
者
が
そ
の
能
力
を
発
揮
す
る
た
め
の
視
点
に
立

ち
、
障
害
の
あ
る
労
働
者
の
ニ
ー
ズ
を
ふ
ま
え
、
状
況
や
環
境
の
変
化
に
応
じ

て
絶
え
ず
刷
り
合
わ
せ
を
行
い
、
仕
事
や
職
場
の
環
境
を
調
整
し
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

障
害
者
雇
用
の
対
象
の
拡
大
に
よ
る
新
た
な
支
援
ニ
ー
ズ
、
福
祉
施
策
に
お

け
る
就
労
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
広
が
り
と
携
わ
る
人
材
の
背
景
の
多
様
性
、
雇
用

の
進
展
に
と
も
な
う
職
域
拡
大
の
必
要
性
や
多
様
な
働
き
方
へ
の
ニ
ー
ズ
、
雇

用
労
働
者
の
高
齢
化
の
問
題
な
ど
障
害
者
雇
用
に
お
け
る
課
題
に
対
応
す
る
た

め
に
、
雇
用
施
策
と
福
祉
施
策
の
連
携
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
あ
ら
た
め
て
検

討
し
て
い
く
時
期
が
到
来
し
た
。

　

折
し
も
厚
生
労
働
省
に
お
い
て
二
〇
年
一
一
月
に
は
「
障
害
者
雇
用
・
福
祉

施
策
の
連
携
強
化
に
関
す
る
検
討
会
」（
以
下
、検
討
会
）
が
設
置
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
、
筆
者
も
構
成
員
と
し
て
関
わ
る
機
会
を
得
た
。
検
討
会
は
、
厚
生
労
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働
省
大
臣
官
房
高
齢
・
障
害
者
雇
用
開
発
審
議
官
及
び
社
会
・
援
護
局
障
害
保

健
福
祉
部
長
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
策
に
関
わ
る
有
識
者
等
を
構
成
員
と
し
て
立

ち
上
げ
た
も
の
で
、「
雇
用
施
策
担
当
で
あ
る
職
業
安
定
局
（
障
害
者
雇
用
分
科

会
）」
と
「
福
祉
施
策
担
当
で
あ
る
障
害
保
健
福
祉
部
（
障
害
者
部
会
）」
に
よ

る
省
内
組
織
の
枠
組
み
を
越
え
た
画
期
的
な
議
論
の
場
で
あ
っ
た
。
検
討
会
で

論
点
の
整
理
が
行
わ
れ
た
後
、以
下
三
つ
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
、「
障
害
者

の
就
労
能
力
等
の
評
価
の
在
り
方
に
関
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
：
第
一

W
G
」、「
障
害
者
就
労
を
支
え
る
人
材
の
育
成
・
確
保
に
関
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
：
第
二
W
G
」、「
障
害
者
の
就
労
支
援
体
系
の
在
り
方
に
関
す
る

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
：
第
三
W
G
」
に
よ
り
主
要
な
論
点
に
つ
い
て
よ
り
集

中
的
に
議
論
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

　
「
障
害
者
雇
用
・
福
祉
施
策
の
連
携
強
化
に
関
す
る
検
討
会
報
告
書
」
は
、二

一
年
六
月
に
取
り
ま
と
め
ら
れ
、
障
害
者
雇
用
・
福
祉
施
策
の
連
携
強
化
を
図

る
と
い
う
観
点
か
ら
就
労
支
援
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
、

「『
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共
に
働
く
社
会
』
を
目
指
し
、
多
様
な
働
き
方

が
広
が
る
中
、障
害
者
本
人
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
上
で
、『
一
般
就
労
』
の
実

現
と
そ
の
質
の
向
上
に
向
け
て
、
障
害
者
本
人
や
企
業
等
、
地
域
の
就
労
支
援

機
関
を
含
む
す
べ
て
の
関
係
者
が
最
大
限
努
力
す
る
こ
と
」
と
整
理
し
た
。
そ

の
後
、
二
一
年
一
一
月
か
ら
労
働
政
策
審
議
会
障
害
者
雇
用
分
科
会
に
お
い
て

議
論
が
な
さ
れ
、
二
二
年
六
月
に
労
働
政
策
審
議
会
障
害
者
雇
用
分
科
会
意
見

書
（
以
下
、
分
科
会
意
見
書
）
と
し
て
「
今
後
の
障
害
者
雇
用
施
策
の
充
実
強

化
に
つ
い
て
」
が
出
さ
れ
た
。
意
見
書
で
は
障
害
者
雇
用
促
進
法
の
改
正
の
た

め
の
方
向
性
が
示
さ
れ
た
。
二
二
年
一
二
月
の
法
改
正
に
関
し
て
ポ
イ
ン
ト
を

絞
り
整
理
し
よ
う
。

⑵　

雇
用
の
質
の
向
上
の
た
め
の
事
業
主
の
責
務
の
明
確
化

　

改
正
障
害
者
雇
用
促
進
法
の
第
五
条
は
、
左
記
の
よ
う
に
雇
用
の
質
の
た
め

の
事
業
主
の
責
務
を
明
確
化
し
た
。

　
「
全
て
事
業
主
は
、
障
害
者
の
雇
用
に
関
し
、
社
会
連
帯
の
理
念
に
基
づ
き
、
障
害
者
で
あ

る
労
働
者
が
有
為
な
職
業
人
と
し
て
自
立
し
よ
う
と
す
る
努
力
に
対
し
て
協
力
す
る
責
務
を

有
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
有
す
る
能
力
を
正
当
に
評
価
し
、
適
当
な
雇
用
の
場
を
与
え

る
と
と
も
に
適
正
な
雇
用
管
理
並
び
に
職
業
能
力
の
開
発
及
び
向
上
に
関
す
る
措
置
を
行
う

こ
と
に
よ
り
そ
の
雇
用
の
安
定
を
図
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」（
傍
線
は
筆
者
）

　

こ
れ
ま
で
の
「
能
力
の
正
当
な
評
価
」、「
適
当
な
雇
用
の
場
の
確
保
」、「
適

正
な
雇
用
管
理
」
に
加
え
て
「
職
業
能
力
の
開
発
及
び
向
上
に
関
す
る
措
置
」

が
明
文
化
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
厚
生
労
働
省
が
事
業
主
向
け
に
ま
と
め
た
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
『
障
害
者
が
活
躍
で
き
る
職
場
づ
く
り
の
た
め
の
望
ま
し
い
取
組
の

ポ
イ
ン
ト
』
で
は
以
下
の
四
点
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

・ 

障
害
の
あ
る
方
が
そ
の
特
性
や
希
望
に
応
じ
て
能
力
を
発
揮
で
き
る
業
務
の
提
供

・ 

雇
入
れ
後
も
、
職
域
開
発
や
業
務
の
選
定
を
通
じ
て
多
様
な
業
務
に
取
り
組
む
機
会
、
特

性
を
生
か
し
そ
の
能
力
を
発
揮
す
る
機
会
の
提
供

・ 

障
害
者
本
人
の
希
望
、
能
力
等
を
踏
ま
え
た
業
務
目
標
の
設
定
、
業
務
実
績
等
を
踏
ま
え

た
人
事
評
価
、
そ
の
結
果
に
基
づ
く
待
遇
の
実
施

・ 

キ
ャ
リ
ア
形
成
の
視
点
を
踏
ま
え
た
継
続
的
な
能
力
開
発
・
向
上
の
機
会
の
提
供

⑶　

と
く
に
短
い
時
間
で
働
く
労
働
者
の
雇
用
機
会
の
拡
大

　

週
所
定
労
働
時
間
が
二
〇
時
間
以
上
三
〇
時
間
未
満
の
精
神
障
害
の
あ
る
短

時
間
労
働
者
で
雇
入
れ
か
ら
三
年
以
内
の
人
ま
た
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
取
得
か
ら
三
年
以
内
の
人
か
つ
、
二
三
年
三
月
三
一
日
ま
で
に
雇
用
さ
れ
精
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神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
取
得
し
た
人
に
つ
い
て
、
従
来
の
〇
・
五
か
ら
一

カ
ウ
ン
ト
と
す
る
「
精
神
障
害
者
で
あ
る
短
時
間
労
働
者
の
雇
用
率
算
定
に
係

る
特
例
」
が
二
三
年
四
月
一
日
か
ら
省
令
改
正
に
よ
り
延
長
さ
れ
る
。
前
述
し

た
条
件
に
か
か
わ
ら
ず
「
当
面
の
間
」
一
人
を
も
っ
て
一
人
と
カ
ウ
ン
ト
さ
れ

る
（
第
2
表
参
照
）。

　

企
業
が
実
雇
用
率
を
計
算
す
る
際
に
カ
ウ
ン
ト
で
き
る
の
は
週
所
定
労
働
時

間
が
二
〇
時
間
以
上
の
労
働
者
だ
け
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
障
害
者
雇
用
促
進
法

第
一
条
（
目
的
）
に
お
い
て
、「
障
害
者
が
そ
の
能
力
に
適
合
す
る
職
業
に
就
く

こ
と
等
を
通
じ
て
そ
の
職
業
生
活
に
お
い
て
自
立
す
る
こ
と
を
促
進
す
る
た
め

の
措
置
を
総
合
的
に
講
じ
、
も
つ
て
障
害
者
の
職
業
の
安
定
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
」と
あ
る
よ
う
に
、二
〇
時
間
未
満
の
著
し
く
短
い
労
働
時
間
で「
職

業
生
活
に
お
い
て
自
立
す
る
」
と
言
え
る
の
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
視
点
に
た
っ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

職
業
的
自
立
を
促
進
す
る
観
点
か
ら
は
、
や
は
り
週
二
〇
時
間
以
上
の
雇
用

の
実
現
を
障
害
の
あ
る
人
、
事
業
主
、
支
援
機
関
そ
れ
ぞ
れ
が
め
ざ
す
こ
と
が

望
ま
し
い
こ
と
か
ら
、
雇
用
す
る
週
二
〇
時
間
未
満
の
障
害
の
あ
る
人
は
雇
用

義
務
の
対
象
と
し
な
い
。
す
な
わ
ち
、
障
害
者
法
定
雇
用
率
の
算
定
式
（
第
1

表
）の
分
子
に
週
二
〇
時
間
未
満
の
障
害
の
あ
る
人
の
デ
ー
タ
を
算
入
し
な
い
。

た
だ
し
、
二
四
年
四
月
一
日
か
ら
週
二
〇
時
間
未
満
の
障
害
の
あ
る
人
を
企
業

が
雇
用
し
た
場
合
、
自
社
の
実
雇
用
率
を
算
定
す
る
際
に
は
カ
ウ
ン
ト
で
き
る

よ
う
に
な
る
。

　

障
害
者
雇
用
促
進
法
の「
特
定
短
時
間
労
働
者
等
に
関
す
る
特
例
」（
第
六
九

条
・
七
〇
条
）
は
、
週
所
定
労
働
時
間
一
〇
時
間
以
上
二
〇
時
間
未
満
で
働
く

特
定
短
時
間
労
働
者
等
（
重
度
の
身
体
障
害
の
あ
る
人
、
重
度
の
知
的
障
害
の

あ
る
人
、
精
神
障
害
の
あ
る
人
）
を
対
象
と
し
た
算
定
特
例
で
あ
る
。
障
害
特

性
に
よ
り
長
時
間
の
勤
務
が
難
し
い
障
害
の
あ
る
人
の
雇
用
機
会
を
拡
大
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
と
く
に
短
い
時
間
（
週
所
定
労
働

時
間
が
一
〇
時
間
以
上
二
〇
時
間
未
満
）
で
働
く
重
度
身
体
障
害
の
あ
る
人
、

重
度
知
的
障
害
の
あ
る
人
、
精
神
障
害
の
あ
る
人
を
雇
用
し
た
場
合
、
特
例
的

な
取
扱
い
と
し
て
、
実
雇
用
率
を
算
定
す
る
際
に
、
一
人
を
も
っ
て
〇
・
五
人

と
算
定
で
き
る
よ
う
に
な
る
（
第
2
表
参
照
）。

⑷　

障
害
者
雇
用
の
質
を
高
め
る
た
め
に

　

障
害
者
雇
用
納
付
金
制
度
は
障
害
者
の
雇
用
に
と
も
な
う
事
業
主
間
の
経
済

的
負
担
を
調
整
し
て
、
雇
用
を
促
進
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
が
、
現
行
の
運

用
で
は
、
納
付
金
か
ら
の
支
出
の
大
半
が
障
害
者
雇
用
の
数
を
評
価
す
る
調
整

金
や
報
奨
金
と
な
っ
て
お
り
、
雇
用
の
質
の
向
上
に
取
り
組
む
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
に
振
り
向
け
る
仕
組
み
や
、
障
害
の
あ
る
労
働
者
を
一
人
も
雇
用
し
た
経
験

が
な
い
、
い
わ
ゆ
る
「
ゼ
ロ
企
業
」
の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
形
に
な
っ
て
い

な
い
。
第
一
章
第
1
節
⑵
で
ふ
れ
た
が
、
今
回
の
改
正
で
障
害
者
雇
用
調
整
金

お
よ
び
報
奨
金
は
、
事
業
主
が
一
定
数
を
超
え
て
障
害
者
を
雇
用
す
る
場
合
、

そ
の
超
過
人
数
分
の
支
給
額
の
調
整
が
行
わ
れ
る
（
第
五
〇
条
）。

　

二
六
年
に
向
け
て
障
害
者
雇
用
率
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
と
も
な
い
、

法
定
雇
用
率
の
対
象
と
な
る
事
業
主
の
範
囲
が
拡
大
す
る
。
よ
り
従
業
員
数
の

少
な
い
企
業
で
障
害
者
雇
用
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
る
が
、
こ
う
し
た
企
業
や

「
ゼ
ロ
企
業
」が
障
害
者
を
雇
入
れ
る
時
や
雇
用
の
継
続
に
関
す
る
相
談
支
援
等

に
対
応
で
き
る
助
成
金
が
新
設
さ
れ
る
。第
二
章
第
2
節
⑴
で
ふ
れ
た
よ
う
に
、

障
害
者
雇
用
相
談
援
助
事
業
は
、
障
害
者
雇
用
に
関
す
る
豊
富
な
経
験
や
ノ
ウ

ハ
ウ
を
有
し
た
事
業
者
が
都
道
府
県
労
働
局
長
の
認
定
を
受
け
て
、
初
め
て
障

害
者
雇
用
を
行
う
企
業
や
雇
用
の
継
続
の
た
め
に
伴
走
型
の
相
談
支
援
を
行
う
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も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
加
齢
に
と
も
な
っ
て
生
じ
る
心
身
の
変
化
に
よ
り
こ
れ
ま
で
の
環
境

で
は
就
業
が
困
難
に
な
っ
た
障
害
の
あ
る
労
働
者
の
雇
用
の
継
続
の
た
め
に
、

必
要
な
設
備
の
設
置
や
職
務
を
転
換
す
る
た
め
の
研
修
な
ど
の
能
力
開
発
な
ど

に
助
成
す
る
中
高
年
齢
等
障
害
者
職
場
適
応
助
成
金
も
新
設
さ
れ
る
。
既
存
の

助
成
金
（
障
害
者
介
助
等
助
成
金
、
職
場
適
応
援
助
者
助
成
金
等
）
の
拡
充
等

も
二
四
年
四
月
一
日
よ
り
開
始
と
な
る
。

⑸　

障
害
者
雇
用
施
策
と
福
祉
施
策
の
更
な
る
連
携
強
化
へ

　

二
二
年
改
正
障
害
者
雇
用
促
進
法
で
障
害
者
雇
用
施
策
と
福
祉
施
策
の
更
な

る
連
携
強
化
を
反
映
し
て
い
る
の
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
障
害
者
職
業
セ
ン

タ
ー
と
の
連
携
等
を
定
め
た
第
一
二
条
、
障
害
者
職
業
総
合
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
定
め
て
い
る
第
二
〇
条
で
あ
る
。
第
二
〇
条
で
は
障
害
者
職
業
総
合
セ
ン

タ
ー
が
職
業
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
技
術
的
事
項
に
つ
い
て
の
助

言
、
指
導
、
研
修
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
対
象
と
し
て
就
労
選
択
支
援
が
明
記

さ
れ
た
。

　

法
改
正
に
向
け
た
議
論
は
⑴
で
紹
介
し
た
検
討
会
の
も
と
に
設
置
さ
れ
た

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
Ｗ
Ｇ
）
で
な
さ
れ
た
。
第
一
Ｗ
Ｇ
で
の
ア
セ
ス
メ
ン

ト
（
障
害
者
の
ニ
ー
ズ
の
把
握
と
就
労
能
力
や
適
性
の
評
価
）
の
あ
り
方
に
関

す
る
議
論
や
、
筆
者
も
参
画
し
た
第
三
Ｗ
Ｇ
で
の
障
害
者
の
就
労
支
援
体
系
の

あ
り
方
の
検
討
に
お
い
て
、
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
の
基
幹
型
の

機
能
と
し
て
、
地
域
の
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
、
充
実
に
つ
い
て
議
論
が

報
告
書
に
ま
と
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
分
科
会
意
見
書
に
お
い
て
は
、
ア
セ
ス
メ

ン
ト
強
化
、
地
域
の
就
労
支
援
機
関
の
役
割
分
担
が
示
さ
れ
て
い
る
（
巻
頭
色

刷
り
第
5
図
「
今
後
の
地
域
の
関
係
機
関
の
連
携
イ
メ
ー
ジ
」
を
参
照
）。

　

分
科
会
意
見
書
は
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
強
化
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
方
向
性

を
示
し
た
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
は
、
障
害
者
総
合
支
援
法
で
創
設
さ
れ

る
就
労
選
択
支
援
の
就
労
ア
セ
ス
メ
ン
ト
（
当
事
者
の
就
労
能
力
や
適
性
の
客

観
的
な
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、当
事
者
と
協
同
し
て
就
労
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
、

強
み
や
職
業
上
の
課
題
を
明
ら
か
に
し
、
就
労
に
当
た
っ
て
必
要
な
支
援
や
配

慮
を
整
理
す
る
こ
と
）
を
利
用
し
た
障
害
の
あ
る
人
に
対
し
、
そ
の
結
果
を
参

考
に
職
業
指
導
等
を
実
施
す
る
。改
正
法
の
第
一
二
条
に
お
い
て
、ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
と
障
害
者
職
業
セ
ン
タ
ー
は
、
就
労
選
択
支
援
を
受
け
た
障
害
の
あ
る
人
か

ら
就
労
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
結
果
の
提
供
を
受
け
た
場
合
、
そ
の
結
果
を
参
考
と

し
て
適
性
検
査
、
職
業
指
導
等
を
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
（
巻

頭
色
刷
り
第
6
図
「
就
労
選
択
の
基
本
プ
ロ
セ
ス
」
を
参
照
）。

　

障
害
者
の
就
労
支
援
（
就
労
系
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
含
む
）
に
従
事
す
る
人
材

に
対
す
る
福
祉
分
野
と
雇
用
分
野
（
労
働
関
係
法
規
、
企
業
に
対
す
る
支
援
、

雇
用
管
理
・
定
着
支
援
等
に
関
す
る
知
識
・
ス
キ
ル
）
の
知
識
・
ス
キ
ル
を
横

断
的
に
身
に
付
け
る
た
め
の
基
礎
的
研
修
実
施
を
通
じ
た
専
門
人
材
の
育
成
強

化
は
、
第
二
Ｗ
Ｇ
で
議
論
が
な
さ
れ
た
。
分
科
会
意
見
書
で
は
、
専
門
人
材
の

研
修
体
系
が
整
理
さ
れ
て
い
る
。
二
二
年
四
月
か
ら
職
場
適
応
援
助
者
の
育

成
・
確
保
に
関
す
る
作
業
部
会
に
お
い
て
、
職
場
適
応
援
助
者
（
ジ
ョ
ブ
コ
ー

チ
）
の
研
修
の
あ
り
方
や
人
材
確
保
の
た
め
に
国
家
資
格
を
含
め
た
資
格
化
に

つ
い
て
の
議
論
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
二
三
年
六
月
か
ら
は
就
業
支
援
担

当
者
研
修
等
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
作
成
に
関
す
る
作
業
部
会
に
お
い
て
、
障
害
者

就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
の
就
業
支
援
担
当
者
の
能
力
開
発
体
系
に
つ
い
て

検
討
が
続
い
て
い
る
。

　

障
害
の
あ
る
人
を
中
心
に
雇
用
施
策
と
福
祉
施
策
の
制
度
を
横
断
し
た
シ
ー

ム
レ
ス
な
体
制
で
雇
用
に
向
け
た
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
障
害
の
あ
る
人
の
仕
事
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と
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
防
ぎ
、
よ
り
充
実
し
た
職
業
人
生
を
お
く
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
な
支
援
体
制
が
整
い
つ
つ
あ
る
。
そ
し
て
、
障
害
者
雇
用
促
進
法
第
七

条
に
も
と
づ
く
新
た
な
「
障
害
者
雇
用
対
策
基
本
方
針
」
が
二
三
年
三
月
三
一

日
に
厚
生
労
働
省
か
ら
告
示
さ
れ
て
い
る
（
方
針
の
運
用
期
間
は
二
三
〜
二
七

年
）。
同
指
針
は
、
今
後
の
障
害
者
雇
用
施
策
の
方
向
性
を
示
し
た
も
の
で
あ

り
、
民
間
企
業
に
お
い
て
は
特
に
第
三
「
事
業
主
が
行
う
べ
き
雇
用
管
理
に
関

し
て
指
針
と
な
る
べ
き
事
項
」
を
計
画
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

２　

障
害
者
雇
用
と
労
働
組
合

⑴　

労
働
組
合
を
対
象
と
し
た
障
害
者
雇
用
に
関
す
る
調
査

　

職
場
の
中
で
少
数
派
と
な
っ
て
い
る
障
害
の
あ
る
労
働
者
と
労
働
組
合
の
関

わ
り
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
省
み
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
視
点

で
あ
る
。
労
使
関
係
に
関
し
て
膨
大
な
先
行
研
究
の
蓄
積
が
あ
る
が
、
専
ら
労

使
関
係
に
お
け
る
ル
ー
ル
や
制
度
、
労
働
組
合
の
組
織
化
な
ど
に
つ
い
て
論
じ

ら
れ
て
き
た
。
そ
こ
で
の
主
た
る
労
働
者
は
、
男
性
正
社
員
で
あ
り
、
労
働
組

合
は
男
性
正
社
員
が
家
族
を
養
え
る
賃
金
を
確
保
す
る
こ
と
と
男
性
正
社
員
の

雇
用
の
安
定
に
力
点
を
お
い
て
き
た
。
労
働
者
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
に
対
し
て

の
労
働
組
合
の
立
ち
位
置
に
つ
い
て
、
人
員
構
成
や
力
関
係
の
偏
り
か
ら
説
明

し
て
い
る
研
究
は
多
数
存
在
す
る
。
日
本
に
お
い
て
は
、
労
働
組
合
で
女
性
の

参
画
が
進
ま
な
い
理
由
（
相
対
的
に
短
い
勤
続
年
数
に
よ
り
組
合
リ
ー
ダ
ー
ま

で
育
ち
に
く
い
、
家
庭
と
の
両
立
が
難
し
い
な
ど
）
や
女
性
役
員
の
登
用
の
必

要
性
を
指
摘
し
て
い
る
研
究
も
多
い
。
労
働
組
合
に
お
い
て
は
少
数
派
で
あ
る

非
正
規
労
働
者
の
組
織
化
に
つ
い
て
も
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
て
い
る
。

　

連
合
総
合
生
活
開
発
研
究
所
（
以
下
、
連
合
総
研
）
は
、
高
齢
者
、
女
性
、

障
害
者
、
外
国
人
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
な
ど
多
様
な
背
景
の
人
材
が
雇
用
の

場
で
そ
の
能
力
を
発
揮
で
き
る
環
境
を
整
え
て
い
く
こ
と
へ
の
理
解
の
醸
成
が

必
要
で
あ
る
と
す
る
問
題
意
識
の
も
と
、
一
八
年
度
に
「
障
害
者
の
更
な
る
雇

用
促
進
・
職
場
定
着
に
向
け
た
課
題
と
労
働
組
合
の
役
割
に
関
す
る
調
査
研
究

委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
た
。
同
調
査
研
究
委
員
会
は
、
八
単
組
と
二
産
別
へ
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
実
施
し
、
二
二
年
八
月
に
『
障
害
者
雇
用
と
労
働
組
合

―
障
害
者
の
更
な
る
雇
用
促
進
と
職
場
定
着
に
向
け
た
課
題
と
労
働
組
合
の
役

割
に
関
す
る
調
査
研
究
委
員
会
報
告
書
―
』
を
筆
者
が
主
査
と
し
て
取
り
ま
と

め
た
。
詳
し
く
は
同
報
告
書
を
参
照
さ
れ
た
い
。
こ
こ
で
は
見
出
さ
れ
た
結
果

の
う
ち
で
と
く
に
注
目
す
る
点
に
つ
い
て
概
要
を
紹
介
す
る
。

⑵　

職
場
定
着
へ
の
貢
献
に
期
待

　

障
害
者
雇
用
に
お
い
て
労
働
組
合
が
果
た
し
て
い
る
役
割
と
し
て
注
目
さ
れ

る
の
は
、
労
働
組
合
で
伝
統
的
に
行
わ
れ
て
き
た
「
職
場
活
動
」「
世
話
役
活

動
」
で
あ
る
。
例
え
ば
、
支
部
が
日
常
の
世
話
役
活
動
の
一
環
と
し
て
、
苦
情

の
相
談
、
悩
み
の
相
談
対
応
を
行
っ
て
い
る
が
、
組
合
員
以
外
（
障
害
の
あ
る

労
働
者
な
ど
）
の
相
談
に
も
対
応
し
、
草
の
根
の
声
も
拾
い
上
げ
、
誰
も
が
安

心
し
て
働
け
る
職
場
作
り
に
役
立
て
て
い
る
。
あ
る
い
は
人
事
と
の
間
に
立
っ

て
、
中
立
な
立
場
を
取
り
な
が
ら
も
社
員
の
言
葉
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
人
事

に
伝
え
、
常
日
頃
か
ら
接
し
て
知
っ
て
い
る
社
員
の
状
況
を
考
慮
し
な
が
ら
人

事
の
考
え
を
わ
か
る
よ
う
に
伝
え
る
「
交
通
整
理
」
の
役
割
も
確
認
さ
れ
た
。

　

協
調
的
な
労
使
関
係
の
な
か
で
、
こ
う
し
た
丁
寧
で
地
道
な
活
動
は
、
会
社

と
社
員
の
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
に
な
り
、
結
局
は
社
員
に
と
っ
て
そ

の
後
の
働
き
や
す
さ
を
も
た
ら
す
こ
と
に
つ
な
が
る
。
厚
生
労
働
省
「
平
成
二
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五
年
度
障
害
者
雇
用
実
態
調
査
」
に
よ
れ
ば
、
精
神
障
害
の
あ
る
労
働
者
の
離

職
理
由
は
、
職
場
の
雰
囲
気
・
人
間
関
係
が
三
三
・
八
％
、
賃
金
、
労
働
条
件

に
不
満
が
二
九
・
七
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

労
働
組
合
の
機
能
を
説
得
的
に
説
明
し
た
の
は
、Hirschm

an

（
一
九
七
〇
）

の
退
出
・
発
言
モ
デ
ル
を
労
使
関
係
に
用
い
たFreem

an and M
edoff（

一
九

八
四
）
が
あ
る
。
労
働
組
合
の
機
能
で
あ
る
現
場
の
声
を
経
営
に
届
け
る
「
発

言
」
が
、
仕
事
や
職
場
環
境
や
処
遇
に
対
す
る
不
満
や
要
望
に
有
効
で
あ
る
な

ら
ば
発
言
し
、
そ
う
で
な
い
な
ら
ば
退
出
（
退
職
）
す
る
と
い
う
モ
デ
ル
で
あ

る
。
高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用
支
援
機
構
障
害
者
職
業
総
合
セ
ン
タ
ー
（
二

〇
一
七
）
に
よ
れ
ば
、
一
般
企
業
へ
就
職
し
た
場
合
、
就
職
後
一
年
時
点
の
障

害
別
の
定
着
率
は
、
身
体
障
害
者
六
〇
・
八
％
、
知
的
障
害
者
六
八
・
〇
％
、

精
神
障
害
者
四
九
・
三
％
、
発
達
障
害
者
七
一
・
五
％
で
あ
る
。
障
害
の
あ
る

労
働
者
の
定
着
率
は
高
く
な
い
。
こ
れ
ま
で
専
ら
そ
の
理
由
は
障
害
の
あ
る
労

働
者
の
「
障
害
特
性
」
で
説
明
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
む
ろ
ん
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
困
難
さ
に
よ
る
職
場
で
の
孤
立
や
障
害
や
疾
病
の
進
行
の
影
響

も
小
さ
く
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
職
場
で
圧
倒
的
な
少
数
派
で
あ
る
障
害
の
あ
る
社
員
の
職
場
で
の

悩
み
や
相
談
を
受
け
る
選
択
肢
の
一
つ
に
労
働
組
合
が
あ
れ
ば
、
退
職
に
つ
な

が
る
こ
と
を
未
然
に
防
ぐ
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。Freem

an and 
M

edoff

（
一
九
八
四
）
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
集
団
的
発
言
が
労
働
者
の
離
職
を

低
下
さ
せ
る
モ
デ
ル
は
、
労
働
組
合
の
職
場
巡
回
に
よ
る
相
談
対
応
な
ど
小
さ

な
声
を
掬
い
取
り
上
げ
る
活
動
を
通
じ
て
、
定
着
に
課
題
が
あ
る
障
害
の
あ
る

労
働
者
の
定
着
に
も
合
致
す
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

厚
生
労
働
省
が
五
年
毎
に
実
施
し
て
い
る
一
八
年
六
月
の
「
平
成
三
〇
年
度

障
害
者
雇
用
実
態
調
査
」
に
よ
る
と
、
回
答
企
業
六
一
八
一
社
で
働
く
障
害
を

も
っ
た
労
働
者
の
う
ち
、
正
社
員
（
こ
の
調
査
で
は
「
勤
め
先
で
正
社
員
又
は

正
職
員
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
る
者
」）
の
割
合
を
障
害
種
別
に
み
る
と
、身
体
障

害
者
は
五
二
・
五
％
、
知
的
障
害
者
は
一
九
・
八
％
、
精
神
障
害
者
は
二
五
・

五
％
、
発
達
障
害
者
は
二
二
・
七
％
と
な
っ
て
お
り
、
障
害
の
あ
る
労
働
者
が

正
社
員
で
あ
る
割
合
は
、
最
も
割
合
の
高
い
身
体
障
害
の
あ
る
労
働
者
で
あ
っ

て
も
五
〇
％
強
に
過
ぎ
な
い
。
障
害
特
性
に
よ
り
長
時
間
働
く
こ
と
が
難
し
い

こ
と
な
ど
か
ら
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
と
な
っ
て
い
る
人
も
少
な
く
な
い
障
害

の
あ
る
労
働
者
の
組
織
化
と
と
も
に
、
労
働
組
合
が
果
た
す
障
害
の
あ
る
労
働

者
の
職
場
定
着
に
お
け
る
貢
献
に
つ
い
て
注
目
し
て
い
き
た
い
。

⑶　

�

労
働
組
合
の
障
害
者
施
策�

�

―
電
機
連
合
の
事
例
か
ら

　

電
機
連
合
の
障
害
者
支
援
へ
の
取
り
組
み
は
一
九
七
〇
年
代
か
ら
始
ま
っ
て

い
る
。
電
機
連
合
が
障
害
者
施
策
に
乗
り
出
す
き
っ
か
け
は
、
障
害
児
を
育
て

て
い
る
一
人
の
組
合
員
の
相
談
だ
っ
た
と
い
う
。「
障
が
い
を
持
つ
自
分
の
子
ど

も
に
組
合
は
何
を
し
て
く
れ
る
の
か
」
と
い
う
相
談
が
寄
せ
ら
れ
神
奈
川
地
協

で
議
論
が
開
始
さ
れ
た
。
神
奈
川
地
協
と
し
て
障
害
者
福
祉
活
動
に
取
り
組
む

こ
と
を
機
関
と
し
て
決
定
し
、
県
の
療
育
セ
ン
タ
ー
の
支
援
を
受
け
て
専
任
の

相
談
員
を
神
奈
川
地
協
に
常
駐
さ
せ
る
こ
と
な
ど
一
九
七
二
年
か
ら
活
動
を

行
っ
て
き
た
。
一
九
九
六
年
に
は
卒
業
後
の
進
路
先
を
確
保
す
る
た
め
に
社
会

福
祉
法
人
電
機
神
奈
川
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
設
立
し
、
知
的
障
害
者
の
就
労
支
援

「
ぽ
こ
・
あ
・
ぽ
こ
」を
開
設
し
て
い
る
。
現
在
は
障
害
者
総
合
支
援
法
に
も
と

づ
く
就
労
支
援
施
設
と
障
害
者
雇
用
促
進
法
に
も
と
づ
く
障
害
者
就
業
・
生
活

支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
や
高
齢
者
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
な
ど
地
域
の
福
祉

課
題
に
対
応
す
る
複
数
の
施
設
を
設
置
し
て
い
る
。
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一
九
七
八
年
に
は
「
地
域
社
会
の
中
で
障
害
者
が
自
立
し
、
人
間
ら
し
い
暮

ら
し
が
で
き
る
生
活
（
所
得
）
保
障
の
確
立
」「
働
く
意
思
の
あ
る
す
べ
て
の
障

害
者
に
対
し
、就
労
の
機
会
と
雇
用
の
場
を
保
障
す
る
制
度
の
確
立
」「
い
か
な

る
人
間
に
も
無
限
の
発
達
の
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
教
育
権
の
原
則
の
も
と

に
、
障
害
者
（
児
）
の
教
育
が
可
能
な
限
り
普
通
の
教
育
機
関
の
中
で
行
わ
れ

る
体
制
の
確
立
」「
労
働
生
活
、
教
育
生
活
、
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
日
常
生
活
に

と
っ
て
、
そ
の
環
境
や
施
設
が
不
備
な
る
が
故
に
障
害
者
を
差
別
す
る
こ
と
の

な
い
環
境
の
確
立
及
び
偏
見
と
差
別
か
ら
の
解
放
」
を
謳
っ
た
「
電
機
労
連
の

心
身
障
害
者
対
策
（
基
本
理
念
）」
を
公
表
し
た
。

　

二
二
年
七
月
に
は
、
障
害
者
雇
用
の
取
り
組
み
支
援
と
理
解
促
進
と
障
害

児
・
者
を
家
族
に
も
つ
労
働
者
の
両
立
支
援
を
目
的
と
し
た
「
障
が
い
者
支
援

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
策
定
し
て
い
る
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
副
題
は
「
誰
も
が
い

き
い
き
と
働
き
暮
ら
す
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
」
と
さ
れ
、
社
会
の
な
か

に
あ
る
制
度
や
慣
行
、
観
念
な
ど
に
あ
る
社
会
的
障
壁
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い

く
社
会
モ
デ
ル
の
考
え
方
の
普
及
に
努
め
て
い
る
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
ポ
イ
ン

ト
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

①　

労
使
で
話
し
合
う
場
の
設
置

　

 　

各
企
業
労
使
に
お
い
て
定
期
的
に
協
議
す
る
場
を
設
置
す
る
（
あ
る
い
は
既
存
の
協
議

の
場
に
お
け
る
付
議
事
項
と
す
る
）
こ
と
と
し
て
、
協
議
や
確
認
す
る
項
目
を
具
体
的
に

示
し
て
い
る
。

②　

職
場
の
理
解
促
進

　

 　
「
障
が
い
特
性
や
配
慮
を
テ
ー
マ
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
」「
特
例
子
会
社
や
福
祉
施

設
の
見
学
・
研
修
な
ど
を
通
じ
た
啓
発
機
会
の
提
供
」「
社
内
報
等
を
利
用
し
た
理
解
促

進
」
な
ど
を
通
じ
た
一
過
性
で
は
な
い
継
続
し
た
理
解
促
進
の
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と

を
求
め
て
い
る
。

③　

合
理
的
配
慮
の
提
供

　

 　

労
働
組
合
の
視
点
で
、障
害
の
あ
る
労
働
者
や
職
場
の
関
係
者
（
同
僚
や
指
導
員
な
ど
）

な
ど
か
ら
当
事
者
の
同
意
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
留
意
し
な
が
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
、
実
態
を

把
握
す
る
こ
と
の
重
要
性
と
労
使
の
話
し
合
い
の
場
で
課
題
の
共
有
と
対
策
の
確
認
を
行

い
、
必
要
に
応
じ
て
、
実
施
さ
れ
て
い
る
合
理
的
配
慮
の
内
容
の
見
直
し
・
改
善
を
求
め

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

④　

支
援
体
制
の
整
備

　

 　

障
害
者
雇
用
促
進
法
に
も
と
づ
く
障
害
者
職
業
相
談
員
や
企
業
在
籍
型
職
場
適
応
援
助

者
（
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
）
制
度
の
紹
介
と
こ
れ
ら
を
活
用
し
て
、
休
職
中
や
休
職
か
ら
の
復

帰
時
、
復
帰
後
の
定
着
支
援
体
制
の
整
備
に
つ
い
て
方
向
性
を
示
し
て
い
る
。

⑤　

外
部
機
関
と
の
連
携

　

 　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
地
域
障
害
者
職
業
支
援
セ
ン
タ
ー
、
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー
や
特
別
支
援
学
校
、
医
療
機
関
、
障
害
者
雇
用
に
取
り
組
む
他
の
企
業
な
ど
地
域
の

関
係
機
関
と
連
携
す
る
こ
と
の
重
要
性
に
言
及
し
、
労
使
双
方
が
自
治
体
や
支
援
機
関
が

開
催
す
る
セ
ミ
ナ
ー
や
勉
強
会
に
参
加
し
連
携
を
深
め
る
こ
と
で
課
題
の
解
決
に
必
要
な

知
見
を
得
る
こ
と
を
勧
め
て
い
る
。

⑥　

障
害
児
・
者
を
も
つ
家
族
へ
の
両
立
支
援

　

 　

組
合
員
の
個
別
ニ
ー
ズ
・
事
情
に
つ
い
て
具
体
的
事
例
を
あ
げ
て
、
そ
の
把
握
に
努
め

る
と
と
も
に
、
声
を
あ
げ
ら
れ
な
い
心
情
に
配
慮
し
、
両
立
支
援
が
障
害
児
・
者
を
も
つ

家
族
も
対
象
で
あ
る
こ
と
を
周
知
す
る
こ
と
、
柔
軟
な
働
き
方
・
休
暇
制
度
の
導
入
、
あ

る
い
は
既
存
制
度
（
育
児
・
介
護
休
業
法
な
ど
）
の
拡
充
や
柔
軟
な
運
用
を
会
社
に
求
め

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

二
六
年
に
向
け
て
民
間
企
業
の
障
害
者
法
定
雇
用
率
が
二
・
七
％
に
引
き
上

げ
ら
れ
る
こ
と
や
二
五
年
の
除
外
率
（
注
釈
（
9
）
参
照
）
の
一
律
一
〇
ポ
イ

ン
ト
の
引
き
下
げ
な
ど
が
決
定
し
て
お
り
、
さ
ら
な
る
雇
用
の
促
進
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
厚
生
労
働
省
の
「
障
害
者
雇
用
・
福
祉
施
策
の
連
携
強
化
に
関
す

る
検
討
会
報
告
書
」は
、就
労
支
援
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て「
一

般
就
労
」
の
実
現
と
そ
の
質
の
向
上
に
向
け
て
、
障
害
者
本
人
や
企
業
等
、
地

域
の
就
労
支
援
機
関
を
含
む
す
べ
て
の
関
係
者
が
最
大
限
努
力
す
る
こ
と
、
と
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整
理
し
た
。

　
「
す
べ
て
の
関
係
者
」の
な
か
に
は
労
働
組
合
も
含
ま
れ
て
い
る
。
障
害
者
雇

用
に
つ
い
て
も
労
使
で
取
り
組
む
問
題
で
あ
る
こ
と
、
障
害
の
あ
る
労
働
者
の

な
か
に
は
障
害
特
性
に
よ
り
意
思
表
明
が
難
し
い
人
も
い
る
こ
と
か
ら
意
思
決

定
支
援
を
含
め
て
労
使
で
構
成
す
る
苦
情
処
理
委
員
会
で
の
労
働
組
合
の
役
割

は
障
害
者
雇
用
に
お
い
て
今
後
重
要
に
な
ろ
う
。
労
働
組
合
が
誰
も
が
働
き
や

す
い
職
場
を
追
求
し
よ
う
と
す
る
活
動
の
中
で
、
障
害
者
雇
用
へ
の
関
心
も
高

ま
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

３　

国
連
障
害
者
権
利
委
員
会
に
よ
る
総
括
所
見
と
障
害
者
雇
用

　

障
害
者
権
利
条
約
批
准
に
向
け
た
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
は
第
一
章
で
ふ
れ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
障
害
者
権
利
条
約
の
締
約
国
の
義
務
と
し
て
、
条
約
第
三

五
条
「
条
約
に
基
づ
く
義
務
を
履
行
す
る
た
め
に
と
っ
た
措
置
及
び
こ
れ
ら
の

措
置
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
た
進
歩
に
関
す
る
包
括
的
な
報
告
」
を
国
連
に
設
置

さ
れ
て
い
る
「
障
害
者
の
権
利
に
関
す
る
委
員
会
」（
以
下
、障
害
者
権
利
委
員

会
と
い
う
）に
行
う
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。日
本
の
初
回
報
告
に
対
し
て
、

二
二
年
八
月
二
二
〜
二
三
日
に
ス
イ
ス
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
障
害
者
権
利
委
員
会

に
よ
る
対
日
審
査（
建
設
的
対
話
）が
実
施
さ
れ
、二
二
年
九
月
に
採
択
さ
れ
、

第
一
回
政
府
報
告
に
関
す
る
障
害
者
権
利
委
員
会
の
総
括
所
見
が
公
表
さ
れ
た

（
第
7
表
を
参
照
）。

　

情
報
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
や
電
話
の
利
用
な
ど
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関

わ
る
立
法
や
施
策
が
進
展
し
た
こ
と
や
障
害
者
雇
用
に
お
け
る
法
定
雇
用
率
制

度
の
対
象
と
な
る
障
害
者
の
拡
大
や
差
別
禁
止
、
合
理
的
配
慮
を
義
務
付
け
た

点
な
ど
肯
定
的
に
評
価
さ
れ
た
点
も
多
か
っ
た
一
方
で
、
少
な
か
ら
ぬ
数
の
勧

告
が
な
さ
れ
た
。
第
一
〇
条
生
命
に
対
す
る
権
利
、
第
一
四
条
身
体
の
自
由
及

び
安
全
、
特
に
一
九
条
自
立
し
た
生
活
及
び
地
域
社
会
へ
の
包
容
に
お
い
て
、

精
神
科
病
院
へ
の
入
院
制
度
の
在
り
方
や
地
域
で
暮
ら
す
権
利
を
妨
げ
て
い
る

諸
制
度
を
見
直
し
て
地
域
社
会
へ
の
包
容
の
促
進
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
要
請

が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
第
二
四
条
の
教
育
に
つ
い
て
、
分
離
教
育
を
終
わ
ら

せ
る
目
的
を
も
っ
て
質
の
高
い
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
を
進
め
る
行
動
計
画
を

国
と
し
て
採
択
す
る
よ
う
に
要
請
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
障
害
者
雇

用
に
直
接
的
に
関
係
す
る
第
二
七
条
労
働
及
び
雇
用
に
つ
い
て
み
る
。

　

第
二
七
条
労
働
及
び
雇
用
に
つ
い
て
四
つ
の
懸
念
事
項
と
、
四
つ
の
勧
告
が

示
さ
れ
た
。
勧
告
を
中
心
に
み
る
と
、
第
一
に
、
福
祉
的
就
労
か
ら
民
間
及
び

公
的
部
門
の
開
か
れ
た
労
働
市
場
へ
の
障
害
者
の
移
行
を
迅
速
化
す
る
こ
と
に

つ
い
て
で
あ
る
。

　

第
二
と
し
て
、
障
害
の
あ
る
労
働
者
が
働
き
や
す
い
職
場
環
境
を
用
意
す
る

こ
と
、
個
別
の
ニ
ー
ズ
、
障
害
特
性
に
応
じ
た
合
理
的
配
慮
を
提
供
す
る
こ
と

を
雇
用
す
る
事
業
主
に
対
し
て
研
修
を
提
供
す
る
こ
と
で
あ
る
。
第
一
回
の
政

府
報
告
に
付
属
し
て
い
る
障
害
者
政
策
委
員
会
の
議
論
の
整
理
で
求
め
ら
れ
て

い
た
内
容
を
反
映
し
た
勧
告
と
言
え
る
。
第
三
に
、
公
的
及
び
民
間
部
門
で
の

知
的
障
害
者
、
精
神
障
害
者
及
び
障
害
の
あ
る
女
性
の
雇
用
促
進
の
た
め
の
積

極
的
差
別
是
正
措
置
及
び
奨
励
措
置
の
強
化
と
監
視
の
仕
組
み
の
構
築
で
あ

る
。
第
四
の
勧
告
の
内
容
は
、
第
7
表
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　

第
一
の
福
祉
的
就
労
か
ら
雇
用
へ
の
移
行
に
つ
い
て
は
、
二
一
年
三
月
の
障

害
者
権
利
委
員
会
第
二
四
会
期
で
の
議
論
に
続
き
、国
際
的
な
議
論
が
な
さ
れ
、

労
働
市
場
か
ら
分
離
さ
れ
た
福
祉
的
就
労
に
関
わ
る
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
賛
否
が
分
か
れ
て
い
る
。
障
害
者
権
利
委
員
会
が
「
障
害
者
の
労
働
と
雇
用

の
権
利
に
関
す
る
第
二
七
条
に
関
す
る
一
般
的
意
見
書
案
」（
以
下
、一
般
的
意

（
20
）

（
21
）
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見
書
案
と
い
う
）
を
提
示
し
、
こ
れ
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
を
国

際
社
会
に
募
集
し
た
際
、
日
本
か
ら
Ｄ
Ｐ
Ｉ
日
本
会
議
と
Ｊ
Ｄ

Ｆ
（
日
本
障
害
フ
ォ
ー
ラ
ム
）
が
そ
れ
ぞ
れ
意
見
書
を
提
出
し

て
い
る
。
障
害
者
権
利
委
員
会
の
求
め
に
応
じ
て
こ
の
と
き
世

界
各
国
か
ら
八
八
団
体
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
両
団
体

の
意
見
書
で
は
、
障
害
の
あ
る
人
、
な
い
人
が
共
に
働
け
る
社

会
を
構
築
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
指
摘
し
つ
つ
も
福
祉
的
就

労
サ
ー
ビ
ス
の
性
急
な
縮
小
や
廃
止
は
結
果
と
し
て
、
重
度
の

障
害
が
あ
る
人
の
働
く
場
を
失
わ
せ
る
こ
と
に
な
る
こ
と
に

つ
い
て
懸
念
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
公
的
部
門
と
民
間
部

門
の
雇
用
を
よ
り
包
摂
的
に
す
る
た
め
の
施
策
を
講
じ
る
こ

と
と
も
に
、
福
祉
的
就
労
か
ら
雇
用
へ
の
移
行
を
実
効
的
な
計

画
を
策
定
す
る
か
た
ち
で
行
っ
て
い
く
必
要
性
を
提
言
し
て

い
る
。

　

各
国
、
各
団
体
の
立
場
に
よ
り
賛
否
が
分
か
れ
る
意
見
を
ふ

ま
え
て
、
障
害
者
権
利
委
員
会
は
、
二
二
年
九
月
に
「
障
害
者

の
労
働
と
雇
用
の
権
利
に
関
す
る
一
般
的
意
見
第
八
号
」（
以

下
、
一
般
意
見
第
八
号
と
い
う
）
を
公
表
し
た
。
そ
こ
で
は
、

分
離
さ
れ
た
福
祉
的
就
労
に
関
わ
る
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
は
、
こ

れ
ま
で
の
慣
行
や
経
験
に
よ
る
特
徴
が
あ
る
と
指
摘
し
、
左
記

の
七
つ
の
要
素
を
列
挙
し
、
こ
う
し
た
特
徴
の
い
く
つ
か
に
合

致
す
る
福
祉
的
就
労
は
障
害
者
権
利
条
約
に
適
合
し
な
い
と

し
て
い
る
。

⒜　

開
か
れ
、
包
摂
さ
れ
た
、
利
用
し
や
す
い
雇
用
か
ら
隔
離
さ
れ
て
い 

　

る
。

（
22
）

第 7表　日本の第 1回政府報告に関する総括所見
障害者の権利に関する委員会　第27会期日本の第 1回政府報告に関する総括所見

労働及び雇用
（第27条）
懸念事項

⒜ 低賃金で、開かれた労働市場への移行機会が限定的な作業所及び雇用に関連し
た福祉サービスにおける、障害者、特に知的障害者及び精神障害者の分離。

⒝
利用しにくい職場、公的及び民間の両部門における不十分な支援や個別の配
慮、限定的な移動支援及び雇用者への障害者の能力に関する情報提供等、障害
者が直面する雇用における障壁。

⒞
障害者の雇用の促進等に関する法律に規定される、障害者の雇用率制度に関す
る地方政府間及び民間部門間の格差、及び実施を確保するための透明性のある
効果的な監視の仕組みの欠如。

⒟ 職場でより多くの支援を必要とする者への個別の支援サービスの利用に関す
る制限。

労働及び雇用
（第27条）

勧告

⒜
障害者を包容する労働環境で、同一価値の労働についての同一報酬を伴う形
で、作業所及び雇用に関連した福祉サービスから、民間及び公的部門における
開かれた労働市場への障害者の移行の迅速化のための努力を強化すること。

⒝
職場の建物環境が障害者に利用しやすくかつ調整されたものであることを確
保し、個別の支援及び合理的配慮を尊重し適用することに関する訓練をあらゆ
る段階の雇用者に提供すること。

⒞

障害者、特に知的障害者、精神障害者及び障害のある女性の、公的及び民間部
門において、雇用を奨励し確保するために、積極的差別是正措置及び奨励措置
を強化すること、及び適当な実施を確保するために効果的な監視の仕組みを設
置すること。

⒟ 職場でより多くの支援を必要とする者に対する個別の支援の利用を制限する
法規定を取り除くこと。

〔出所〕　外務省ウェブサイト「障害者の権利に関する条約」
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⒝ 　

雇
用
は
、
障
害
の
あ
る
人
が
遂
行
可
能
と
み
な
さ
れ
る
特
定
の
活
動
を
中
心
に
組
み
立

て
ら
れ
て
い
る
。

⒞ 　

障
害
に
対
す
る
医
療
お
よ
び
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
焦
点
が
当
て
ら

れ
、
強
調
さ
れ
る
。

⒟ 　

開
か
れ
た
労
働
市
場
へ
の
移
行
が
効
果
的
に
促
進
さ
れ
て
い
な
い
。

⒠ 　

障
害
者
は
、
同
一
価
値
の
労
働
に
対
し
て
同
一
報
酬
を
受
け
取
っ
て
い
な
い
。

⒡ 　

障
害
の
あ
る
人
は
、
そ
の
仕
事
に
対
し
て
他
の
人
と
同
等
の
報
酬
を
受
け
取
っ
て
い
な

い
。

⒢ 　

雇
用
契
約
を
締
結
し
て
い
な
い
た
め
、
社
会
保
障
制
度
の
対
象
に
な
ら
な
い
。

　

ま
た
、日
本
と
同
様
に
雇
用
率
制
度
を
施
行
し
て
い
る
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、

企
業
で
の
直
接
雇
用
を
よ
り
強
化
し
て
い
く
法
改
正
が
一
八
年
に
実
施
さ
れ
て

い
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
法
定
雇
用
率
は
一
九
八
七
年
以
降
六
％
に
設
定
さ
れ
て
き

た
が
、
法
改
正
に
よ
り
六
％
を
下
限
と
し
て
、
労
働
市
場
に
お
け
る
障
害
者
雇

用
の
状
況
を
勘
案
し
て
五
年
ご
と
に
見
直
す
制
度
と
な
っ
た
。
今
後
は
状
況
に

よ
り
六
％
以
上
の
雇
用
率
が
設
定
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
と
さ
れ
る
。
法
定
雇

用
率
の
達
成
方
法
も
直
接
雇
用
の
他
に
、
こ
れ
ま
で
福
祉
的
就
労
を
提
供
す
る

事
業
所
に
企
業
が
発
注
す
る
こ
と
で
雇
用
義
務
を
果
た
す
こ
と
も
可
能
で
あ
っ

た
が
、
法
改
正
後
は
、
福
祉
的
就
労
を
提
供
す
る
事
業
所
に
発
注
し
て
も
雇
用

率
に
充
当
す
る
の
で
は
な
く
直
接
雇
用
で
果
た
せ
な
い
場
合
に
支
払
う
納
付
金

の
減
額
を
行
う
制
度
に
変
更
さ
れ
た
。
企
業
と
労
働
組
合
が
労
働
協
約
を
締
結

す
る
こ
と
で
雇
用
義
務
を
果
た
す
制
度
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
は
期
間
の
定
め

は
な
か
っ
た
が
、
最
大
六
年
ま
で
と
さ
れ
、
企
業
が
障
害
者
雇
用
に
取
り
組
む

き
っ
か
け
と
し
て
の
位
置
づ
け
と
さ
れ
た
。

　

総
括
所
見
の
勧
告
、
立
場
の
異
な
る
各
国
、
団
体
の
意
見
を
ふ
ま
え
た
う
え

で
、
公
表
さ
れ
た
一
般
的
意
見
第
八
号
が
示
し
た
こ
れ
ま
で
の
福
祉
的
就
労
に

変
革
を
迫
る
考
え
方
や
フ
ラ
ン
ス
な
ど
先
進
諸
国
の
直
接
雇
用
に
向
け
た
取
り

組
み
を
強
化
し
て
い
く
法
改
正
な
ど
、
障
害
の
あ
る
人
の
労
働
と
雇
用
に
関
わ

る
国
際
的
な
議
論
が
高
ま
り
を
み
せ
て
い
る
。
日
本
に
お
い
て
も
二
〇
年
一
一

月
に
厚
生
労
働
省
の
「
障
害
者
雇
用
・
福
祉
施
策
の
連
携
強
化
に
関
す
る
検
討

会
」
の
も
と
「
障
害
者
の
就
労
支
援
体
系
の
在
り
方
に
関
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ﹇
第
3
Ｗ
Ｇ
﹈」に
お
い
て
議
論
が
な
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
議
論
を

さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
精
神
障
害
や
発
達
障
害
の
あ
る
人
や
通
勤
支
援
や
職
場
で

の
介
助
な
ど
、
よ
り
支
援
が
必
要
な
人
の
雇
用
に
向
け
た
支
援
や
、
企
業
に
お

け
る
雇
用
管
理
の
あ
り
方
な
ど
政
策
決
定
へ
の
議
論
に
資
す
る
実
践
の
掘
り
起

こ
し
や
、
調
査
研
究
の
蓄
積
と
学
術
の
場
に
お
け
る
自
由
闊
達
な
議
論
が
こ
れ

ま
で
以
上
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

お 

わ 

り 

に

　

雇
用
の
現
場
で
「
合
理
的
配
慮
」、「
配
慮
」
と
い
う
言
葉
を
障
害
者
雇
用
だ

け
で
な
く
、
家
族
介
護
や
育
児
や
労
働
者
自
身
の
疾
病
治
療
な
ど
、
個
別
の
事

情
と
仕
事
と
の
両
立
の
文
脈
で
も
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
災
禍
を
経
た
こ
と
も
大
き
い
。
誰
も
が
一
時
的
に
せ
よ
就
業
が

困
難
な
状
況
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
不
安
を
共
有
し
た
の
だ
と
考
え
ら

れ
る
。
障
害
者
雇
用
促
進
法
の
考
え
方
で
あ
る
労
働
者
の
能
力
の
発
揮
に
支
障

と
な
っ
て
い
る
状
況
を
労
働
者
と
企
業
側
が
対
話
に
よ
っ
て
個
別
に
調
整
す

る
、
こ
う
し
た
こ
と
は
広
く
社
会
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
災
禍
前
よ
り
は
違

和
感
が
減
少
し
た
の
で
は
な
い
か
。少
子
化
に
よ
る
人
手
不
足
も
深
刻
で
あ
り
、

能
力
を
発
揮
す
る
た
め
の
働
き
や
す
さ
が
雇
用
の
質
と
し
て
問
わ
れ
る
時
代
と

な
っ
た
。
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特集 2　障害者雇用の現状と課題
　

障
害
者
雇
用
も
こ
の
二
〇
年
量
的
に
拡
大
し
て
き
た
こ
と
を
本
特
集
で
確
認

し
て
き
た
が
、
今
後
は
量
と
質
の
二
兎
を
追
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
フ
ェ
ー
ズ

に
入
っ
た
と
考
え
る
。障
害
者
法
定
雇
用
率
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
よ
り
小
規
模
な
企
業
（
三
七
・
一
人
に
一
人
の

雇
用
義
務
）
で
障
害
者
雇
用
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
る
。
簡
単
で
は
な
い
が
、

本
特
集
で
ふ
れ
た
よ
う
な
就
労
支
援
人
材
の
能
力
開
発
や
は
じ
め
て
の
障
害
者

雇
用
を
支
援
す
る
新
た
な
助
成
金
を
活
用
し
て
働
く
障
害
者
に
と
っ
て
能
力
が

発
揮
で
き
、
雇
用
す
る
企
業
の
生
産
性
に
貢
献
す
る
雇
用
を
め
ざ
し
て
、
地
域

の
関
係
者
が
総
力
を
あ
げ
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

量
（
法
定
の
雇
用
）
を
求
め
て
、
経
済
的
価
値
が
な
い
生
産
活
動
に
従
事
さ

せ
る
時
代
で
は
な
い
。
障
害
者
雇
用
促
進
法
二
二
年
改
正
法
は
障
害
者
総
合
支

援
法
、
精
神
保
健
福
祉
法
、
難
病
法
、
児
童
福
祉
法
と
と
も
に
法
案
が
国
会
に

提
出
さ
れ
た
た
め
、
法
律
の
附
帯
決
議
は
「
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生

活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す

る
附
帯
決
議
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
一
二
で
は
「
事
業
主
が
、
単
に
雇
用

率
の
達
成
の
み
を
目
的
と
し
て
雇
用
主
に
代
わ
っ
て
障
害
者
に
職
場
や
業
務
を

提
供
す
る
い
わ
ゆ
る
障
害
者
雇
用
代
行
ビ
ジ
ネ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
が
な
い
よ

う
、
事
業
主
へ
の
周
知
、
指
導
等
の
措
置
を
検
討
す
る
こ
と
」
と
障
害
者
雇
用

の
新
た
な
形
態
と
し
て
近
年
急
速
に
拡
大
し
て
い
る
い
わ
ゆ
る
「
障
害
者
雇
用

代
行
ビ
ジ
ネ
ス
」
に
対
す
る
懸
念
が
示
さ
れ
、
対
応
を
求
め
て
い
る
。

　

企
業
に
雇
用
さ
れ
て
、
そ
の
企
業
で
は
な
い
別
の
企
業
が
運
営
す
る
冷
暖
房

完
備
の
水
耕
栽
培
の
野
菜
工
場
や
地
方
の
農
場
、
サ
テ
ラ
イ
ト
の
オ
フ
ィ
ス
な

ど
で
働
く
、
こ
の
よ
う
な
働
き
方
も
短
期
的
に
は
障
害
者
雇
用
の
一
つ
の
選
択

肢
だ
ろ
う
。
だ
が
、
二
つ
の
視
点
か
ら
懸
念
も
あ
る
。
第
一
に
能
力
開
発
に
対

す
る
懸
念
で
あ
る
。
雇
用
さ
れ
て
い
る
企
業
の
本
業
と
関
係
が
な
く
、
人
的
交

流
も
ほ
と
ん
ど
な
く
、
範
囲
が
限
定
的
な
仕
事
を
続
け
て
い
て
、
果
た
し
て
能

力
開
発
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
今
行
っ
て
い
る
仕
事
の
上
流
工
程
や
下
流
工
程
な

ど
今
の
仕
事
に
関
連
が
深
い
他
の
仕
事
に
挑
戦
す
る
機
会
と
そ
の
際
に
行
わ
れ

る
Ｏ
Ｊ
Ｔ
（
仕
事
の
中
で
行
わ
れ
る
職
業
訓
練
）
が
ど
れ
ほ
ど
保
障
さ
れ
る
だ

ろ
う
か
。

　

第
二
に
、
持
続
可
能
性
で
あ
る
。
例
え
ば
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
が
高
騰
し
て

も
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
成
り
立
つ
の
か
、地
球
環
境
へ
の
負
荷
は
ど
う
考
え
る
か
。

こ
う
し
た
視
点
か
ら
株
主
の
厳
し
い
目
が
注
が
れ
た
場
合
、
雇
用
し
て
い
る
企

業
は
、
こ
う
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
す
る
企
業
と
契
約
を
続
け
る
だ
ろ
う
か
。

ビ
ジ
ネ
ス
と
人
権
に
厳
し
い
欧
州
の
市
場
に
参
入
す
る
に
は
障
害
者
雇
用
の
方

法
、
す
な
わ
ち
「
雇
用
の
質
」
が
問
わ
れ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
に
ビ
ジ
ネ
ス
を
展

開
し
て
い
な
い
地
域
の
企
業
で
あ
っ
て
も
取
引
先
企
業
が
海
外
展
開
し
て
い
る

場
合
は
、人
権
デ
ュ
ー
デ
リ
ジ
ェ
ン
ス
（D

ue D
iligence

―
企
業
活
動
に
お
い

て
人
権
リ
ス
ク
を
防
止
す
る
取
組
み
）
が
問
わ
れ
、
そ
れ
は
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
全
体
に
及
ぶ
。
取
引
先
か
ら
対
応
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
た
め
今
後
は

企
業
規
模
や
ビ
ジ
ネ
ス
の
範
囲
に
関
わ
ら
ず
ど
の
よ
う
な
企
業
に
と
っ
て
も
無

関
心
で
は
い
ら
れ
な
い
。

　

本
業
に
よ
り
近
い
基
幹
的
な
業
務
を
担
う
、
心
理
的
に
も
物
理
的
に
も
包
摂

さ
れ
た
環
境
で
障
害
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
仕
事
上
の
必
要
性
が
あ
っ
て
と
も

に
働
く
。
例
え
ば
、
企
業
の
パ
ソ
コ
ン
リ
プ
レ
ー
ス
で
生
じ
る
大
量
の
パ
ソ
コ

ン
を
廃
棄
せ
ず
に
再
生
し
て
販
売
す
る
事
業
に
取
り
組
み
、
利
益
を
上
げ
る
な

ど
特
例
子
会
社
や
先
進
企
業
が
絶
え
ず
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
。
障
害
者
雇
用

に
携
わ
る
あ
ら
ゆ
る
立
場
の
当
事
者
の
学
び
合
い
、
そ
し
て
情
報
共
有
と
協
働

が
何
よ
り
重
要
だ
。
そ
こ
か
ら
障
害
者
雇
用
の
可
能
性
が
切
り
拓
か
れ
る
。

 

（
眞
保　

智
子
）　
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（
1
）　

障
害
者
権
利
条
約
の
全
文
は
こ
ち
ら
を
参
照

　
https://w

w
w

.m
ofa.go.jp/m

ofaj/fp/hr_ha/page22_000899.htm
l

（
2
）　

常
用
雇
用
労
働
者
は
、
①
雇
用
契
約
の
形
式
を
問
わ
ず
、
期
間
の
定
め
な
く
雇
用
さ

れ
て
い
る
労
働
者
、②
過
去
一
年
を
超
え
る
期
間
、引
き
続
き
雇
用
さ
れ
て
い
る
労
働
者
、

③
採
用
時
か
ら
一
年
を
超
え
て
引
き
続
き
雇
用
さ
れ
る
と
見
込
ま
れ
る
労
働
者
で
あ
る
。

な
お
週
所
定
労
働
時
間
が
二
〇
時
間
以
上
三
〇
時
間
未
満
の
短
時
間
労
働
者
は
〇
・
五
人

と
し
て
カ
ウ
ン
ト
す
る
。

（
3
）　

九
〇
年
に
障
害
の
あ
る
ア
メ
リ
カ
人
法
（A

m
ericans w

ith D
isabilities A

ct of 

1990

）、
九
二
年
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
障
害
者
差
別
禁
止
法
（D

isability 

D
iscrim

ination A
ct : D

D
A

）、
九
五
年
に
は
イ
ギ
リ
ス
で
障
害
者
差
別
禁
止
法

（D
isability D

iscrim
ination A

ct 1995

）
が
制
定
さ
れ
て
い
る
。

（
4
）　

第
四
条
一
般
的
義
務
⒜
で
は
「
こ
の
条
約
に
お
い
て
認
め
ら
れ
る
権
利
の
実
現
の
た

め
、
全
て
の
適
当
な
立
法
措
置
、
行
政
措
置
そ
の
他
の
措
置
を
と
る
こ
と
」
と
定
め
ら
れ

て
い
る
。

（
5
）　

第
五
条
平
等
及
び
無
差
別
の
二
項
で
は
「
締
約
国
は
、
障
害
に
基
づ
く
あ
ら
ゆ
る
差

別
を
禁
止
す
る
も
の
と
し
、
い
か
な
る
理
由
に
よ
る
差
別
に
対
し
て
も
平
等
か
つ
効
果
的

な
法
的
保
護
を
障
害
者
に
保
障
す
る
」
と
さ
れ
、
三
項
で
は
「
締
約
国
は
、
平
等
を
促
進

し
、
及
び
差
別
を
撤
廃
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
合
理
的
配
慮
が
提
供
さ
れ
る
こ
と
を

確
保
す
る
た
め
の
全
て
の
適
当
な
措
置
を
と
る
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

（
6
）　

当
時
は
民
主
党
を
中
核
と
す
る
鳩
山
由
紀
夫
政
権
で
あ
っ
た
。

（
7
）　
「
締
約
国
は
、こ
の
条
約
を
実
施
す
る
た
め
の
法
令
及
び
政
策
の
作
成
及
び
実
施
に
お

い
て
、
並
び
に
障
害
者
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
の
他
の
意
思
決
定
過
程
に
お
い
て
、
障

害
者（
障
害
の
あ
る
児
童
を
含
む
。
以
下
こ
の
三
に
お
い
て
同
じ
。）を
代
表
す
る
団
体
を

通
じ
、
障
害
者
と
緊
密
に
協
議
し
、
及
び
障
害
者
を
積
極
的
に
関
与
さ
せ
る
」“N

othing 

about us w
ithout us”

を
実
効
化
す
る
条
項
で
あ
る
。

（
8
）　

東
俊
裕（
二
〇
一
五
）「
障
害
者
差
別
解
消
法
と
合
理
的
配
慮
」『
法
律
時
報
』
87
⑴
、

六
二
〜
六
七
頁
を
参
照
。

（
9
）　

障
害
者
雇
用
相
談
援
助
事
業
は
、
障
害
者
の
雇
入
れ
及
び
そ
の
雇
用
の
継
続
を
図
る

た
め
の
措
置
を
行
っ
た
事
業
主
に
対
し
て
の
相
談
援
助
事
業
（
雇
入
れ
及
び
そ
の
雇
用
の

継
続
を
図
る
た
め
に
必
要
な
一
連
の
雇
用
管
理
に
関
す
る
援
助
）
の
実
施
に
つ
い
て
六
〇

万
円
（
中
小
企
業
事
業
主
又
は
除
外
率
設
定
業
種
の
事
業
主
に
あ
っ
て
は
八
〇
万
円
）
を

一
事
業
主
に
つ
き
一
回
支
給
す
る
。
な
お
除
外
率
と
は
、
障
害
者
の
就
労
が
一
般
的
に
困

難
と
認
め
ら
れ
る
業
種
に
つ
い
て
実
雇
用
率
を
計
算
す
る
際
に
除
外
率
に
相
当
す
る
労
働

者
数
を
控
除
で
き
る
制
度
で
あ
る
。二
〇
〇
二
年
の
改
正
法
に
よ
り
廃
止
さ
れ
て
い
る
が
、

現
在
経
過
措
置
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

 　

さ
ら
に
障
害
者
の
雇
入
れ
、
六
ヵ
月
以
上
そ
の
雇
用
の
継
続
を
行
っ
た
事
業
主
に
対
し

て
、
相
談
援
助
事
業
を
実
施
し
た
場
合
、
前
述
の
助
成
額
に
、
一
人
当
た
り
七
・
五
万
円

（
中
小
企
業
事
業
主
又
は
除
外
率
設
定
業
種
の
事
業
主
に
あ
っ
て
は
一
〇
万
円
）が
上
乗
せ

さ
れ
る
（
た
だ
し
、
四
人
ま
で
を
上
限
と
す
る
）。

　

 　

都
道
府
県
労
働
局
長
は
、
障
害
者
の
雇
入
れ
お
よ
び
そ
の
雇
用
の
継
続
を
図
る
た
め
の

一
連
の
雇
用
管
理
に
関
す
る
相
談
援
助
の
業
務
ま
た
は
実
務
の
実
績
が
あ
る
法
人
（
障
害

者
雇
用
相
談
援
助
事
業
者
）
を
認
定
す
る
。
独
立
行
政
法
人
高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用

支
援
機
構
は
、
事
業
内
容
に
つ
い
て
、
①
事
業
者
が
行
っ
た
相
談
援
助
の
詳
細
、
②
相
談

援
助
に
基
づ
く
事
業
主
の
取
組
、
③
相
談
援
助
を
受
け
た
事
業
主
の
証
明
に
よ
り
確
認
を

行
う
。
ま
た
障
害
者
を
雇
入
れ
、
六
ヵ
月
以
上
そ
の
雇
用
の
継
続
を
行
っ
た
事
業
主
に
対

し
て
、
相
談
援
助
事
業
を
実
施
し
た
場
合
、
④
雇
入
れ
及
び
そ
の
雇
用
の
継
続
の
実
績
の

証
明
を
認
定
し
運
用
す
る
。

（
10
）　

厚
生
労
働
省
『
障
害
者
雇
用
実
態
調
査
』（
九
八
年
、
〇
三
年
、
〇
八
年
、
一
三
年
、

一
八
年
）。

（
11
）　

福
井
信
佳
・
酒
井
ひ
と
み
・
橋
本
卓
也
（
二
〇
一
四
）「
精
神
障
が
い
者
の
離
職
率
に

関
す
る
研
究
―
最
近
一
〇
年
間
の
分
析
―
」『
保
健
医
療
学
雑
誌
』2014

⑸
一
五
〜
二
一

頁
。

（
12
）　

障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、障
害
者
雇
用
促
進
法
に
も
と
づ
き
、雇
用
、

保
健
、
福
祉
、
教
育
等
の
関
係
機
関
と
連
携
し
、
障
害
者
の
身
近
な
地
域
で
就
業
面
と
生

活
面
の
両
側
面
を
一
体
的
に
支
援
す
る
こ
と
で
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
と
安
定
し
た
職
業

生
活
の
継
続
を
支
援
す
る
機
関
で
あ
る
。
二
三
年
四
月
一
日
時
点
で
全
国
に
三
三
七
ヵ
所

設
置
さ
れ
て
い
る
。

（
13
）　

就
労
移
行
支
援
事
業
は
、
障
害
者
総
合
支
援
法
に
も
と
づ
き
、
就
労
を
希
望
し
、
通
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常
の
事
業
所
に
雇
用
さ
れ
る
こ
と
が
可
能
と
見
込
ま
れ
る
障
害
者
で
、
生
産
活
動
、
職
場

体
験
そ
の
他
の
活
動
の
機
会
の
提
供
そ
の
他
の
就
労
に
必
要
な
知
識
お
よ
び
能
力
の
向
上

の
た
め
に
必
要
な
訓
練
、求
職
活
動
に
関
す
る
支
援
、そ
の
適
性
に
応
じ
た
職
場
の
開
拓
、

就
職
後
に
お
け
る
職
場
へ
の
定
着
の
た
め
に
必
要
な
相
談
な
ど
を
行
う
支
援
機
関
で
あ
る
。

（
14
）　

就
労
継
続
支
援
A
型
事
業
所
は
障
害
者
総
合
支
援
法
に
も
と
づ
き
、
企
業
等
に
就
労

す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
が
、
支
援
に
よ
り
雇
用
契
約
に
も
と
づ
き
、
継
続
的
に
就
労
す

る
こ
と
が
可
能
な
障
害
者
に
対
し
生
産
活
動
そ
の
他
の
活
動
の
機
会
の
提
供
し
、
就
労
に

必
要
な
知
識
お
よ
び
能
力
の
向
上
の
た
め
に
必
要
な
訓
練
な
ど
の
支
援
を
行
う
支
援
機
関

で
あ
る
。

（
15
）　

就
労
継
続
支
援
B
型
事
業
所
は
障
害
者
総
合
支
援
法
に
も
と
づ
き
、
年
齢
、
心
身
の

状
態
そ
の
他
の
事
情
に
よ
り
引
き
続
き
企
業
等
で
雇
用
さ
れ
就
業
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ

る
、
あ
る
い
は
移
行
支
援
事
業
で
訓
練
を
受
け
て
も
雇
用
に
至
ら
な
か
っ
た
障
害
者
に
生

産
活
動
そ
の
他
の
活
動
の
機
会
を
提
供
し
、
就
労
に
必
要
な
知
識
お
よ
び
能
力
の
向
上
の

た
め
に
必
要
な
訓
練
な
ど
の
支
援
を
行
う
支
援
機
関
で
あ
る
。

（
16
）　

障
害
者
職
業
総
合
セ
ン
タ
ー
（
二
〇
二
二
）『
精
神
障
害
者
で
あ
る
短
時
間
労
働
者
の

雇
用
に
関
す
る
実
態
調
査
〜
雇
用
率
算
定
方
法
の
特
例
が
適
用
さ
れ
る
労
働
者
を
中
心
と

し
て
〜
調
査
研
究
報
告
書
』、No. 

161
。
独
立
行
政
法
人
高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用
支
援
機

構
、
二
四
九
〜
二
九
四
頁
。

（
17
）　

障
害
者
職
業
総
合
セ
ン
タ
ー
（
二
〇
一
二
）『
精
神
障
害
者
の
雇
用
管
理
の
あ
り
方
に

関
す
る
調
査
研
究　

調
査
研
究
報
告
書
』
No. 

109
。
独
立
行
政
法
人
高
齢
・
障
害
・
求
職
者

雇
用
支
援
機
構
、
六
五
頁
。

（
18
）　

米
国
精
神
医
学
会
（
二
〇
〇
二
）『D

SM
-IV

-T
R　

精
神
疾
患
の
分
類
と
診
断
の
手

引
き
』
医
学
書
院
。

（
19
）　

米
国
精
神
医
学
会
（A

m
erican Psychiatric A

ssociation

）（2013

）　D
esk 

R
eference to the D

iagnostic C
riteria from

 D
SM

-5.

（
20
）　

障
害
者
の
権
利
に
関
す
る
委
員
会
（
障
害
者
権
利
委
員
会
）
は
、
締
約
国
か
ら
選
ば

れ
た
一
八
人
の
独
立
し
た
専
門
家
（
任
期
四
年
）
か
ら
構
成
さ
れ
る
機
関
で
、
委
員
は
非

常
勤
・
無
報
酬
で
あ
る
。
選
出
に
あ
た
っ
て
は
障
害
の
あ
る
専
門
家
が
参
加
す
る
こ
と
を

重
視
し
て
お
り
、
日
本
か
ら
は
、
石
川
准
静
岡
県
立
大
学
教
授
が
一
六
年
か
ら
二
〇
年
ま

で
選
出
さ
れ
、
副
委
員
長
も
務
め
た
。

（
21
）　

詳
し
く
は
長
瀬
修
・
川
島
聡
・
石
川
准
編
（
二
〇
二
四
）『
障
害
者
権
利
条
約
の
初
回

対
日
審
査
：
総
括
所
見
の
分
析
（〈
21
世
紀
〉
国
際
法
の
課
題
）』（
法
律
文
化
社
）
を
参
照

い
た
だ
き
た
い
。

（
22
）　
Ｅ
Ｕ
、
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
援
助
付
き
の
就
業
支
援
を
行

う
支
援
者
か
ら
は
福
祉
的
就
労
を
廃
止
し
、
条
約
の
求
め
に
即
し
た
援
助
付
き
の
就
労
支

援
を
導
入
す
る
た
め
の
道
筋
を
示
す
と
い
っ
た
提
案
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
の
障
害

者
作
業
所
協
会
（B

A
G

 W
fbM

）
か
ら
は
、“sheltered”

と
い
う
用
語
は
現
在
で
は
使
用

さ
れ
て
お
ら
ず
、
一
般
的
意
見
書
案
で
求
め
ら
れ
て
い
る
変
革
の
た
め
に
サ
ー
ビ
ス
の
開

発
と
改
良
を
継
続
的
に
実
施
し
、
発
展
さ
せ
て
お
り
、
包
摂
的
な
雇
用
に
向
け
た
有
効
な

方
法
で
あ
る
と
の
見
解
を
表
明
し
て
い
る
。 

 

　

障
害
者
の
権
利
に
関
す
る
委
員
会
（
二
〇
二
一
）
障
害
者
の
労
働
と
雇
用
の
権
利
に
関

す
る
第
二
七
条
に
関
す
る
一
般
的
意
見
書
案
へ
の
意
見
募
集
（C

all for subm
issions: 

D
raft G

eneral C
om

m
ent on article 2 7

、
国
連
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
）。
障
害
者
の
権
利 

に
関
す
る
委
員
会
（
二
〇
二
二
）
障
害
者
の
労
働
と
雇
用
の
権
利
に
関
す
る
一
般
的
意 

見
第
八
号
、（C

om
m

ittee on the R
ights of Persons w

ith D
isabilities. G

eneral 

com
m

ent N
o.8 （2022

） on the right of persons w
ith disabilities to w

ork and 

em
ploym

ent.9 Septem
ber 2022

、
国
連
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
）。

参�

考�

文�

献

　

厚
生
労
働
省
（
二
〇
〇
二
）
労
働
政
策
審
議
会
障
害
者
雇
用
分
科
会
「
今
後
の
障
害
者
雇

用
施
策
の
充
実
強
化
に
つ
い
て
（
意
見
書
）」。

　

厚
生
労
働
省
（
二
〇
〇
四
）
労
働
政
策
審
議
会
障
害
者
雇
用
分
科
会
「
労
働
政
策
審
議
会

障
害
者
雇
用
分
科
会
意
見
書
（
案
）
今
後
の
障
害
者
雇
用
施
策
の
充
実
強
化
に
つ
い
て
―
就

業
機
会
の
拡
大
に
よ
る
職
業
的
自
立
を
目
指
し
て
―
」。

　

厚
生
労
働
省
（
二
〇
〇
五
）
労
働
政
策
審
議
会
障
害
者
雇
用
分
科
会
「
障
害
者
の
雇
用
の
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促
進
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
要
綱
」。

　

衆
議
院
（
二
〇
〇
八
）
第
一
七
〇
回
国
会
閣
法
第
六
九
号
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関

す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議
（
衆
議
院
）。

　

厚
生
労
働
省
（
二
〇
一
三
）『
平
成
二
四
年
度
障
害
者
職
業
紹
介
状
況
等
』。

　

厚
生
労
働
省
（
二
〇
一
三
）
労
働
働
政
策
審
議
会
障
害
者
雇
用
分
科
会
意
見
書
「
今
後
の

障
害
者
雇
用
施
策
の
充
実
強
化
に
つ
い
て
」。

　

厚
生
労
働
省
（
二
〇
一
五
）『
合
理
的
配
慮
指
針
』。

　

厚
生
労
働
省
（
一
九
九
八
〜
二
〇
一
八
）『
障
害
者
雇
用
実
態
調
査
平
成
一
〇
年
・
一
五

年
・
二
〇
年
・
二
五
年
・
三
〇
年
』。

　

厚
生
労
働
省（
二
〇
二
一
）障
害
者
雇
用
・
福
祉
施
策
の
連
携
強
化
に
関
す
る
検
討
会『
障

害
者
雇
用
・
福
祉
施
策
の
連
携
強
化
に
関
す
る
検
討
会
報
告
書
』。

　

厚
生
労
働
省
労
働
政
策
審
議
会
障
害
者
雇
用
分
科
会（
二
〇
二
二
）『
今
後
の
障
害
者
雇
用

施
策
の
充
実
強
化
に
つ
い
て
（
労
働
政
策
審
議
会
障
害
者
雇
用
分
科
会
意
見
書
）』。

　

厚
生
労
働
省
（
二
〇
二
三
）『
令
和
四
年
度　

障
害
者
の
職
業
紹
介
状
況
』。

　

厚
生
労
働
省
（
二
〇
二
三
）『
令
和
五
年　

障
害
者
雇
用
状
況
の
集
計
結
果
』。

　

厚
生
労
働
省
就
業
支
援
担
当
者
研
修
等
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
作
成
に
関
す
る
作
業
部
会
（
二

〇
二
三
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